






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺はリアス・グレモリーの「兵士ポーン」だ。

　最強の「兵士ポーン」になると誓ちかった。

　それに少しでも近づけたかどうか、リアスキミに見て貰もらいたい──。







　　　Life.0







　俺は兵ひよう藤どう一いつ誠せい。ヒトは俺のことを「イッセー」と呼ぶ。

　現在、高校三年生だ。悪あく魔まな高校生だと思ってくれ。

　そんな俺なのだが、眼前で起こっていることにどうしたらいいかわからないでいた。

　なぜか、俺は教会チヤペルらしき場所にいる。周囲には見知ったヒトたちがたくさん！

「くそったれ！　イッセーがなんで結けつ婚こんなんて！」

「これは何かの間ま違ちがいだ！　世界が終わる予兆に違いないんだ！」

　悪友二人──丸まる刈がり頭の松まつ田だ、メガネをかけた元もと浜はまが悔くやし涙なみだを流しながら、そう叫さけんでいた。

「イッセー！　孫はほしいけれど、いきなり赤ちゃんを同時に十人産むとか常識外れなことは先に相談してくれよ！」

「うぅ、立派になって！　おっぱいを求め続けただけでお嫁よめさんを貰えるなんて奇き跡せきだわ！」

　父さん母さんもわけのわからないことを言いつつも、めっちゃ号ごう泣きゆうしている！

　──と、俺が自身の格好を確かく認にんすると、真しん紅くのタキシード姿！

　そして、教会の内部はまるで結婚式のような演出！　ていうか、結婚式だ！

　教会内になぜか「おっぱいドラゴンの歌」も流れている！　どんな選曲だ！

　これは俺の!?　俺の結婚式ですか!?

　仰ぎよう天てんな場面にどうしたものかと困こん惑わくするが……こうなると俺の嫁さんは？　俺の相手は誰だれだ？

「イッセー、きょろきょろしてはダメって、前にも言ったでしょ？」

　隣となりから聞き覚えのある声。横に視線を送ると──そこには腰こしの辺りまである紅くれないの髪かみをした美女、リアスがいた。

　俺を悪魔にした張本人で、彼女自身も爵しやく位い持ちの上級悪魔、グレモリー家の次期当主だ。俺はリアスの眷けん属ぞく悪魔であり、恋こい人びとでもある。

　あああああああ、真紅のウェディングドレス姿が眩まぶしすぎて直視できないぜ。うぅ、俺の彼女はとってもキレイでかわいいです！

　そのリアスが俺の隣に！　ってことは、この結婚式の俺の相手は──リアス。これは俺とリアスの結婚式！

　ま、まあ、婚約もしているし、自然で当然の成り行きだよな！

　これを見守っていた知り合いの悪魔のヒトたちがお祝いの声をくれる。

「リアス、幸せにね」

「ああ、似合いのカップルだ」

「お祝いにロボに変形する車を用意しましょう」

　──と、リアスの幼おさな馴な染じみでもあるソーナ・シトリー先せん輩ぱい、大王家次期当主のサイラオーグさん、大公家次期当主のシーグヴァイラ・アガレスさん。

　若手悪魔のなかでもリアスを含ふくめて『若手四王ルーキーズ・フオー』と呼ばれる、有望な悪魔のヒトたちだ！

　俺たちと交流も深いから、来てくれたのだろう。

　見れば、見知った仲間たちも皆みんな来てくれていた！　そうだよな、悪魔になって約一年半、いろんなことがあり、様々なヒトたちと出会った！

　たくさんのヒトたちに囲まれての結婚式なんて人生最高の日といっても過言じゃない気がするぜ！

　そんな幸福な展開のなかで、俺の横から聞き覚えのある別の声がした！

「うふふ、今日は最高の式になりそうですわね、あ・な・た」

　そちらに顔を向ければ──そこにはウェディングドレス姿の朱あけ乃のさんがいた！

　なんと、この式のお嫁さんはリアスだけなのかと思ったら、よーく確認したところ、俺の横にウェディングドレスを着た女性陣じんが──ずらっと並んでいた！

　アーシア、ゼノヴィア、イリナ、小こ猫ねこちゃんこと白しろ音ねちゃん、黒くろ歌か、ロスヴァイセさん！

「幸せになりましょう、イッセーさん」

「私も花はな嫁よめになれたぞ！」

「ああ、私、いま人生で一番幸せな時間を過ごせてる！」

　幸せそうにしている教会トリオ！

「……予定ではもう少し背がおっきくなってから式を挙げるつもりだったんですけど、これはこれで幸せです」

「にゃははは！　ウェディングドレスを着られるなんて、思ってもみなかったわ！」

　それぞれの感想を述べる猫ねこ又また姉妹！

「わたす、最高に幸せだぁ～」

　故郷の方言丸出しで涙するロスヴァイセさん！

　だが、花嫁のメンバーはそれだけにとどまらず、俺とまだ将来を誓い合っていない娘こたちもドレスを着て並んでいた！

「結婚式のスケジュールも大変ですわ！」

　メモを見ながら時間のチェックに余念のないレイヴェル！

「これも契けい約やくのうちです」

　ヴァーリチームのメンバーで魔女っ子のルフェイも！　俺と、「悪魔と魔法使い」の契約を結んでいるからな……。

「……日中は辛つらいです」

　けだるそうなエルメンヒルデ！

「……私、お嫁さん？」

　不思議そうに首を傾かしげているのは最近俺の眷属になったばかりのイングヴィルド！

　そ、そうか、これは俺と女性陣との結婚式！　しかも総勢十二人!?　十二人も俺の嫁さんに!?　しかも、同じ日に挙式だなんて！

　なんてことだ。俺と彼女たちは、ついにこういう展開になってしまったわけだ。

　なんだかよくはわからないが、こんなキレイな嫁さんたちと結婚できるなら何も問題ねぇ！　めでたく式を挙げようじゃないか！

　横にずらっと並ぶ嫁さんたちを見て緊きん張ちようしかないが、レイヴェルが俺に言う。

「第二陣も控ひかえておりますので、キッチリ時間通り終えられるといいですわね」

　そう言うレイヴェルの視線を追うと──教会の入り口から顔を覗のぞかせている女性陣がいた！

「イッセー、次は私たちなのじゃぞ！」

「わらわも赤せき龍りゆう帝てい殿どのに貰ってもらおうと思うておるのでな」

　九重くのうと八や坂さかさん、九きゆう尾びの狐きつね親子まで俺の嫁さん候補なの!?　和式らしい白しろ無む垢く姿！

「うふふ、年下の男の子と結婚するのが目標のひとつだったのよね」

　ウェーブのかかったピンク色の髪を持つ、グラマーな体つきの美女悪魔──ロイガンさんまでいらっしゃるとは！　こちらもウェディングドレスを着ている！

「今日式を挙げる花嫁はまだまだたくさんいるのよ。まったく、イッセーは何人の女性を娶めとるつもりなのかしらね」

　などと、リアスは微笑ほほえみながら言うが……。まだまだ待機している嫁さんたちがいそうで、さすがに俺もビビってきたぞ！

　──と、新婦側の席から声があがる。

「朱乃！　父はうれしいぞ！　うぅっ！　キレイだ！」

「イリナ！　早く孫をパパとママにも見せてくれよ！」

　参列者の思い思いの声もあったのだった。

　そして、式は進み──。

「いついかなるときも──」

　何やら神父のじいさん……って、ヴァスコ・ストラーダ猊げい下かだった……。その猊下がありがたいお言葉を話し始められているが、俺の脳内は他ほかのことでいっぱいになっていた。

　結婚＝夫婦（嫁がたくさん）、夫婦＝家庭、家庭＝子供、子供＝子作り、子作り＝性せい交こう渉しよう（嫁がたくさん）、性交渉（嫁がたくさん）＝夫婦の情事（嫁の数だけ）、夫婦の情事（嫁の数だけ）＝結婚初夜から開始×嫁の数、……結婚初夜×嫁の数……。

　結婚初夜×嫁の数ぅぅ!!

『いらっしゃい、あなた』

　妄もう想そうのなかでベッドに待機している裸はだかの女性陣！

　これって、そういうことですよね。夫婦だから、家庭を作らないといけない。

　しかし、子供はそれなりのことをしないとできない。

　それなりのことというと、ずばり性交渉なわけで──。

　…………。

　嫁さん×たくさんとエッチが出来るぞッッ!!

　その結論に至ったとき、俺の頭の中はすでに超ちよう絶ぜつお祭り騒さわぎとなり、エロい妄想をまったくもって止めることができなかった。

　そうか、俺が今まで数々の難事件に立ち向かい、強敵と戦って、死んだり生き返ったりして、どうにか昇しよう格かくしてきたのもすべてはこの日、この日の夜のため！

　俺に初夜×たくさんの嫁さんを無事に完かん遂すいすることができるのか!?

　い、いや、やるしかねぇ！　脳内シミュレーションを来る日も来る日も来る日も来る日も来る日も来る日も繰くり返してきた！

　なんだか、この場面、以前にも見たことがある気がするが……まあ、それは別にいい！

　──とにかく、いざとなったら、龍りゆう神じん化してでも皆との初夜を乗り切ってやる！

「それでは、赤龍帝ボーイと花嫁の面々、誓ちかいの口づけを」

　ストラーダ猊下がそうおっしゃる！

　横を見ればリアスをはじめとした女性陣が目を瞑つむり、こちらへ顔を向けている！

　同時にドレスの胸むな元もとから見える嫁さんたちのおっぱい×十二！

　これらがもうすぐ完全に俺のモノに！　そう思うと興奮が止まらないぜ！

　俺は荒あらい鼻息を出しながら、唇くちびるを突つき出して徐じよ々じよに徐々に嫁さんたちのほうへ──。

【ようやく声が届いたようです、おっぱいドラゴン】

　──ッ!?

　俺の頭の中に聞き覚えのある声が届いた。

　こ、これって、帝たい釈しやく天てんの誘さそいで乳にゆう海かいに行って、霊れい薬やくアムリタを飲み、気を失ったときに聞いた声だ！

【その通りです。こことは異なる世界──『Ｅ×Ｅエヴイー・エトウルデ』の一ひと柱はしら、乳ちち神がみです】

　乳神!?　またですか!?

　去年、北ほく欧おうの悪神ロキとの決戦時、俺は朱乃さんの乳を通じて、異世界の神──乳神さまと接せつ触しよくしてしまった（正確には、そのときに接触したのは乳神さまに仕える妖よう精せいだ）。

　実はこの間も、乳海で霊薬アムリタ（簡易版）を飲んだときに声が聞こえてきたんだよな。このときに正式に乳神さま自体から声が届き、言葉を交かわした。

　周囲を見み渡わたすと、いつの間にか教会と結けつ婚こん式は影かげも形もなくなっていた。

　隣にいた女性陣もいない。両親も友達も誰も彼もいなくなっていやがる！

　ああ、そうか。これは夢だ。しかも、以前に似たようなのを見たことがある！

　あれは、悪あく魔まになりたての頃ころで、リアスが自身の婚約を賭かけて、ライザー──フェニックス家とレーティングゲームをした時期に見た夢だ！

　どこか、懐なつかしい気分になったわけだぜ……。

　まあ、なんか、都合が良すぎる展開だと思ったんだよな。いや、いずれ婚約したメンバーと結婚するつもりだが。

　つーか、俺がいるここはどこだ？　感覚がなくなっていて、平へい衡こう感覚も触しよつ覚かくも何もかもがない状態だ。

　目の前が真っ暗──と思ったら、頭上からパァと明るい光が漏もれてきた。

　同時に宙に見覚えのある物体──おっぱいが、次々と浮うかび上がってくる！

　どれもこれも見たことがあるおっぱいだ！　右から、リアスのおっぱい、朱乃さんのおっぱい、アーシアのおっぱい、ゼノヴィアのおっぱい、イリナのおっぱい、小猫ちゃんこと白音ちゃんの小さなおっぱい、黒歌のおっぱい、ロスヴァイセさんのおっぱいだっ！

　こ、これは、俺と婚約したヒトたちのおっぱいだっ！　間ま違ちがいない！　おっぱいを求め続ける俺が間違えるはずがないんだ！

　つーか、この状じよう況きよう、以前にも覚えがある！

　やはり、今回のように異世界の神──乳神さまから声が届いたときだ。あのときも突とつ然ぜん宙に次々とおっぱいが浮かびだしたぞ！

　その乳神さまが言う。

【あなたのいる世界は、かつてない脅きよう威いに晒さらされています。恐おそるべき暗黒の化け身しんは、その世界に最も近い位置にいた邪じや悪あくに邪よこしまな企くわだてを持ちかけました。おっぱいドラゴン、あなたはその迫せまり来る邪悪なる者たちに備えるためにこれらを集めなければなりません】

　選ばれし天てん乳にゆうとかってやつでしょ！　この間、聞かされましたもんね！

　そう、前回乳神さまと接触したときも、十二対の天乳とかいう頭がおかしくなりそうなフレーズのものを集めろって言われたんだ！

　た、多分、俺と婚約したヒトたちのことだと思うんだ。だって、この宙に浮かぶおっぱいの共通点はそれだもの！

【選ばれし十二対の天乳は、希望を作り出す大事な要素フアクター。必ず集めるのです。邪悪は迫っています】

　と、乳神さまは言うけど……。

　じゃ、邪悪って、冥めい府ふの神であるハーデスを筆頭とした地じ獄ごくの盟主たちではないですよね……。

　思い悩なやんでいると──再び宙がパァと明るくなる。

　見上げると──そこには、新たな乳が出現していた！

　あっ！　これも見覚えがある！

　レイヴェルのおっぱいだ！　あっちは確か──。って、見覚えのないおっぱいもいくつかあるぞ。大小様々だっ！

　いや、待て！　さっき浮かんだリアスたちのおっぱいと合わせると十二対を超こえるような気が！

【なかにはまだあなたが体験していないおっぱいもありますが、選ばれし天乳がおよそ十二対並んでいます】

　──と、乳神さまは言った。

　およそって！　『選ばれし』なのに、およそでいいのか……。ど、どういうことなんだ、十二対の天乳って……。

　とりあえず、最低でも十二対集めろということなのか……？　曖あい昧まいすぎるし、抽ちゆう象しよう的すぎるしで意味がわからねぇっ！

　だが、俺が体験していないおっぱい──。

　……いい響ひびきだ。ぜひとも、体験したくなるぜ！

【どうやら、今回はここまでのようです。また、時が来たら、お話ししましょう】

　え!?　ま、また、一方的に交信を切るんですか!?　まだ訊ききたいことがたくさんあるんですけど!?

【天乳を集めるのです。その時が来れば、天乳が十二対必要だという理由がわかるはずです。──そして、乳と共に父になるのです。いいですね？】

　──乳と共に父になる！

　やめてくれ！　なんで乳神さまは頭が変になりそうなことを俺に伝えてくるんだ!?

【さようなら──さようなら──…………さよう──】

　あああああっ！　声が遠くなっていく！　また大したことも訊けずにこの謎なぞの交信が終わってしまうのかぁぁぁぁぁッ！

　宙がいっそうパァァァァと明るくなるなかで、俺の意識は──。







　　　Life.1　新人悪魔イングヴイルドのデビューです！







　目を開けると、見慣れた天てん蓋がい付きベッドの天てん井じようが見えた。

　……夢か。俺は最高に幸せだけど最高にわけのわからない夢を見ていたらしい。女性陣じんの皆みんなとの結婚式。そこまでは良かったんだが、そのあとが、もうなんと言ったらいいか……。

　……選ばれし天乳……十二対とか言ってたけど、明らかにあそこにあったおっぱいの数は十二対を超えていたぞ……。

　しかし、覚えのないおっぱいの持ち主は誰だれのなんだろうか？

　そりゃ、女性は人間と異形まで合わせると星の数ほどいるだろうけど……。

　女性の数だけ乳はある──か。

　いやいや、俺は何を哲てつ学がく的なことを考えているんだ！　あんなおかしな夢を見たせいか、目覚めが最悪だぜっ！

　──と、気づくことがあり、ふいに部屋の壁かべにある掛かけ時計へ視線を送った。

　朝の四時半……。

　もう、こんな時間か。

「あー、時間だ。下で待ってるだろうな」

　俺はあくびをひとつしてそうつぶやいた。

「朝練？」

　すると、隣となりから声がかかる。そちらに顔を向けると、上半身だけ起こした紅べに髪がみの美少女──リアスだった。

　どうやら、彼女も起きてしまったらしい。

　去年の夏休みに大おお幅はばにリフォーム（地上六階、地下三階）された兵ひよう藤どう家は、俺の自室もめっちゃ広々としており、ベッドすらも天蓋付きで巨きよ大だいだ。

　そのベッドでは、毎夜、リアスとアーシアと共に三人で眠ねむりについている（というより、ホームステイしている女性陣もローテーションで一いつ緒しよに寝ねに来る）。

　アーシアのほうは──。

「…………すー……すー……」

　いまだ夢のなかのようだ。

　俺はリアスに「うん」とうなずいた。

　そう、レーティングゲーム国際大会「アザゼル杯カツプ」で、本戦トーナメント行きを決めている俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームは、時間に余よ裕ゆうのある日は朝練を行うようにしていた。今朝がちょうど朝練をする日なのだった。

　アーシアを起こさないようにベッドを抜ぬけて、パパッと練習着──ジャージに着き替がえる。

　リアスがベッドの上から言う。

「ふふふ、朝練をしに行くあなたを見ていると、一年以上前のことを毎回思いだすわ」

「実は俺も。あの頃のリアスは厳しかったなぁ」

「けど、身になったでしょう？」

「それはもちろん」

　彼女が言うように俺が悪魔に成り立ての頃は、こんなふうに朝早く起きて、朝練の準備をしていたものだ。

　リアスが付き添そってくれた朝練は、キツかったなぁ……。まあ、それ以上にキツい特訓をアザゼル先生やタンニーンのおっさんにされたけどさ。

　俺がリアスに問う。

「そっちは基本的にメンバーと朝練しないんだっけ？」

　そっちとは「リアス・グレモリー」チームのことだ。俺は上級悪あく魔まになり、リアスから独立しているとはいえ、繫つながりの上ではグレモリー眷けん属ぞくだ。だが、大会にはリアスとは互たがいに『王キング』として分かれて参加している。

　身内で恋こい人びと同士だけど、大会ではライバル同士。練習も分かれてすることが多い。

　特に本戦行きを決めてから、大会に関連すること（作戦会議、特訓）では共に行動しないようにしていた。

　何より、本戦トーナメント初戦の相手は──リアスをはじめとしたグレモリー眷属の仲間たちなのだから。

　ま、普ふ段だんはこうして一緒のベッドで寝て起きるって仲なんだけどね。

　リアスが言う。

「ええ、最後の合宿まではそれぞれの自主練に任せているわ」

　それを聞き俺が言う。

「うちも試合前に合宿することにしたよ」

「レイヴェルから、聞いているわ。ふふふ、やっぱり思いだすわね」

「「フェニックス戦」」

　同じことを同時に口にする俺とリアス。

　思っていたことは同じだったみたいだ。二人しておかしくなって笑ってしまった。

　そう、流れ的に（リアスの婚こん約やくを賭かけて争った）ライザー・フェニックスと戦う前後の出来事を思いだしてしまう。

　ちょうど、今朝の夢もその頃ころに見たものとそっくりだったしな。

　──と、朝練に向かう準備を終えた俺。

「じゃあ、行ってくるよ」

「ええ、朝食で会いましょう」

　朝のキスをリアスと交かわしてから、俺は自室をあとにした──。

　そう、俺たち「[image: ]誠の赤龍帝」チームとリアス率いる「リアス・グレモリー」チームによるレーティングゲーム国際大会の試合は、もう間もなくなのだった。




　　　　─○●○─




　早朝の住宅街を「[image: ]誠の赤龍帝」チームのメンバーで走って行く。

　と言っても全員参加というわけでもない。

　俺、レイヴェルを中心にエルメンヒルデ、百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう、イングヴィルド、ボーヴァといった新人＋体力に自信のないメンバーでの早朝マラソンだった。

　他ほかのメンバーは自主的にやっている者が多く、トレーニング専用のだだっ広い空間で修行する傾けい向こうが強い。アーシア、イリナ、ゼノヴィア、ロスヴァイセさん、ロイガンさんはそこで特訓することが多い。

　ビナー・レスザン氏は……あのヒトは事情が事情なだけにおいそれと俺たちと気軽にマラソンなんてできないんだよな。

　一応、重要な作戦会議や特訓のときは来てもらっている。今度行う予定の最終調整用の合宿にも参加してもらうことになっていた。

　というなかで、マラソンをする俺たち。

　約一年半前は、走る俺に自転車に乗ったリアスが付き添ってくれながら、共に住宅街を駆かけてたな。

　あの頃は体力がてんで無くて、ぜーはーぜーはーと息を切らして必死こいて走っていた。

　いまは──数十キロくらい、割と平気で走ることができるようになっていた。

　ま、去年の夏休み、元龍りゆう王おうでボーヴァの父親であるタンニーンのおっさんに山のなかを追いかけ回されたからさ。基き礎そ体力はバッチリついたよ。

　その後も木き場ばや仲間たちとずーっと鍛たん錬れんに鍛錬を重ねて──。

　……そういや、最近木場と練習してないな。チームが分かれているから、当然だけど、テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の合同特訓という名目で、また模も擬ぎ戦をしたいもんだ。

　あいつとの数え切れないほどの模擬戦のなかで、俺は戦っている間のスタミナ向上と、得え物ものを持つ相手との戦せん闘とう経験を重ねた。

　本戦初戦の相手がリアスたちである以上、木場との戦いは避さけられない。

　リアスのチームには、『王キング』であるリアスと共にグレモリー眷属の初期メンバー、朱あけ乃のさん、小こ猫ねこちゃん、木場、ギャスパーが在ざい籍せきしている。

　これは、大会へのリアスのこだわりでもあり、俺が彼女のもとから独立したのをターニングポイントとして、俺やアーシアたちと出会う前のメンバーで臨のぞむことを決意したのである。いわゆるオカルト研究部初期メンバー構成だ。

　──と、同時に俺、アーシア、ゼノヴィア、ロスヴァイセさんという眷属のオフェンスと回復要員が抜けた状態で、どう戦力を向上させ、再構築するのかというリアス自身の挑ちよう戦せんでもある。初期メンバーが能力を見つめ直す切っ掛けにもしたいと口にしていた。

　見つめ直すってのは、当然、木場も行っていることだろう。

　……あいつは、チームでも、いや、テロ対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』のなかでもテクニックが抜きん出ていた。俺が最も苦手とする相手だ。素す早ばやく、相手の隙すきと弱点を衝ついて、的確に攻こう撃げきをしてくるタイプ……。

　でも、いままでの実戦及および試合で、結構手合わせしてきたタイプでもある。こっちだって、その手合いを攻せめる方法は心得ているさ。

　──というこちらの心情は、木場もわかっているだろうから、その上で一歩、さらにもう一歩、あいつを倒たおす方法を思し慮りよしておかないとな。

　それにリアスのチームは、グレモリー眷属初期メンバーだけじゃない。神滅具ロンギヌスを持ち、ギャスパーの幼なじみであるヴァレリーや、リントさんもいる。

　何より、純じゆん粋すいな人間のなかでも最強の一角とされるヴァスコ・ストラーダ猊げい下かと、邪じや龍りゆう最強であるクロウ・クルワッハは脅きよう威いなんてものじゃない。

　大会に参加した神々ですら恐おそれたストラーダ猊下とクロウ・クルワッハをどうするのか、これが何よりも悩なやみで──。

　マラソンしながら、そう思いを巡めぐらせているなかで、レイヴェルが声をかけてくる。

「イッセーさま」

　俺を呼び止めるレイヴェル。

　振ふり返ると、レイヴェルはさらに後方に顔を向けていた。

　そこには、かなり離はなれたところを走る人ひと影かげがあった。フードを深く被かぶった美少女──エルメンヒルデだった。

　純血の吸きゆう血けつ鬼きである彼女にとって、早朝のマラソンは苦手どころじゃないだろう。

　しばらく待っていると、エルメンヒルデが追いついてくるが……その表情は苦しそうで、息も絶え絶えだった。

「……はー……はー……」

　この歳としまでろくに走り込みをしてこなかった彼女は、俺のチームに属するようになってから、試合のため、スタミナ作りに邁まい進しんしていた。

　とはいえ、やはり、生きつ粋すいのお嬢じようさまでもあるため、トレーニングは非常に辛つらいようだ。

　筋トレはまあまあこなせるのだが、とにかく走り込みが大の苦手のようで、毎度参加しては辛そうにしている。

「エルメンヒルデ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺がそう声をかけるが、彼女は気丈にも走ることを止やめずに足を動かすのだった。

「……こ、これぐらい……なれて……みせます……っ！」

　生来の気の強さは健在で、とにかく負けず嫌ぎらい。苦手なマラソンでも、エルメンヒルデは食らいついてきていた。

　これでも、練習を開始した頃に比べたら、大分マシだ。スタートした頃は、予定の距きよ離りを走ることができず、途と中ちゆうで足を止めて俺たちがフォローに入ってたからね。

　いまは予定の距離を辛そうにしながら、ゆっくりとだが走り抜くことができる。

　確実に体力は向上していた。

　ま、レーティングゲームは長期戦になることもあるし、体力作りは必ひつ須すだ。俺もまず最初に徹てつ底てい的にスタミナ作りをさせられたもんな。

　タイマンで戦うにしても、絶大な攻撃力を持っていても、スタミナがなければ意味がない。体力を維い持じしながら戦い抜くことができなきゃ、強者相手に生き残れないってね。

　いざとなったとき、相手から逃にげるにしても、体力がなければどうしようもなくなるからな。

　息をあげながら、足を進めるエルメンヒルデがいる一方で、マラソンに参加している紫むらさきの髪かみの女の子──イングヴィルドは、案外平気そうに走っていた。

「イングヴィルドはどうだ？」

　俺は併へい走そうしながら、兵藤一いつ誠せい眷属の新たな仲間──『女王クイーン』のイングヴィルドに問う。

　彼女は、オレンジ色の瞳ひとみをこちらに向けて言う。

「……故郷にいた頃は、浜はま辺べを走り回っていたから……。でも、久しぶりだから、ちょっと辛いかも」

　そっか、故郷では走り回っていたのか。ちょっと想像できないけど、案外、その頃はやんちゃだったのかも。

　悪あく魔ま特有の「眠ねむりの病」から目覚めて、ろくに体を動かしていないだろうから、無茶せず自分のペースで付き合ってくれるように言ってあるんだが、意外に体力は一定基準ありそうだった。

　イングヴィルドが訊きいてくる。

「こういうのも悪魔には必要なの？」

「まあな。異形の世界ってーのはいろいろなことが起きるからさ。しかも、俺の眷けん属ぞくになってくれたのなら、日々の基礎訓練は必要になる。俺も一年半前、悪魔に成り立ての頃はリアスに付きっきりで特訓してもらったんだよ」

　ハーレム王に俺はなる──って、言いながら長距離走ってたのが記き憶おくに新しい。

「私の下僕が弱いなんてことは許されないわ、ってね」

　俺がそう口にすると、横にレイヴェルが並び、走りながら訊いてくる。

「それ、リアスさまのお言葉ですか？」

「ああ、俺をしごいてくれてたときによく口にしてた。って、いまでも口にしてるよな」

　俺がそう言うと、レイヴェルが小さく笑った。

「リアスさまらしいですわ」

　あの頃からリアスは、上級悪魔では珍めずらしい「特訓する」ってことを取り入れて眷属を鍛きたえてたな。自分自身も鍛えてたし。それらのことが確実に成果となって、いまの俺たちに繫つながっているわけだから、柔じゆう軟なんな思考の主あるじさまで良かったって思う。

　ていうか、リアスの幼なじみであるソーナ・シトリー先せん輩ぱいや、従兄弟いとこのサイラオーグさんも己おのれと眷属を鍛えていたわけだから、リアス世代は特訓しない上級悪魔の習わしを覆くつがえした世代なのだと感じる。

　そう思慮しているときに俺のちょい前を走っていた後こう輩はい男子（駒く王おう学がく園えんの二年生で、しかも現生徒会のメンバー）でチームメンバーの──百鬼勾陳黄龍が、話しかけてくる。

「兵藤先輩はどうなんですか？　眷属やチームメンバーが弱いってのは」

「そりゃ、強くなってもらわなきゃな！」

　俺がそう答えると、百鬼は「プレッシャーっスね」と口にして、ペースをあげて走って行く。

　あいつ、うちのチームでもダントツの体力を持っているせいか、このぐらいのマラソンじゃ息も乱れない。

　古くから日本を裏で守護してきた異能者集団筆頭の百鬼家出身なものだから、物心ついたときから、鍛えまくってやがるんだよな。

　──と、俺たちの頭上を飛んでいた小型のドラゴン──ボーヴァが、百鬼の走りを見て対たい抗こう心を燃やしていた。

「むぅ、あいつめ。自分だけペースをあげるなどと……！」

　ボーヴァは、同時期に俺のチームメンバーとなった百鬼に何かと対抗意識を向ける。

　百鬼は俺のもとで「赤龍帝の拳こぶし」になると口にして、ボーヴァは「赤龍帝の牙きば」になると公言していた。

　ボーヴァは非常に重量のある重りを体中につけて宙を飛んでおり、人間界ではそうやって鍛えていた。本来のボーヴァのサイズはもっと大きいけど、人間界だと目立つため、然そう然そうその格好はできない。

　だから、この小型なサイズでも鍛えられるようにしたのが、現在のスタイルだ。

「負けられん！」

　そう言うなり、ボーヴァもペースをあげて百鬼のほうに飛んでいった。

「他ほかのヒトに見つからないようにしてくれよ」

　俺がそうボーヴァに言うと、「わかっております！」と返ってくる。

　小型とはいえ、ドラゴンが重りをつけて宙を飛んでちゃ、一いつ般ぱん人が見たら仰ぎよう天てんするってね。早朝なことと、人ひと気けのないコースを選んでいるから、今のところ見つかってはいないけどさ。

　レイヴェルが言う。

「早朝に悪魔と吸血鬼とドラゴンがマラソンをしている……。あらためて駒く王おう町って、不思議なところですわね」

「確かにな」

　レイヴェルの意見に俺も苦く笑しようした。







　マラソンを終えたあとは、公園の広場でダッシュを各自でこなしていく。

　それも終わると、筋トレだ。

　俺は腕うで立たてをする百鬼の背中に座っていた。

「……五百十五……五百十六……」

　ゆっくり確実に腕立て伏ふせ（というか、指立て伏せ）をしていく百鬼。

　一年半前この公園で、俺はリアスに背中に座ってもらって、腕立て伏せをしていた。

　百回こなすのも苦労していたのが懐なつかしい。

　その頃ころの俺に比べると、こちらを乗せたまま悠ゆう々ゆうと五百回以上腕立て伏せをする後輩男子の体力に感心するばかり。

　ちなみに俺に乗ってくれと言ってきたのは百鬼だ。リアスを背中に乗せたまま腕立て伏せをしていた頃が懐かしかったので、奴やつの意見に快く応じた。

「百鬼はこういうの小さいときからやってんだろ？」

　俺がそう訊く。

「……ええ、家のしきたりで山にこもって修しゆ験げん道どうの修行とかやりましたよ。おかげで、持久力は相当つきました……五百十七……」

　腕立て伏せを続けながら、百鬼はそう答えた。

　小さい頃から修験道って……険しい山を駆かけ回っていたんだろうな。そりゃ、体が鍛えられて当然だわ。

　百鬼が続ける。

「……けど、俺は元々百鬼家次期当主を念頭に置いて修行していたわけじゃないですからね……五百十八……」

「……百鬼は、先代の方から継ついだんだよな」

　近年になって後輩である百鬼が、『黄おう龍りゆう』の名を継いだのは知っていた。

　百鬼家は、五大宗家っていう日本の異能者集団のトップに君臨する五つの家のひとつだ。百鬼、姫ひめ島じま、櫛くし橋はし、真しん羅ら、童どう門もん。そのなかでも筆頭とされていた。

　俺の仲間にもそこの出身者は在ざい籍せきしている。

　朱乃さんも姫島の出で、『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの幾いく瀬せ鳶とび雄おさんも姫島にルーツを持つ（朱乃さんとははとこの関係）。

　シトリー眷属の真羅椿つば姫き先輩も真羅家の出身と、案外俺たちと縁えんがあったりする。

　五大宗家は、それぞれ霊れい獣じゆう──『四し神しんと黄龍』と呼ばれる超ちよう常じようの存在を司つかさどっていて、百鬼が『黄龍』、姫島が『朱雀すざく』、櫛橋が『青せい龍りゆう』、真羅が『白びやつ虎こ』、童門が『玄げん武ぶ』──と、一族で最も秀ひいでた者にその霊獣を使し役えきする契けい約やくと（次期）当主の座を継けい承しようさせる。

　先代からの引き継ぎで霊獣を継承させる者、あるいは生まれながらに継承することが決まっている者に霊獣の名をつける習わしがあって、俺の後輩男子である百鬼も前者の例で黄龍の名と霊獣を継いだのだ。

　その百鬼勾陳黄龍が、複雑そうな声こわ音ねで答える。

「…………五百十九……百鬼中なか神がみの黄龍……優ゆう秀しゆうな方でした……才能なら、俺よりずっと上でしたよ……五百二十……」

　先代の百鬼黄龍は、とても才能に恵めぐまれ、歴代の中でも最強クラスと謳うたわれたが……過去に起きた事件で──。

　百鬼が話題を一転させて、俺に問う。

「……ところで、俺……兵藤先輩に近づけますかね？　……先輩みたいにどんな苦境や強敵からも……女の子一人ぐらいは守り抜ぬく力がほしいんです……五百二十一……」

「それは保証するよ。俺の駆けだしの頃に比べたら、相当優秀さ。俺なんて、こういう腕立て百回するのも苦労してたんだしさ」

　正直な感想だ。

　現時点での百鬼でも相当に強いと思う。この歳としの人間のなかでは、かなり上の部類なのではないかと思うが……。

「……それでも、俺、まだ全然足りないと思うんです。……兵藤先輩みたいに魔王の息子がこようと、悪い神がこようと、伝説の邪じや龍りゆうがこようと、そいつらと戦い抜ける力がほしいなって……五百二十二……」

　控ひかえめかつ、健けな気げにそう口にする百鬼。

　俺の周囲が魔王や神にも手が届く強者ばかりなので、これでも力が足りないと百鬼は思っているようで……。

　文句ひとつ言わずにただただ真っ直すぐに鍛え続けていた。

　女の子一人ぐらい守り抜く力……そこに百鬼の本音が見えて、俺も感じ入る。

　せっかく、ギャスパー以外の後輩男子が俺を頼たよってくれているんだ、存分に応こたえようと思うぞ！

　などと、思っている横ではレイヴェル＋エルメンヒルデ組が筋トレ中にへばっていた。って、主にへばっているのはエルメンヒルデだけど……。

「……はー……はー……」

　息をあげて苦しそうなエルメンヒルデにレイヴェルが心配そうに訊く。

「一いつ旦たん、休みましょうか」

「……あ、あと、五回ぐらいは……」

　本当、エルメンヒルデは負けず嫌ぎらいだな。

　そんなときだった。公園の入り口のほうから、声が届く。

「イッセーさーん、皆みなさーん！　遅おくれてすみませーん！　はぅっ！」

　振ふり返ると──アーシアが転んでいた。

　これまた一年半前を思いだす光景だった。







　水すい筒とうを持ってアーシアちゃんが駆けつけてくれたため、今日の朝練を終えることにして、休きゆう憩けいとなっていた。

　アーシアが持ってきてくれた水筒（三本）から、温かいお茶を入れてもらう。

　それを飲みながら、俺はレイヴェルから報告を受ける。

「そういえば、合宿の件ですけれど」

「おっ、そうだそうだ。どうなった？」

　レイヴェルはジャージのポケットから折りたたまれたコピー用紙を渡わたしてくる。

　開くと、印刷された資料の画像や地図が目に飛び込んでくる。

　それは、試合前に行う予定の合宿についての情報だった。合宿地となる山と、その周囲の風景の様子、そして地図。

　もう一枚の用紙は、合宿で使うペンションの完成予想図だ。

　レイヴェルが共に書類を見ながら言う。

「はい、兵藤一誠……というよりは、グレモリー名義で、人気のない山林を購こう入にゆうしましたわ。いま、急ピッチでペンションを建てて頂いているところです」

　アーシアも書類を覗のぞき込んでくるが、レイヴェルの発言を聞いて驚おどろいていた。

「例の山での修行合宿ですよね？　え、山ごと買ったんですか!?」

　そう、俺はレイヴェルと──リアスとも相談して、合宿で使うペンションを建てるため、周囲の山ごと購入したのだった。

　資金は、「おっぱいドラゴン」関連で頂いていた著作権料などから捻ねん出しゆつした。

　山を買ったほうがいいとリアスとレイヴェルの意見が一いつ致ちしたときは、さすがの俺も仰天したけど……貴族のお姫ひめさまたちにとっちゃ、大切な合宿を行うために山ひとつ買うなんて大したことでもないのだろう。

　一般市民の出である俺とは違ちがう価値観を大金を使うときに感じてしまう。

「グレモリー眷けん属ぞくでやったときみたいに山で合宿できたらなーって思っていたら、こういうことになっちゃってさ」

　俺がアーシアにそう言う。

　そう、何気なくレイヴェルと合宿について話し合っているときに、ライザー・フェニックスとのレーティングゲーム前に行ったグレモリー家の別べつ荘そうでの合宿を思い返してしまってさ。

　大自然のなかで修行したほうがいいのかなって意見を口にしたところ、瞬またたく間にそういうことになったのである。

　レイヴェルがえへんと胸を張って言う。

「山をひとつ、奮発して購入致いたしました。兵藤一誠眷属として、今後も使うことが増えるでしょうから、未来への投資ですわね」

　これに百鬼とボーヴァも「山かぁ。いいなぁ」「うむ。山はいいぞ」と山へ想おもいを馳はせていた。

　……そんなことを言うボーヴァを見ていると、ボーヴァの親父さんであるタンニーンのおっさんに山で追いかけられたことを思いだすよ。

　あれほど、辛つらく苦しい思いをしたのにもかかわらず、合宿地に山を選せん択たくするあたり、俺は感覚がおかしくなっているのかもしれない。

　でも、やっぱり山での合宿って、修行って感じするんだよね。単に俺が少年漫まん画がを読みすぎているせいもあるのかな？

　ということで、俺はとある県の山林の一角を購入したのでした。現在、合宿地となるペンションを人間界のグレモリー関係者経由で建ててもらっている最中なり。

　合宿地の説明が終わったところで、レイヴェルが何かを思いだして、手をポンと叩たたく。

「──と、もうひとつ、合宿前に重要なことがありましたわ」

　俺も気づき、うなずいた。

「そうだったな。イングヴィルド」

　お茶を飲む紫むらさき色いろの髪かみの少女に声をかける。

「？　なに、イッセー？」

　かわいく首をかしげる彼女に俺は告げた。

「キミの仕事デビューの日も決まった」

　そう、イングヴィルドが「悪あく魔まの仕事」にデビューするのだった──。




　　　　─○●○─




　その日の夜──。

　俺たち兵藤一誠眷属の面々は、本ほん拠きよ地ちである事務所にいつものように集つどっていた。

　事務所の床ゆかに描えがかれた召しよう喚かん転移用の魔ま方ほう陣じん。その周囲に俺と眷属の女の子たちが集う。

　今日は新人であるイングヴィルドのデビュー日！　俺の眷属として転生して間もないのだが、本格的な悪魔となった以上は、悪魔の仕事デビューは避さけられない。俺も悪魔になって早々に仕事したからな……。

　ま、俺の場合はほら、ハーレム王になりたいって野望を早々に掲かかげていたから、とにもかくにも仕事をこなしていけって、毎夜チャリを漕こいだってね。

　というわけで、我が『女王クイーン』のデビューを飾かざるため、レイヴェルがフォローとして召喚用の魔方陣の前に身を屈かがめて、準備を進めていた。

　ゼノヴィアがそれを見ながら懐なつかしがっていた。

「私のデビューを思いだすな。教会の戦士が悪魔の仕事をするなんて、人生わからないものだと天に懺ざん悔げしつつも、依い頼らいをこなしたぞ」

　アーシアも言う。

「私もデビューのときは緊きん張ちようしました」

　ロスヴァイセさんも続く。

「私は最初から意外と要領よくできた記き憶おくがあります。リアスさんの説明が上手だったからでしょうね」

　──と、面々はデビューの思い出を語っていた。

　悪魔として仕事をするとき、依頼者に願われると、配布していた（魔方陣付きの）チラシから俺たち悪魔は魔方陣を通して、その者の目の前に転移する。

　このとき、俺たちは本拠地で依頼者からのコールを把は握あくしてから、備え付けの魔方陣よりジャンプするわけだが……。

　俺のときは魔力がてんで足りず、前代未み聞もんの魔方陣ジャンプ不可ってやつですよ！　いまでこそ、転移できるようになったけど、あの頃ころの俺は本当にダメダメで……。

　仕方なく、チャリを漕いで仕事先に出向いたってね。……いまでもチャリを漕いでるけど、まあ、俺らしくていいと思う。常客の森もり沢さわさんやミルたんも喜んでくれてるし。

　さて、真の魔王レヴィアタンの血を引くというイングヴィルドだから、魔方陣転移が不可能ってことはないと思うんだけど……。

「……これは困りましたわね」

　レイヴェルが困り顔でそう言う。

　俺が不安になって問う。

「ど、どういう塩あん梅ばいなんだ？　イングヴィルド、魔力が足りないのか？」

　せっかく眷属になってくれた子のデビューが、不安で不安でたまらない俺。過保護かもしれないが、ヒト一人の人生を背負った以上は最後まで背負いきるって覚かく悟ごができているからさ。その分、必要以上に心配になっちゃうんだよね。

　レイヴェルが首を横に振りながら言う。

「その逆ですわ。内に宿る魔力が……膨ぼう大だいすぎる上にまだ制せい御ぎよしきれていませんので、魔方陣で転移したとき、相手先でオーラが暴発する恐おそれが高いかと」

　──っ。

　……そうきたか。俺のときの逆！　魔力が膨大すぎるから、転移ができないとな。

　……真の魔王の子孫、恐るべしとでも言うべきか。同じ真の魔王ルシファーの血を引くヴァーリも生まれながらにして、すんげえ才能を持ってたっていうからな。

　実は、イングヴィルドは悪魔として本格的に活動しはじめたのはいいが、魔力操作の訓練についてはまだこれからというところだった。

　……仕方ない。まず大事なことは、相手先に確実に赴おもむいて仕事をするということだ。

　俺はひとつうなずいて、レイヴェルに言う。

「わかった。じゃあ、今回は俺がイングヴィルドに付くよ。ジャンプの魔力も俺が代わりに受け持つからさ」

　俺の意見にレイヴェルも「わかりましたわ」と応じた。

　イングヴィルドが済まなそうにしていた。

「……なんだか、よくわからないけれど、ごめんね、イッセー」

　俺は笑え顔がおでサムズアップしてみせた。

「気にすんな。俺のデビューに比べたら、全然いいほうさ。いきなり、チャリで行ってこいだったからな」

　そんなわけで俺はイングヴィルドを連れて、俺由来の魔力にて魔方陣転移することになった。

　俺とイングヴィルドは転移の光に包まれて、召喚先にジャンプしていく。

　まばゆい光が止やむと──そこはどこかの室内だった。

　フローリングの床。段ボール箱が数個のみ置かれた殺風景な一室だ。

　開かれた段ボール箱から小物や生活用品が出された状態で、いかにも引っ越こしの荷ほどき中って具合だ。

　──と、俺たちの眼前に現れる者がいた。

　魔法使いのような白いローブを着た、とてつもない超ちよう絶ぜつ美女！　長い金きん髪ぱつに碧へき眼がん！　おっぱいも大きい！

　二十代前半ほどのイタリア系金髪美女さまが、俺を見るなり、にっこりと微笑ほほえんでくれる。

「ごきげんようなのです、おっぱいドラゴンくん」

　あいさつをくれたこの美女は、ラヴィニア・レーニさん！　幾瀬鳶雄さんが率いる『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの一員にして、魔法の使い手──正真正しよう銘めいの魔ま女じよだ！

　しかも、神滅具ロンギヌスのひとつ『永遠のアブソリユート・氷姫デイマイズ』の所有者でもある。

　俺のクラスメイト──メガネ女子の桐生きりゆう藍あい華かと、常客であるミルたんが魔法使いを目指すなか、そのお師し匠しようさまとなったのが、このヒトなのであった。

　そう、イングヴィルドのデビューとなるお相手は、このラヴィニアさんだった。

「こんばんは。こちらこそ、今日はよろしくお願いします」

　俺もあいさつをする。

　ラヴィニアさんは、俺の隣となりにいるイングヴィルドに視線を移す。

「今日はいろいろと手伝いに来てくれて、ありがとうなのです」

「あ……はい。こちらこそ……」

　控ひかえめにあいさつを返すイングヴィルド。初めて会うヒトだから、緊張するよね。

　俺がイングヴィルドにラヴィニアさんを紹しよう介かいする。

「こちら、ラヴィニア・レーニさん。お世話になっている魔法使いのお姉さんだ。えーと、ラヴィニアさん、俺の新たな眷けん属ぞく、イングヴィルドです」

「はい。お話は伺うかがっているのですよ。召喚した子がかわいい方で良かったのです」

　──と、あちらも快く歓かん迎げいしてくれた。

「あ、そうだ。桐生とミルたんがお世話になってます」

　一応、クラスメイトと常客がお世話になっているので、その辺もあらためて伝えた。

「二人ともとても物覚えが早くて、その上、面おも白しろいのですよ」

「お、面白い？」

　つい、気になって訊きいてしまう。

　すると、ラヴィニアさんは楽しげにこう答える。

「アイカは、恋れん愛あい相談系の占せん星せい術じゆつを覚えたいと勉強中なのです。なんでも、将来絶対に儲もうかるからと言ってたのですよ。ミルたんくんのほうはこの間、丸太を箒ほうきの代わりにして宙に浮ういたのです」

　なんともな情報だった。

　桐生のやつ、恋愛相談に活用できそうな魔法の類たぐいを習ってんのか……。確かに恋愛の占うらないは女性相手に儲かりそうだが……商しよう魂こんたくましい奴やつだ。

　ミルたんのほうは……。

『空を飛ぶにょぉぉぉおおおおおおおおおおおおおっ！　おりゃあああああああああああああああっ！』

　──って、豪ごう腕わんで巨きよ木ぼくをなぎ倒たおし、その上に乗って空を豪快に飛ぶビジョンが、容易に想像できたよ！

　ミルたんなら、怪かい力りきと魔法力の両立が出来そうだが、はてさて……。

　しかし、とんでもない二人を弟で子しに迎むかえ入れたな、ラヴィニアさん……。いや、逆にここまでのほほんと温和な女性だからこそ、あの二人を弟子に出来たのかも……。

　なんてことを思し慮りよしているうちに、イングヴィルドがラヴィニアさんに訊く。

「あの、それで私、何をすればいいの……でしょうか？」

　首をかしげるイングヴィルドにラヴィニアさんが言う。

「実は、引っ越しの荷ほどき中なのです。なので、それを手伝ってほしいのですよ」

　うん、まさにそれが依頼内容だった。

　さっそくイングヴィルドがラヴィニアさんと共に段ボール箱の中身を取り出しにかかりながら、訊く。

「引っ越し……あなたの？」

　イングヴィルドが、ラヴィニアさんに問う。

　ラヴィニアさんは首を横に振ふった。

「私ではないのです。ここに住むのは──」

　ラヴィニアさんの声を遮さえぎって、そいつは現れた。

「兵藤一誠か？」

　リビングの扉とびらを開けて入ってきた銀ぎん髪ぱつの美少年──ヴァーリ・ルシファーだった。

　俺の二に天てん龍りゆうとしての宿命のライバルにして、『ヴァーリチーム』という猛も者さ揃ぞろいの集団を率いるリーダーだ。

　真の魔ま王おうルシファーの血を引いており、その身には神滅具ロンギヌス『白龍デイバイン皇の・デイバイ光翼デイング』も宿すという規格外の天才。

　いっつもこちらの一歩前を行く、俺が最も越えたい男さ。

　いつもならニヒルに格好付けながら登場するヴァーリも、今回ばかりは、俺がここにいることは予想外だったようだ。

　ラヴィニアさんはヴァーリが登場したところで、言う。

「そうなのです。今日、おっぱいドラゴンくんの眷属さんにお願いしたいことは、ヴァーくんの引っ越しの手伝いなのです」

　俺が伺っていた依い頼らい内容はまさにそれ。

　ラヴィニア・レーニさんから、「ヴァーくんが駒王町のとあるマンションに引っ越すので手伝ってほしいのです」というお願いを受けたのだ。

　ヴァーリにとって、ラヴィニアさんは旧知の仲。ってか、ヴァーリのお姉さん役で、こいつが頭の上がらない人物の一人だったりする。

「よっ、ヴァーリ。おまえもこの町に本格的に住むなんてな」

　俺がそう言うと、ヴァーリは腕うでを組んで言う。

「最近、この町が物ぶつ騒そうだからと、義ぎ兄けいやチームのメンバーたちから薦すすめられただけのことだ」

　あ、そういうことなのか。

　確かに正体不明の悪魔が襲しゆう来らいしてきたり、この町は物騒だ。そういう意味では、ヴァーリがこの町に住むってのは大きいな。

　こいつ、普ふ段だんはどこに住んでいるかよくわからなかったし。住所がわかるのは、こちらとしてもありがたい。

　一応、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』の同志なんだから。

　ちなみに「義兄」とは、北ほく欧おう神話の現主神ヴィーザルさんのことだ。いろいろあって、ヴァーリは北欧の前主神であるオーディンのじいさんの養子になっていた。

　この部屋に住むヴァーリも来たことで、俺たちは荷ほどきを本格的に進める。

　すでに設置してある食器棚だなにラヴィニアさんとイングヴィルドが食器を入れていく。

　……しかし、宿命のライバルの引っ越しを手伝うってのもなんだか、妙みような気分だな。

　なんてふうに思っていたら、部屋にまた一人、上がってくる者がいた。

「ヴァーリ、お店で必要そうなものを買ってきたわよ」

　そう言いながら入ってきたのは、髪かみをアップにした女性──皆みな川がわ夏なつ梅めさんだった。

　このヒトも『刃狗スラツシユ・ドツグ』チームの一員だ。やっぱり、美女でおっぱいも大きい！

　皆川さんは俺とイングヴィルドを見かけるとあいさつをくれた。

「あら、おっぱいドラゴンくん！　おひさ。あ、えーと、そっちは新人さん？　私、皆川夏梅。『刃狗スラツシユ・ドツグ』チーム所属の女子大生よ！　よろしくね、かわいい新人さん」

「あ、はい」

　イングヴィルドと握あく手しゆを交かわす皆川さん。

　このヒト、めっちゃ明るいんだよね。あと、特とく撮さつ番組『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』のファンでもある。

　皆川さんの登場にヴァーリは片かた眉まゆをあげていた。

「……まったく、俺の引っ越し作業ぐらい、俺一人で出来ると何度も言ったのだが……。まさか、兵藤一誠のところにまで依頼を出しているとは……」

　皆川さんがヴァーリの頭をポンポンと叩たたく。

「ま、ほら、宿命のライバルなんだし、これぐらいの交流はしておかないと。それと、あとで鳶雄たちも来るって」

　皆川さんの手を払はらいながら、ヴァーリが訊く。

「幾瀬鳶雄が？　なぜだ？」

「引っ越しそばを作るって言ってたけど」

　皆川さんがそう答えると──ヴァーリがちょっとだけ顔を綻ほころばせたように見えた。

「……そば、か。うむ」

　それを見て皆川さんが苦く笑しようする。

「相変わらず麵めん類るいは好きなのよね」

「むかしからですか？」

　俺が訊く。つい気になってしまった。

　皆川さんはうなずく。

「そうよ。目を離はなすとすぐにカップラーメンすすってたわね。っていうか、鳶雄の作ったものなら、なんでもおいしそうに食べてたわ。意外に食い意地張ってるのよね」

「ぶふっ」

　俺はついつい噴ふきだしてしまった！

　だって、なんとなくその頃ころのヴァーリを想像したら、面白かったんだもん！

　これにヴァーリは──かぁと顔を赤くして、皆川さんに文句を言う。

「皆川夏梅！　余計なことを言うな！」

「はいはい」

　小さく笑う皆川さんも手慣れたものだった。

　ヴァーリって、むかし馴な染じみがいるとかわいい弟キャラになってしまうから、ギャップが激しいというか。

　まあ、出会った頃に比べたら、大分、角が取れて丸くなったように感じるよ。

　こいつにとって憎にくむべき相手であったリゼヴィム（ヴァーリの祖父じいさん）が死んだことも起因しているんだろうけど。

　さらにこの部屋を訪おとずれる者がいた。

「あ、どうも。お手伝いに来ました」

　金きん髪ぱつにとんがり帽ぼう子しという魔女っ子な格好をした美少女──ルフェイ・ペンドラゴンだった。

　ヴァーリチームの一員でもあり、兵藤家にホームステイしている女の子だ。

　俺と「悪魔と魔法使い」の契けい約やくも結んでいて、互たがいに専属の悪魔と魔法使いの関係だったりする。

「ルフェイも来たのか？」

　俺がそう訊くと、ルフェイはにこやかに微笑ほほえむ。

「はい。チームで私だけ用事を抜ぬけられたので」

「黒くろ歌かは来ない？」

　俺の問いにルフェイは苦笑いしていた。

「……黒歌さんは、家で寝ねるそうです」

　実にあいつらしい。まったく、基本はずぼらなんだよな。

　俺にとって将来の嫁よめさんの一人である黒歌もヴァーリチームの一員だったりする。

　ルフェイはラヴィニアさんを見かけるなり、小走りで駆かけ寄り、満面の笑えみでこう言う。

「あ、レーニさん！　この間、お借りした魔導書！　最高でした！」

「それは良かったのです」

「ハインリヒ・コルネリウス・アグリッパさまが書かれた隠いん秘ぴ哲てつ学がくを『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』解かい釈しやくのもと、メフィスト理事の注ちゆう釈しやく付きで読めるなんて……もう感無量といいますか！　ちなみにあれは──」

「それは──」

　なんだか、ルフェイったら、ラヴィニアさんと専門用語トークをし始めてしまったな。

　二人とも魔法使いだけど、所属している組織は違ちがったりする。

　ラヴィニアさんが伝説の悪魔メフィスト・フェレスさんが理事を務める『灰色のグラウ・ツ魔術師アオベラー』所属で、ルフェイは『黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン』に所属していた。

　詳くわしい説明はおいおいしようと思う。

　賑にぎやかになってきたヴァーリの新居だが、とうの本人は気き疲づかれしているようでため息を吐ついていた。

「こういうふうに身近なヒトが集まりやすいから、特定の住居に住みたくなかったってところか？」

　俺はそんなふうに感じて、そのようなことを訊きいた。

　ヴァーリは、人付き合いが得意ってタイプじゃないだろうしな。

　ヴァーリは額に手をやって、眉み間けんを険しくするだけだった。

「……まあ、俺の心配は別にどうでもいい。ところで──」

　ヴァーリの視線が、小物を運ぶイングヴィルドに移る。

「彼女が新規神滅具ロンギヌスを持ち、前魔王レヴィアタンの血を引く者か？」

　前四大魔王の子孫で、神滅具ロンギヌスを所有するという重なる面が多いこともあり、ヴァーリは興味のある表情でイングヴィルドの動きを目で追っていた。

「どう思う？」

　俺が逆にそう訊く。

　ヴァーリは言う。

「……俺を例にするのなら、内に宿る力、才能の類たぐいは普ふ通つうの悪魔とは一線を画す可能性が非常に高いだろう。あとは、それを暴発させずに導くことができるかどうかだろうな」

　……まあ、こいつの言う通り、イングヴィルドの才能は凄すさまじいことになりそうなんだよね。

　眷けん属ぞくにした以上、俺が彼女をうまく導いていかないといけない、か。

　アザゼル先生が、ヴァーリを導いたように──。

　って、ヴァーリは途と中ちゆうで反はん抗こうしていたから、アザゼル先生がすべてにおいて導けたわけでもなくて……。

　イングヴィルドにも反抗期が訪れる？　うーむ……そうならないように努力したい。

　──と、今度はヴァーリが訊いてくる。

「大会で彼女は使えるのか？」

　レーティングゲーム国際大会の本戦の試合で、戦せん闘とう未経験に等しいイングヴィルドを使うのかどうか。

「まだわからないな」

　正直な話だ。この辺は、レイヴェルや仲間たちと要相談となる。大会の試合となると、チームメンバー同士の連れん携けいが重要だからね。

　ヴァーリが不敵に笑う。

「本戦の試合開始も近いからね。──と言っても、俺は右の山で試合も最後だ」

　肩かたをすくめて、ヴァーリが言う。

　ヴァーリのチームはトーナメント表では右の山で、最後の試合であり、相手は──『西さい遊ゆう記き』チーム。初代孫そん悟ご空くうのじいさんをはじめ、初代の猪ちよ八はつ戒かい、沙さ悟ご浄じようもいるし、須弥しゆみ山せんの主戦力とされる神仏──戦闘の雄ゆう、[image: ]な吒た太たい子しも在ざい籍せきしている。優勝候補のひとつとされているヴァーリチームも一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

　って、本戦トーナメントに残ったチームなんて、どこも強きよう豪ごうばかりなんだから、一筋縄ではいかなくて当然だ。

　俺たちの初戦の相手だって──。

　そんなふうに俺が思し慮りよしていると、ヴァーリが言う。

「キミの試合は、第三試合か。相手は……身内だが、手加減するつもりはないんだろう？」

「当然だ。そんなことしたら、俺はリアスや仲間たちに一生恨うらまれる。彼女たちはそういうヒトたちさ」

　俺の相手はリアスたちグレモリー眷属だ。独立している俺も眷属であることは変わりない。大切な仲間だ。

　そして、俺はいつだって……いや、生しよう涯がいにおいても、リアス・グレモリーの「兵士ポーン」なのだから──。

[image: ]

　俺の言葉を聞いて、ヴァーリはうれしそうに笑んだ。

「それでいい。それでこそキミたちだ。──勝てよ、兵藤一誠。あのときの続きをするにはいい頃ころ合あいなのだからな」

　──あのときの続き。

　俺がこいつと初めて戦ったときのことだな。『禍の団カオス・ブリゲード』のテロを初めて受け、三大勢力が同盟を結んだとき──。

　そのときに俺とヴァーリは、初めて戦い、中断したままだ。

　そうさ。第一回レーティングゲーム国際大会──アザゼル先生の名がついた催もよおしの決勝でこいつと戦うのは……最高の舞ぶ台たいだと思える。

「そっちこそ、初代孫悟空のじいさんに負けたら、承知しないからな」

「ふっ。一応、肝きもに銘めいじよう」

　互いに不敵に笑い、不器用に健けん闘とうを祈いのり合った。

　──と、皆川さんが俺たちに言う。

「ほらほら、雑談してないで運ぶ運ぶ」

　俺とヴァーリは段ボール箱を目の前に置かれ、荷ほどきするよう促うながされた。

　俺はヴァーリに訊く。

「なあ、おまえの荷物にしては多くないか？　あまり物を持つタイプじゃないよな？」

　ヴァーリは額に手をやりながら言った。

「……それとなく、ラヴィニアにここに住むと伝えたら、彼女たちがあれやそれやと余計なものを買い込みだしてな……。あと、むかし俺が使っていた物も残していたようで……」

　あ、お姉さんたちが弟分のために世話を焼いてくれたわけだ。

　俺が目の前の段ボール箱を開くと、白いドラゴンのぬいぐるみらしきものが出てきたが……。これがヴァーリのむかしの私物かな？

　こうして、ヴァーリの引っ越こし依い頼らいは当人の気疲れを置き去りにして、滞とどこおりなく進んだのだった──。







「ただいまー」

　引っ越しの手伝いをして数時間後──。

　すべて片付け、最後に幾瀬さんの手作り引っ越しそばまでご馳ち走そうになってから、俺とイングヴィルドは魔ま方ほう陣じんでの転移で事務所に帰き還かんした。

『おかえりなさい』

　眷属の女子たちが、俺とイングヴィルドの帰りを迎むかえ入れてくれた。

「どうだった？」

　ゼノヴィアが俺とイングヴィルドにそう訊いてくるが、デビューを終えたばかりのイングヴィルドは手に抱だいていたぬいぐるみをゼノヴィアや眷属たちに見せる。

「これを貰もらったの」

　白いドラゴンのぬいぐるみを今回の仕事の報ほう酬しゆうとして、ヴァーリから貰った。

　依頼者はラヴィニアさんだったのだが、自分の引っ越しだからとヴァーリ自身が依頼の報酬を渡わたしたのだった。

　ヴァーリがイングヴィルドに「何がほしい？」と訊いたら、このぬいぐるみがいいと言ったんだよね。

　ヴァーリがむかし所持していたものらしいが、案外、すんなりとこちらにプレゼントしてくれたのだ。

　イングヴィルドはデビューの報酬を笑顔で抱いていた。

「ふふふ、かわいい白いドラゴンよね」

「はい、かわいいですね！　白はく龍りゆう皇こうを表しているのでしょうか？」

　アーシアが興味津しん々しんでイングヴィルドが貰ったぬいぐるみを見ていた。

　ロスヴァイセさんは、イングヴィルドが無事依頼を完かん遂すいしたことに笑みを見せていた。

「最初の仕事としては、好こう感かん触しよくのようですし、出だしは申し分なさそうですね」

「ええ。まあ、この国に慣れないといけない面もあるから、イングヴィルドの仕事は当面身内の依頼で回そうかなと思ってます」

　俺の眷属は、この国に来たばかりで悪あく魔まになったヒトが多いし、生きつ粋すいの悪魔であるレイヴェルも駒王学園に転入したばかりの頃ころは日常生活に苦労してたということもあって、皆みんなの経験則からイングヴィルドのフォローは万全だった。

　まずはこの国、この町に慣れることが大事ってね。同時にイングヴィルドは駒王学園にも二年生として通っているんだが、そちらも同学年の小こ猫ねこちゃんとレイヴェルを筆頭にギャスパーと百鬼たちも学校生活をフォローしてくれていた。

　新人悪魔の仕事デビューも無事終わったところで、レイヴェルが俺に言う。

「イングヴィルドさまの仕事も完了ということで、次の休日のことですわ」

「あ、そうか。あれだったか」

　俺がそう言うとレイヴェルがうなずく。

「はい、イッセーさまや皆みなさまが出演する大事な『おっぱいドラゴン』のショーですわ」

　学園生活、悪魔の仕事、『Ｄ×Ｄデイーデイー』としての使命、大会の準備、そして──『おっぱいドラゴン』のイベント！

　……俺が赤龍帝やるのも大変なのである。







　　　Life.2　レーティングゲーム国際大会、本戦開始です！







　屋外大型ステージにて、『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』のヒーローショーが行われていた。

「フハハハハハハッ！　おっぱいドラゴンよ！　そして、裏切り者のダークネスナイト・ファングよ！　今日こそ、観念してもらおうか！」

　今回のショーは、『おっぱいドラゴン』の敵役──魔ま龍りゆう将しようバーヴォ（ボーヴァが扮ふんしている）との戦いのなかで、俺扮するおっぱいドラゴンと、敵から味方になった木き場ば扮するダークネスナイト・ファングが、共に手を取り合い、強敵を倒たおすというのがメインテーマである。

「バーヴォめ！　今日こそ、このスーパーおっぱいドラゴンが倒してやるぜ！」

　真しん紅くの鎧よろいを着た俺がそう叫さけぶ。

「おっぱいドラゴン」も番組内でパワーアップを果たしており、俺の『真紅カーデイナル・の赫クリムゾン・龍帝プロモーシヨン』形態に倣ならって、「スーパーおっぱいドラゴン」状態となった。

　ちなみに『赤龍帝イリーガル・の三叉ムーブ・トリ成駒アイナ』の三形態も商品化などされており、「おっぱいドラゴン」の準強化形態として、子供たちに好評を博している。

「いくぞ、ファング！」

「そちらこそ、こちらの邪じや魔まをしないように！」

　俺と木場ことダークネスナイト・ファングは、共にいいコンビネーションの殺陣たてを見せつつ、魔龍将バーヴォを翻ほん弄ろうしていく。

　演技とはいえ、巨きよ体たいのバーヴォがよろめくと、それだけで子供たちから歓かん声せいが湧わいた。

「わーっ！　おっぱいドラゴン、がんばれー！」

「バーヴォを倒せぇ！」

　ファングこと木場にはお母さんたちや若い女性からの黄色い声せい援えんが届く。

「きゃぁぁああああああああああああああっ！　ファングさまぁぁぁぁぁああああっ！」

「こっちに視線くださぁぁぁぁいっっ！」

　しかし、バーヴォはピンチのなかでも不敵な笑いを見せる。

「ふっふっふっふっ、このまま勝てると思うなよ、おっぱいドラゴン！　ファングよ！　実は、こちらにも強力な助っ人がいるのだ！」

　バーヴォがそう言うと、ステージが一転して暗くなり、子供たちがどよめいた。

　暗がりのなかで、炎ほのおが煌きらめく──。

　ステージの天てん井じようから炎と共に降り立ったのは、炎を思わせるマントと悪の幹部らしい鎧を着たライザー・フェニックスだった！　不死鳥をかたどった兜かぶともつけていた。

　そう！　今回はライザー扮する新たな敵役──フェネクス元げん帥すいのショー初出演の回でもあったのだ！

　ライザーは、悪い顔を作り、俺とファングに告げてくる。

「フハハハハハハハハハハハハハッッ！　おっぱいドラゴン！　裏切り者のファングめっ！　このフェネクス元帥が来た以上は、好き勝手はさせんッ！」

　笑いといい、仕草といい、とてつもなく悪役が板に付いていて、本当の悪の幹部にしか思えない演技だ！

　フェニックス家もグレモリー家や他ほかの家の事業成功を追うようにキャラクタービジネスに本ほん腰ごしを入れたようで、まずはグレモリー家の「おっぱいドラゴン」とのコラボをすることになった。それでライザーが投入されたのだ。

「フェネクス元帥」のフェネクスは悪魔のフェニックスを人間たちがそう呼ぶこともあるから、そこから名を取ったのだろう。

「くっ！　フェネクス元帥だと……っ！　これはまずい。おっぱいドラゴン、油断してはいけない！」

　ファングがそう言うなかで、俺がフェネクス元帥に向かっていく！

「フェネクス元帥！　誰だれであろうと、冥めい界かいの平和を脅おびやかす存在は許さないぜ！」

　パンチをしていくが、フェネクス元帥は軽かろやかに避よけ、俺に向けて手を突つきだす。

　次の瞬しゆん間かん、舞ぶ台たいの演出で火薬が弾はじけ、俺はフェネクス元帥の炎にやられたという格好で吹ふっ飛んでいく！

「ぐわぁぁぁぁっ！」

　ステージに倒れ伏ふす俺ことおっぱいドラゴン。

「フハハハハハハ！　この程度か、おっぱいドラゴンめがっ！」

　倒れる俺を踏ふんづけるフェネクス元帥ことライザー！　……若じやつ干かん、踏むのに力がこもっているような気もするが……いい悪役演技をしていると思う。

　これを見て、子供たちも悲鳴をあげる。

「うわぁぁぁぁんっ！　おっぱいドラゴンやられちゃった！」

「あの鳥、強いよぉぉぉっ！」

　しかし、このピンチに駆かけつける声があった！

「そこまでよっ！　フェネクス元帥っ！」

　そこに現れたのは、作品のヒロイン役──リアス扮するスイッチ姫ひめだ！　ショーに参加した当初は気き恥はずかしそうにしていた彼女も、数をこなすうちにすっかりステージイベントに力が入り出し、いまでは良い演技を見せてくれるようになっていた。

　ドレス姿のスイッチ姫。これに女の子を中心に声がかかる。

「スイッチ姫、がんばって！」

「おっぱいドラゴンを助けてぇ！」

　フェネクス元帥がスイッチ姫に言う。

「これはこれは、スイッチ姫さま。いつも守られているあなたが、私の前に来るなどとは……まさか、このフェネクス元帥と戦うおつもりかな？」

　小こ馬ば鹿かにする演技まで完かん璧ぺきなライザーには舌を巻く。

　スイッチ姫ことリアスは、雄お々おしく叫んだ。

「そうよ！　私も……おっぱいドラゴンと共に戦うわっ！　はぁぁぁぁぁっ！」

　スイッチ姫が気合いを発声すると、リアスの体を光が覆おおい出す。

　光が止やむと──そこには、ドレス姿から、活動しやすそうな格好となったリアスことスイッチ姫の姿があった！

　その格好は、リアスが現在参加中の「アザゼル杯カツプ」で着ている「リアス・グレモリー」チームの制服に似たものである。

　リアス自身がレーティングゲームの国際大会に参加しており、子供たちもそれを知っているためか、「おっぱいドラゴン」でもそれを取り入れて、戦うスイッチ姫として制服を採用したのだ。

　すでにその姿はテレビ番組でも公開されていたせいか、子供たちは大だい歓かん声せいをあげた。

「わぁぁぁぁぁっ！　スイッチ姫、カッコイイ！」

「がんばって、スイッチ姫ぇぇぇっ！」

　男女問わず、子供たちからの応おう援えんは最大にまで高まったのだった。

「覚かく悟ごなさい、ライ……フェネクス元帥！」

　あらら、リアスったら、ついついライザーの名前で呼ぼうとしていたぞ。ライザーと対たい峙じしたことで、何か込み上げてくるものがあったのかな。

　しかし、ライザーが相手で、倒れた俺を助けるためにリアスが駆けつける……。ライザーとのレーティングゲームとその後の婚こん約やくパーティーに乗り込んでいったときとは、逆の展開になっていて、ちょっと面おも白しろいと感じてしまった。

　こうして、「乳龍帝おっぱいドラゴン」のショーイベントは、今回も最高潮に盛り上がっていったのだった──。







　ショーへの出演が一いつ旦たん終わり、楽屋で休きゆう憩けいとなった俺たち。

　男性用の楽屋で、俺と木場はメイクを落とさず、鎧などを外して、楽な格好で寛くつろいでいた。

　木場がお茶を口にしながら言う。

「ふふふ、ライザーさんが登場したあとのリアス姉さん乱入。あの一連のシーンは、とある出来事を思い返させるようだったよ」

「ああ、あれな。俺が婚約パーティーに乱入したときのことだろ？　ショーだと、あのときとは立ち位置が逆だったけどな。ま、俺も思いだしたよ」

　木場もあのことを思いだしてしまったようだ。

　俺は苦く笑しようしながら言う。

「しかし、板についてるよな、ライザーさん。悪役らしいというか、持って生まれた才能というか。ああいうの様になる」

「そうかもね」

　そのライザーは、現在、ショー後のお客さんへのサインに応じていた。さすがに子供たちからの人気はないようだが、悪役幹部が好きな男性客、女性客には受けているようでボーヴァと共にサイン会に出ていた。

　このあと、朱あけ乃のさんがステージ上に立ち、子供たちと「おっぱいドラゴンの歌」を斉せい唱しようするイベントも開かい催さいされる。朱乃さん、こういうショーでは歌のお姉さんを目指したいようで密ひそかに「おっぱいドラゴンの歌」を練習していたりした。

　そして、俺たちメインキャストのサイン会はこの休憩のあととなる。

「…………」

「…………」

　──と、会話がなくなると木場との間に微び妙みような空気が生まれるんだよな。

　なんとも、話しかけづらい雰ふん囲い気きとなるというか……。

　俺のチームと、リアスのチームが大会の一回戦から当たることになってから、木場とはプライベートでも、仕事でも、会話が途と切ぎれると時折こんな感じになってしまう。

　一いつ緒しよに住んでいる女の子たち──リアス、朱乃さん、小こ猫ねこちゃんは試合でぶつかるとはいえ、それはそれと割り切っているためか、プライベートではいままで通り普ふ通つうに接してきていた。俺のほうが気を遣つかってしまうほどだ。女の子って、そういう切り替かえがすごいなと思う。

　ギャスパーもその辺、前向きに割り切っていて、

「イッセー先せん輩ぱいの胸をお借りします！」

　というふうに全力で向かってくることを宣言してくれた。

　そんななかで木場とは……なんとも言えない空気だ。

　いや、すでに互たがいに戦い合うことは約束しあった。俺は『王キング』となり、自分の眷けん属ぞくとチームを持った身だ。

　木場は、生しよう涯がいリアスの『騎士ナイト』であることを誓ちかった正真正しよう銘めいの「紅べに髪がみの滅殺姫ルイン・プリンセス」の剣けんだ。それについては俺自身もこいつに「リアスの『騎士ナイト』であり、剣であってくれ」と想おもいを告げている。

　この町で起きた事件……そこから派生した数々の出来事……。

　俺と木場は常に共に並んで、強大な敵と戦ってきた。堕だ天てん使しとの抗こう争そうから、テロリスト集団、悪神や魔ま王おうの息子とも一緒に戦ってきた。

　生き抜ぬくために共に切せつ磋さ琢たく磨まして、何度も何度も模も擬ぎ戦も重ねた。

　それらは今後も変わらない。俺とこいつは友達で、仲間で──。

　でも、ライバルなんだよな。

　俺が目標にしていた野や郎ろうの一人なんだ。

　もし、真剣に木場と戦ったら──。

　正直、想像したことがないわけじゃない。

　妄もう想そうのなかでは、越こえるべき相手として、戦ったこともある。

　それが、今度は妄想ではなく、現実として拳こぶしと剣を交かわすことになるんだ。

　俺はもう少ししたら、こいつを殴なぐり、こいつに斬きられる関係になる。

　木場がお茶を一口飲んだあとに言う。

「大会、もうすぐだね」

「ああ」

「今いま更さら、多くを語らないよ。この間、キミに宣戦布告はしたからね」

　トーナメントの組み合わせが決まったあの日に俺はこいつからそれを受けた。

　──イッセーくん、こうなった以上、キミは僕の敵だ。僕は──リアス姉さんの『騎士ナイト』だからね。

　木場は俺にそう言ってくれた。遠えん慮りよのないこいつの言葉が何よりもうれしかった。

　俺も、「全力でおまえを潰つぶす」と宣言しているんだ。

「だな」

　そう返す俺。

　あとは、試合の日に直接戦えばいいだけのことさ。

　俺は背せ伸のびして、午後のショーの台本を手に取る。今日は、午前と午後に分かれていて、もう一回別のショーをしないといけないんだよな。

「木場、台本の読み合わせでもするか？」

「そうだね。午後は他ほかのキャラクターも増えて──」

　木場の言葉を遮さえぎって、楽屋のドアがノックされる。

「「はーい」」

　俺と木場が同時に返事をすると、開けたのはレイヴェルだった。

「イッセーさま、いらっしゃいますか？」

「うん、いるぞ。どうした？」

　俺が訊きくと、レイヴェルは中に入って、一枚のファンレターを出してきた。

　受け取る俺にレイヴェルが戸と惑まどいながら言う。

「実は、とあるところから送られてきたファンレターでして……」

「へぇ、どこから？」

　手紙の裏側を見ると──拙つたない悪魔文字で「バル」とだけ書かれていたが……。

　レイヴェルが言う。

「冥めい府ふ、かららしいですわ」

「冥府!?　冥府って、ハーデス神がいて……死神グリム・リツパーの住む、あの冥府だよな？」

　俺が驚おどろきながら訊くと、レイヴェルはうなずく。

　……マジか。冥府から……？

　冥府──というか、死神グリム・リツパー、それを司つかさどるハーデスや地じ獄ごくの盟主たちと、俺たち『Ｄ×Ｄデイーデイー』は現状敵対関係にある。

　駒く王おう町に現れた正体不明の悪魔たちや夜の女め神がみニュクスの件も、そこが関かん与よしているようだから、ファンレターといえど、冥府からとなると警けい戒かいしちゃうよね。

　レイヴェルもそれを思慮しているのだろう。

　しかし、レイヴェルは言う。

「一応、悪魔政府経由の上にグレモリーも通してのファンレターのようでして……かなり、上も調査したそうですが……。結論としては、この手紙には偽ぎ装そうのようなものも、暗号のようなものもなく、単に死神グリム・リツパーの子供に『おっぱいドラゴン』のファンがいるのではないかという話で落ち着きつつありまして……」

　──っ。

　……マジか。死神グリム・リツパーの子供に俺のファンがいると？

　そ、そこまでは考えたことがなかったな……。

　死神グリム・リツパーがどういうふうに数を増やすか知らないが、最上級死神グリム・リツパーと人間の間に生まれたシトリー眷属のベンニーアという例もあるので、そういう感じなのだろうか？

　あー、ベンニーアも「おっぱいドラゴン」の熱ねつ烈れつなファンだしな。案外、死神グリム・リツパーの子供にも「おっぱいドラゴン」は通じる？

　レイヴェルが言う。

「マネージャーとして先に中身は確かく認にんさせていただきましたが……問題ないお手紙だと思いますわ」

　さっそく俺も手紙を開き、中身を読んでいく。

　……つたない悪魔文字だった。いかにも子供が書いた手紙だ。

　なになに……。








　おっぱいドラゴン　ひょうどういっせいさんへ

　おれは、おっぱいドラゴンにとてもきょうみがあります。

　それは、ひょうどういっせいさんをみていると、なぜか、とてもドキドキするからです。

　テレビの「おっぱいドラゴン」は、ぜんぶみています。とてもきょうみぶかいです。




　おれには、おかあさんはいますが、おとうさんがいません。

　おっぱいドラゴンをみていると、おとうさんがいたら、こんなふうなのかなとおもうことがあります。

　もし、おれがおとうさんがほしいといったら、ひょうどういっせいさんは、おれのおとうさんになってくれますか？





おっぱいドラゴンのファン　バルより











　……………………。

　…………。

　……そっか、死神グリム・リツパーのバルくんは、俺のことをそんなふうに思ってくれているのか。

　ちょっと、感動してしまう俺だった。

　いろんな異形、超ちよう常じようの世界で人気になってきている「おっぱいドラゴン」。

　冥府にも、楽しんでくれている子がいると思ったら、結構グッときた。

　俺は言う。

「俺、このバルくんにとても興味が惹ひかれたよ……。お父さんがいないらしいんだ。それで、俺にお父さんになってほしいって」

　レイヴェルがうなずく。

「はい……なんだか、立場上ではとても複雑ですけれど……イッセーさまの番組がこの子を救っていると思うと、それはとても喜ばしいことです」

「ああ、この子のためにも俺、もっともっとがんばらなくちゃな！　よーし！　お返しの手紙でも書いてあげようかな！」

　レイヴェルが言う。

「それはいいことだと思いますわ。こういうちょっとしたところから、冥府との関係が改善できたらと思えますわね」

　うん！　レイヴェルの言う通りだ。

　俺はさっそく、お返しの用紙を関係者に用意してもらい、公演の空いた時間で手紙を書くことにしたのだった。

「ふふふ、イッセーくんらしい真しん摯しな対応だね」

　木場も隣となりの席でそう言ってくれた。

　俺は休きゆう憩けい中、時間が許す限り、バルくんへの返事を書いたのであった──。

　この想いが届けばいいな！







　午後の公演では、サイラオーグさんが扮ふんする「レオニクス・レクス」とのコラボショーが執とり行われ、それも無事に終わった。

　一日かかってすべてのイベントが終わったあと、関係者のみで打ち上げをすることになった。

『かんぱーいっ！』

　皆みんなで祝しゆく杯はいをあげたあとで、雑談及および食事タイムとなる。

　立食の打ち上げ会場で皆が料理に舌した鼓つづみを打っているなかで、サイラオーグさんが俺に話しかけてくる。

「ふっ、聞いたぞ。冥府からのファンレターにきちんと返事を出すそうだな。相変わらず、ファンへの対応が完かん璧ぺきだな、兵ひよう藤どう一いつ誠せいは」

「サ、サイラオーグさん！　だ、誰だれから聞いたんですか？　お、お恥はずかしい限りです」

「謙けん遜そんするな。俺もこの事業に手を出した以上、ファンへの対応は見み倣ならいたいものだ」

　サイラオーグさんにそんなことを言われると照れちゃうね！

　皿にてんこ盛りにした料理を食べながら、俺はサイラオーグさんに言う。

「……大会の試合、もうすぐですね」

「俺のところは第二試合だからな。とはいえ、第一試合が神々同士の戦いだ。その次に試合をする身としては、観みている者たちを呆あきれさせないよう努めるしかない」

　第一試合は、帝たい釈しやく天てん率いる『ヴァジュラ』チームと、阿あ修しゆ羅ら神族の王子──マハーバリ神が率いる『アスラ』チームの一戦だ。

　いきなり、優勝候補同士の戦いで、しかも神々同士、因いん縁ねんまであるという注目の一戦となっている。

　マハーバリ神は、父であるヴィローシャナ神を帝釈天ことインドラに戦争で殺されていて、強い因縁を持っている。

　父の敵かたきを討つため、帝釈天に臨のぞむ格好だ。

　そして、第二試合はサイラオーグさんの試合となる。相手は──未知の新しん鋭えいチーム『シューティング・スター』。

　人間界からの参戦なんだけど、いろんな種族が在ざい籍せきしている勢力混成チームだ。予選の最初の頃ころは、まったくノーマークで敗戦続きなチームだったのだが、途と中ちゆうからリーダーのシューティング・スター選手を始めとした各メンバーが実力を大きく発揮しはじめ、神クラスをも吹ふっ飛ばす強力な攻こう撃げき力で急激に勢いを増した。

　最終的には全勢力から注目を集めるダークホースとなった。

　俺がそれを踏ふまえた上で言う。

「謎なぞの新鋭チーム。うちの軍師の見立てでは──」

　レイヴェルからの意見を口にしようとしたら、サイラオーグさんが首を横に振ふった。

「よくない癖くせだな。俺とおまえたちは対テロリストでの仲間だが、大会の上ではライバル同士。情報をおいそれと伝えるのは、敵に塩を送るようなものだぞ？」

　そうだ。サイラオーグさんの言う通りだ。俺のチームとサイラオーグさんのチームは同じ山にいる。

「すみません、緊きん張ちよう感かんに欠けてました」

　俺は素す直なおに謝罪した。

　サイラオーグさんが苦く笑しようする。

「いや、俺もおまえたちといるとつい大会でライバル同士であることを忘れてしまう。それほど、戦友として認識している証しよう拠こだろう」

　そのようにサイラオーグさんは言う。

　──と、ここに会話に参加する者がいた。

「戦略はともかく、意見の交流はありだと思うわよ？」

　リアスだった。ワイングラス（中身はぶどうジュースだろう）を片手に現れた。

　さらにもう一人、大きな骨付き肉を手に持って現れた男がいた。──ライザーだった。

「その通りだ。『シューティング・スター』チームの未知なる実力の危険性について、少しは語り合いたい気分だ」

「ライザーさん。今日はイベントお疲つかれ様です」

　俺がそう言うと、片手をあげて「ああ、互たがいにな」と返してきた。

　ライザーが大会の話を続ける。

「知っていると思うが、『シューティング・スター』チームのなかには悪あく魔まもいる。しかも、下級悪魔だ。その実力は上級悪魔……いや、最上級悪魔クラスと比べても遜そん色しよくがないときた。それだけの実力ある悪魔が、下級のまま、政府に認知されていなかった」

　これにリアスが言う。

「そのチーム、魔法使いもいるのよね。その者の家名は魔術師の協会では、代々さほど有名ではなかったようなのだけれど……。突とつ然ぜん変異ともいえるようにその者のみが突とつ出しゆつした才能を有していたみたい……」

　サイラオーグさんがうなずく。

「そう、『シューティング・スター』チームは、そういう類たぐいの者たちが集つどっているチームだ。ゆえに当初は実力が測れず、全勢力からノーマークだった」

　ここにレイヴェルまで会話を聞きつけて参加してきた。手にはケーキが置かれた皿を持っていた。

　レイヴェルが言う。

「リーダーのシューティング・スター選手も、近年──いえ、数年前に能力、つまり神器セイクリツド・ギアに目覚めたようですわ。しかも、能力を扱あつかえるようになってきたのがここ最近というのですから、ノーマークとなっていても仕方ありません」

　サイラオーグさんが俺とライザーに視線を交こう互ごに送る。

「おまえのところにも新規の神滅具ロンギヌス所有者が来た。フェニックス家の嫡ちやく子し──ルヴァル殿どのも、新規神滅具ロンギヌス所有者をスカウトした。……これは何かの予兆のように思えてならない」

「予兆、ですか？」

　レイヴェルが気になって聞き返すと、サイラオーグさんはしばし考え込む。

「……いや、忘れてくれ」

　サイラオーグさんはそう話題を切り上げた。

　ライザーが言う。

「うちのところの神滅具ロンギヌス所有者は……まあ、変な奴やつだ。別に俺や兄貴の眷けん属ぞくというわけでもなく、単にスカウトしただけなんだが……。そのうち、おまえたちにも紹しよう介かいする。有能なことは確かだ」

　機械を操あやつるっていう珍めずらしい新規神滅具ロンギヌス──『機界アンノウン・皇子デイクテイター』の所有者が、ライザーも在籍する（本戦から、いち選手として合流）「不死鳥フエニツクス」チームに所属しているんだよな。

　俺が見た試合の映像では、町がフィールドのゲームで、道に停とめてあった車とかを無人のまま異能のみで操っていたな。

　あと、機器類をフィールド中から引き寄せて体の部位に集め、鉄の翼つばさに強ごう引いんに形態変化させて、空を飛んだりもしていた。

　あれらは能力の一部に過ぎないそうだけど……。

　サイラオーグさんが俺とリアスに視線を配る。

「とにかく、大会が始まる以上、互いに勝ち進むことを考えるべきだな。まずは、俺よりもおまえとリアスだ。──俺のあとに試合だな」

　サイラオーグさんが俺に言う。

「おまえが、自分の女とは戦えないなんて柄がらにもないことを言わないぐらいはわかっているつもりだ」

「ええ、手加減もできません。したら俺、一生、リアスに恨うらまれるでしょうから」

　リアスのほうに顔を向けると、彼女は顔を赤くしながらも不敵な笑えみを浮うかべていた。

「当然よ。私の彼氏が、試合で手加減して私に負けたなんて、とてもじゃないけれど、許せないわ。そんなことをしたら婚こん約やく解消ね」

「ほらね。リアスは厳しいんですよ。だから全力なんです」

　俺がサイラオーグさんとライザーにそう告げると、二人とも笑ってた。

　サイラオーグさんが俺とリアスに言う。

「百鬼なきり家次期当主、ロイガン殿、ビナー・レスザン、木場祐ゆう斗と、クロウ・クルワッハ、ヴァスコ・ストラーダ……俺も拳こぶしを交えたい者たちばかりだ。赤せき龍りゆう帝ていとリアスのもと、どう動くのか、俺も試合を観るのが楽しみだ。負けるなよ、兵藤一誠、リアス。たとえ、相手が神であろうと、婚約者であろうと」

「ええ、サイラオーグさんも」

「そうね。大会で当たったら、そのときはよろしく頼たのむわ」

　ライザーが不満そうに漏もらす。

「おいおい、俺もいるんだぞ？　俺への激げき励れいはないのか？」

　サイラオーグさんがそれを聞いて慌あわてて言う。

「あ、もちろん、ライザー殿が参加する試合も観させて頂きますとも」

　これにレイヴェルが兄をからかうように言う。

「だって、ライザーお兄さまですもの。このメンツで激励を忘れられても仕方ありませんわ」

「って、こういう場では兄を立てろ！　まったく……」

　兄妹きようだいのやり取りに俺もリアスもサイラオーグさんもついつい笑ってしまったのだった──。

　そんな大会出場者たちの会話がありつつも、本戦トーナメント前のショーイベント打ち上げパーティーは夜遅おそくまで行われた。




　　　　─○●○─




「おっぱいドラゴン」のショーイベントが終わって、幾いく日にちか経たち──ついにレーティングゲーム国際大会本戦の第一試合が執とり行われる日となった。

　俺たち『[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームと、リアスたち『リアス・グレモリー』チームの面々は大体揃そろい、兵藤家の地下一階にあるトレーニングルームを視し聴ちよう覚かく室にして、巨きよ大だいモニターの前に座っていた。

　さらに予選で敗退したとはいえ、今後の研究としてソーナ・シトリー先せん輩ぱいとシトリー眷属たちもここに揃っていた。

　これだけの人数で集まったのも、本戦の第一試合を皆みんなで見守るためだ。

　とりあえず、うちのチームはビナー氏以外は揃い、リアスのところもクロウ・クルワッハ以外は集まっていた。

《さあ！　ついにレーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』本戦、第一試合が開始となりますッ！》

《帝釈天選手が率いる『ヴァジュラ』とマハーバリ選手が率いる『アスラ』！　どちらも優勝候補ということで、一発目から目が離はなせませんね！》

　モニターに映った司会者と実況が、マイクを震ふるわせていた。

　仲間たちが大注目するなかで、第一試合──帝釈天率いる『ヴァジュラ』チームと、マハーバリ神率いる『アスラ』チーム、神々の戦いが始まった！

　本戦のゲームルールは単純明快。

　先に『王キング』を取ること──。

　つまり、予選で毎回発生した『ダイス・フィギュア』、『オブジェクト・ブレイク』といった特とく殊しゆなルールは一いつ切さいなくなる。

　用意されたフィールドで、両チームのガチンコバトルとなるわけだ。

　先に『王キング』を取れば勝ち……。これほど、わかりやすい戦いもない。

　だが、複雑なルールがなくなる分、どう相手を攻せめて戦力を削けずるか、チームごとの力量とタクティクスが必要になってくる。

　まあ、我がチームのブレインたるレイヴェルは、神クラス以外のチームは予選以上に団結力と、個々の実力がモノを言う戦いになると口にしているけどな。

　そう、神クラス以外は──。

　目の前の巨大モニターで繰くり広げられたのは──信じられない規模の戦せん闘とうだった。

　両チームとも、在籍しているのが神ばかりのせいか、その戦いたるや……っ！

　両チームの選手が、文字通り神のごとき速度──神速で動き回り、よほどの実力者でもない限り、動きを捉とらえられないほどだ。いざ姿を現して正面からぶつかると、その衝しよう撃げきだけでフィールドの大地が割れんばかりの壊かい滅めつ的打撃を受けていく！

　とある高山を模したゲームフィールドだったのだが、すでに神同士の衝しよう突とつで、山はえぐれ、森は消しよう滅めつし、大地には巨大なクレーターがあちらこちらに生まれていた。

　ドォォォォンッ！　ドォォォォオオオオンッッッ！　──と、映像のなかで激しい爆ばく裂れつ音が鳴り響ひびき、フィールドを大きく揺ゆらしていく。

　……チームの誰だれかが、手から神のオーラ砲ほう撃げきを放つだけで、フィールドの景観が吹ふっ飛んでいきやがる！

「この威い力りよくのオーラが飛び交かう……寒気がしますね」

　そうぼそりと漏らしたソーナ先輩の一言がすべてを物語るほどだ。

『ヴァジュラ』は、『王キング』である帝釈天の他ほかに配下である『四天王』を引き連れている。

『四天王』──漫まん画がやゲームとかでよく味方あるいはライバル陣じん営えいとして登場する強つわ者もの四名、その語源にもなった四よ柱はしらの守護神。

　持じ国こく天てん、広こう目もく天てん、多た聞もん天てん、増ぞう長ちよう天てんの四柱だ。武神と崇あがめられる帝釈天の配下だけあり、四柱とも凄すさまじい実力を持っている。

　大会でも、帝釈天同様に敗北することなく、相手チームの猛も者さを打ち倒たおしてきていた。

　基本的に『ヴァジュラ』は帝釈天と四天王で構成されていて、空いた枠わくに須弥しゆみ山せん勢力に属する別の神が交代で入っていた。

　帝釈天たち五いつ柱はしら以外のメンバーは、自由枠といってもいい、かなり適当な采さい配はいをしていた。

　……ま、帝釈天的に自分と四天王さえいれば、大会には十分だと踏ふんでいたのだろう。

　少なくとも予選までは──。

　だが、本戦で阿修羅神族の王子たちと戦うとあって、帝釈天はその自由枠とされていたところに重要なメンバーを置いた。

　レイヴェルが言う。

「……『ヴァジュラ』最後の枠は、アルジュナ。帝釈天──インドラの息子の一ひと柱はしらとされる大だい英えい雄ゆうですわ」

　ちょうど、その帝釈天の息子とされる青年が映像に映し出されていた。

　帝釈天とは似ても似つかない爽さわやかそうな好青年。見た目は二十代前半ほどで、超ちようイケメン！

　普ふ段だん、サングラスにアロハシャツのラフな父親と違ちがい、アルジュナはきちんと鎧よろいを着込んで参戦している。

　その息子さんも相手チーム『アスラ』の阿修羅神族と正面から戦い、いい勝負をしていた。

　マハーバリ神率いる『アスラ』は、阿修羅神族でメンバー構成されたチームだ。マハーバリ神の祖父であるプラフラーダ神を中心に阿修羅神（どの選手も腕うでが六本の戦闘モード）が集つどっている。

　その『アスラ』のリーダーであるマハーバリ神は、いままさに因いん縁ねんの相手である帝釈天と、フィールドの中央で神々の戦いを繰り広げていた。

　あまりに神こう々ごうしく、雄お々おしく、煌こう々こうとしたオーラを放ちながら、マハーバリ神も腕を六本にしており、すべての手に武器を持っていた。

　話では、あの武器ひとつひとつが強力な神の武具だという。

　相対する帝釈天も今回ばかりはいつものアロハシャツではなく、仏の鎧を身に着け、手にもチーム名にもなっている金こん剛ごう杵しよ──ヴァジュラを握にぎっていた。

　坊ぼうさんが使う法具の金剛杵とは違い、帝釈天の持っているのは神の武器だ。というか、金剛杵の大本といえる。雷いかずちを操る伝説の逸いつ品ぴん──。

　帝釈天がヴァジュラを軽く振ふるうだけで、フィールド全域に及およぶほどの極大の雷が発生する。空一面が雷に覆おおい尽つくされていた。

　っていうか、フィールドの端はし々ばしが悲鳴をあげていて、あらゆるところに空間のヒビが生じ始めていた。

「……私や父さまの雷とはあまりに桁けたが違いますわね」

　戦せん慄りつしながら、朱乃さんがそう言う。

　朱乃さんは『雷らい光こう』と称された堕だ天てん使し幹部の雄ゆう──バラキエルさんの娘むすめ。朱乃さんもバラキエルさんも、絶大な雷光を放つけど……。

　確かに帝釈天のヴァジュラが放つ雷は、朱乃さんたちの雷光を遥はるかに凌しのぐ。いや、現状では比べものにならないほどの威力と規模だろう。

　魔ま王おうクラス、神クラスでもあれをまともにくらえば、致ち命めい傷しようは免まぬかれない。

「……神話だと、ヴリトラって、あれに一度やられてんだよな……」

　五ご大だい龍りゆう王おうの一角──「黒邪の龍王プリズン・ドラゴン」ヴリトラを身に宿す匙さじが、帝釈天の雷に震ふるえ上がっていた。

　龍王ヴリトラを焼いた雷──。

　だが、阿修羅神族の王子たるマハーバリ神は……格が違っていた。

　帝釈天の雷を受け、ダメージを負いつつも、相手に激しい反撃をしていく。

　マハーバリ神の一撃も強きよう烈れつで、神しん剣けんから放たれた波動だけでフィールドにある山々が吹っ飛んでいった！

「……一発一発が、本当に神話レベルの戦いだ」

　生なま唾つばを飲み込みながら、ゼノヴィアがそう述べた。

　ゼノヴィアが言うように、両チームのどの選手が攻こう撃げきを出しても、フィールドの地形、風景が吹っ飛び、フィールド自体も悲鳴をあげているので……あまりの光景に映画かＣＧかなんて冗じよう談だんが俺の頭に過よぎるほどだ。

　リアスが言う。

「これでもフィールドの強度は予選よりも増しているそうよ。それでも、フィールドを壊こわしそうな勢いだなんて……武神と阿修羅神族の恐おそろしさをあらためて感じるわね」

　強化したフィールドでも壊れそうなんだもんな……。

　……クソ。俺の龍りゆう神じん化時の必殺技『∞インフイニテイ・ブラスター』が、攻撃のたびに飛び交っているって感じだっ！

　俺の内にいるドライグが言う。

『相棒。映像の連中は、全勢力のなかでもトップクラス。最強ってのを体現した奴やつらだ。だが、俺たちはミドガルズオルムの鎧を着たヴィーザルや魔物の王テュポーンとも戦って、勝利を収めている。邪じや龍りゆうアポプス、原初の神ニュクスをもくだした。少しは自信を持て』

　……まあ、そりゃそうなんだけど……。

　戦いに秀ひいでた神同士の戦いは、さすがに迫はく力りよくが凄まじくてさ……。

『なに、いざとなったら俺が付いてる。不足か？』

　それ言われたら返す言葉もねぇよ！　最強の二に天てん龍りゆうの一角──赤龍帝さまから、口説き文句言われたようなもんだからな！

『だが、まあ、俺でもこのクラスが複数かかってきたら、ちょいと面めん倒どうだな』

　……うん、そこは俺とのコンビネーション、仲間たちとの連れん携けいしだいだな。

『ククク』

　ドライグが笑った。

　なんだよ？　笑ってさ……。

『むかしのおまえなら、これを見て震え上がって絶望していただろう。だが、いまのおまえはビビりつつも、どうやって勝つか必死に模も索さくしている……。決して、届かない範はん囲いではないと思ってきているのだろう？』

　……遠いさ。まだまだ遠い。でも、俺とおまえなら……俺と仲間たちなら……っ！

　──どんな相手にでも、立ち向かっていけそうだ！

『それでいい。どんな奴が来ようとも天龍を、「赤いウエルシユ・龍ドラゴン」ってやつを俺と相棒で見せつければいいだけのことだ』

　相棒との想おもいを強めたところで、神々の戦いのごとき試合も──終局を迎むかえつつあった。

　あの帝釈天にダメージを与あたえながらも、マハーバリ神は限界に近づいてきているようで攻撃の頻ひん度どと威力が下がってきていた。

　それでも、マハーバリ神の瞳ひとみは、雄々しく輝かがやいており、神剣に莫ばく大だいなオーラをこめて帝釈天に向かっていく。

　フィールド中央の天空でぶつかる両『王キング』ッ！

『インドラッッ！』

　叫さけぶマハーバリ神。

　近きん距きよ離りで目では捉えきれない攻防が始まり、帝釈天のヴァジュラと、マハーバリ神の六本の手にある神の武具が、ぶつかっていく！

　衝突のたび、神々しいオーラが空中一帯に広がる。

　そのなかで、マハーバリ神の渾こん身しんの一振りが帝釈天を襲おそった！

　──帝釈天の左腕が、斬きり落とされたっ！

　……おおおおおおっ！　あの帝釈天の腕を取りやがったぞ、マハーバリ神ッッ！

　これに見ていた仲間たちも興奮して、立ち上がる者がいたほどだった！　俺もなんか驚おどろいてその場で立ち上がっちゃったよ！

　帝釈天は腕を落とされながらも、マハーバリ神にヴァジュラの雷を振るい、全身くまなく感電させていく！

　帝釈天が──心底うれしそうな笑えみを見せた。

『ＨＡＨＡＨＡ！　なかなか、楽しませてくれンじゃねェかっ！』

　実じつ況きようも叫んだ。

《おーっと！　マハーバリ選手っ！　あの帝釈天選手の片腕を落としたァっ！》

　映像に映された会場の観客席も大盛り上がりだったが──。

　マハーバリ神は、帝釈天の片腕を落としたところで限界を迎えたのか、先ほど受けたヴァジュラの雷で──体がよろめいていた。

　そこを見み逃のがす帝釈天ではなかった。

　ヴァジュラに極大の神のオーラをこめると──一気にマハーバリ神に浴びせていく！

　フィールドの空中全域を覆うほどの稲いな光びかりが走った──。

　マハーバリ神は──全身に大きなダメージを負っていた。体中から煙けむりを上げている。

　そして、意識を失ったように落下していった。

　帝釈天が静かに降下していく。

　カメラが、戦せん闘とうにより荒あれ果てた地上を映す。倒れ臥ふすマハーバリ神。

　その倒れるマハーバリ神の横に帝釈天が立った。

　帝釈天が言う。

『──チェックメイトってやつだな。この試合風に言うならよ』

　帝釈天は斬り落とされた腕を拾っており、切断面に合わせると──元通りに腕は繫つながっていった。

　マハーバリ神は苦く笑しようしていた。

『……まだ届かないか』

　阿修羅神族の王子の体を──リタイヤの光が包み込んでいく。

　リタイヤの光に包まれたマハーバリ神に対して、帝釈天は言う。

『次やるときがあれば、わからねェかもな』

　マハーバリ神はそれを聞き、父の敵かたきであるはずの帝釈天に満足そうな笑みを見せた。

『……ふっ、宿敵にそう言われるのが、悪くないと感じるとはな』

　そして、マハーバリ神はリタイヤの光のなかに消えていった──。

《「アスラ」チーム、『王キング』のリタイヤを確かく認にん》

　アナウンスも流れた。

　それを受けて、実況が吼ほえる。

《「アスラ」チームの『王キング』であるマハーバリ選手がリタイヤァァァァァッッ！　この瞬しゆん間かん、「ヴァジュラ」チームの勝利となりましたァァァァッ！　本戦の第一試合を制したのは、「ヴァジュラ」だァァァァアアアアアアアアアアッッ！》

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！』

　実況に勝利報告をされ、観客も大盛り上がりとなっていた。

　……帝釈天の勝ち、か。

　けど……あの帝釈天でも無傷じゃなかった。映像に映る帝釈天は、体のところどころに傷を負っている。同様に配下の四天王たちとアルジュナもかなりのダメージを負っていた。

　因いん縁ねんの対決は、一方的な試合ってわけではなかった。

　レイヴェルが言った。

「いままで無敗であった帝釈天さまのチームも、さすがに本戦ではダメージを負いますわね」

　イリナが興奮してこう述べる。

「阿修羅神族の王子さまの意地を見たわっ！」

　うん、俺もそれは感じた。

　因縁の戦い、敵討ちだったんだろうけど、帝釈天もマハーバリ神もそれを超こえた想いで臨のぞんでいたように感じた。

　第一試合が終わったところで、観戦会も解散となる。

　皆みんなが席を立つなかで、レイヴェルが俺に言う。

「イッセーさま、合宿の準備に入りましょう」

「ああ、そうだな」

　かくして、レーティングゲーム国際大会「アザゼル杯カツプ」の本戦第一試合は、帝釈天率いる『ヴァジュラ』チームの勝利で終わった。

　さあ、俺たちも試合に向けて、合宿準備開始だっ！







　　　Fan.







　レーティングゲーム国際大会用に選手村が用意されている。

　本戦行きチームのひとつ「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」の宿舎にて、赤しやく銅どう色いろの髪かみを持つ悪あく魔ま──バルベリスは夢中になっていた。

　彼は選手用の部屋でとある映像を見ていたのだ。内容は──「乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン」の特とく撮さつ番組である。

　バルベリスは、冥めい府ふの神ハーデスが、悪魔の母たるリリスを用いて生みだした存在（駒く王おう町に現れた正体不明の悪魔たちの完成形）であり、生まれながらにして、超ちよう越えつ者クラスの才能を秘ひめた悪魔であった。

　実力を測るため、地じ獄ごくの盟主たちの命令でレーティングゲーム国際大会にも「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」の一員として参戦している。

　予選の試合でも、マハーバリ神を打ち倒たおすという番ばん狂くるわせを見せた。

　大会でその才能を遺い憾かんなく発揮して、超常の存在をなぎ倒していくのではないかと予想され、大会の関係者や、各勢力のＶＩＰ、研究機関からも注目されていた。

　その大注目の新しん鋭えいは──「乳龍帝おっぱいドラゴン」にハマっていたのだ。

「おっぱいドラゴン」──つまり、二に天てん龍りゆうの赤龍帝である兵ひよう藤どう一いつ誠せいに関心を示すうちに、特撮番組に手を出した結果……彼はそれにハマってしまった。

　バルベリスは、肉体と知識こそ青年として調整されて生まれてきたが……精神的なものは、いまだ幼い。

　冥めい界かい──悪魔の子供たちが大いにハマっている「おっぱいドラゴン」は、彼の幼心にも重大な影えい響きようを与えていたのだ。

　特とく殊しゆな生まれゆえに「父親」というものに関心を持っていた彼は、兵藤一誠を調べているうちに「おっぱいドラゴン」に行き当たり、いつしか父性を兵藤一誠に見み出いだしつつあったのだった（乳＝父なのではないかという彼の誤った予測である）。

　来る日も来る日もトレーニングのあとは部屋に引きこもり、テレビの前に陣じん取どる。そこで「おっぱいドラゴン」の映像をひたすらに見続けていた。

「おっぱいドラゴンの歌」をそらで歌うことなど造作もないレベルだ。

　テレビの前で「おっぱいドラゴン」を見続けるバルベリスのもとに、ハーデスのもと、リリスから生まれた悪魔が二名訪おとずれる。

　２メートルはあろうかという巨きよ体たいを持つ黒髪の青年悪魔──グレシルと、小こ柄がらで細身、ダークブルーの髪をした少年悪魔──ソネイロンであった。

　どちらも「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」のチームメンバーであり、魔王クラス以上の才能を有した存在だ。

　ゲームの試合でも、その才能を発揮して、相手が最上級悪魔であろうとも容易に降くだしていき、神格でも下位クラスであれば打ち倒せるほどであった。

　ただし、バルベリス同様に生まれたばかりで精神は幼い面が強い。

　巨体のグレシルが、バルベリスに言う。

「おい、バル。本戦が始まるまで暇ひまだろう？　俺たちと散歩でもしにいかねぇか？」

「…………散歩」

　ソネイロンは、言葉少なにそう漏もらす。元々彼は口数の多いほうではない。

　バルベリスは振ふり返ることもせずに言う。

「グレシルとソネイロンか。悪いが、俺は遠えん慮りよしておこう」

　特撮番組を見続けるバルベリスの姿にグレシルは呆あきれて息を吐はく。

「どうせ、また赤龍帝に関してのお勉強だろう？　お固すぎんだろ。それより、試合まで暇だしよ、適当にその辺の奴やつらにケンカ売って、俺たちのジツリョクってのを見せつけてやろうぜ？　チョーエツシャさま、マオウさまの力ってやつをよ」

「……ぷちっと。ぷちっと潰つぶす……皆、弱い……」

「なーに、死神グリム・リツパーに後片付けを任せればバレやしねぇって」

　不敵に不気味にそう口にする、グレシルとソネイロン。この二名は、非常に好戦的かつ暴力的な面が強かった。その点では、バルベリスよりも遥はるかに粗そ暴ぼうである。

　しかし、バルベリスは、応じない。

「勝手にしろ。俺は……これを見る。おまえたちも一いつ緒しよに見るといい。本戦に出場をしているグレモリー眷けん属ぞくや二天龍の研究になるかもしれないぞ」

　バルベリスの言葉にグレシルとソネイロンは嘆なげくように息を吐く。

「おいおい、マジかよ」

「……『おっぱいドラゴン』……くだらない……」

　一向に話に乗ってこないバルベリスに呆れたのか、グレシルとソネイロンはその場をあとにしていく。

「チッ。ソネイロン、行くぞ。あーあ、ケンカしてぇな」

「……誰だれかを消したい潰したい……」

　そう言い残して、グレシルとソネイロンは去っていった。

　その一連の流れを見ていたのは、ローブ姿でフードを深く被かぶった骸がい骨こつ──死神グリム・リツパーだった。死神グリム・リツパーは、上級クラスであり、名前はゼノ。「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの『王キング』として登録している。

　ハーデスたち地獄の盟主からの命令で、この大会に先んじて参加登録を済ませ、バルベリスたちが誕生し、大会に投入されてからは彼らの面めん倒どうを見ていた。

《グレシルとソネイロンにも困ったものだ。試合をこなすうちに己おのれの力を振るう快感に溺おぼれてしまったのだろう。他ほかの死神グリム・リツパーに頼たのんで留とどまらせよう》

　ゼノはそう言いながらバルベリスに視線を送る。

　特撮番組に夢中になってしまった生まれながらの逸いつ材ざいになんとも言えない感情を抱いだいていた。

《……暴れると最も厄やつ介かいな子供が、「おっぱいドラゴン」のおかげでおとなしいと考えるならば……私は赤龍帝に感謝をするべきなのだろうか？》

　子守役の死神グリム・リツパーは複雑な立ち位置にいた。

　──と、そこに新たな声が届く。

「バル。バルベリス、いる？」

　翡ひ翠すい色いろの髪の少女──ヴェリネが現れる。彼女もまたバルベリス同様に、生まれながらにして超越者クラスの才能を持つ逸材だ。

　ハーデスの計画によって、リリスから新たに生まれた悪魔のなかで、バルベリスとヴェリネは他に抜ぬきん出た才能を有していたのである。

　ヴェリネは「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームに属するリリスの生んだ悪魔のなかでは、最も精神が育っていた。それでも幼児性はないわけでもないのだが……。

「……ヴェリネか、いまいいところなのだ。おっぱいドラゴンとダークネスナイト・ファングの最終決戦だ」

　テレビの前から離はなれないバルベリスの姿にヴェリネは息を吐く。

「はぁ……相変わらずなのね。これ、届いていたんだけど」

　ヴェリネは腕うでに段ボール箱を抱かかえていた。

　バルベリスはそれを確かく認にんすると──。

「──ッ！」

　目の色を変えて、ヴェリネの手から段ボール箱を奪うばう。段ボール箱には──「おっぱいドラゴン」の表記がされていたからだ。

「ちょ、ちょっと、バルベリス？」

　突とつ然ぜんの行動にヴェリネは驚おどろいていた。

　バルベリスは、段ボール箱を開き、中身を確認する。

　──手紙が入っていることがわかった瞬しゆん間かんに手を震ふるわせた。

　そして、声まで震わせてこう述べる。

「……手紙が返ってきた。『おっぱいドラゴン』、兵藤一誠本人から！」

　バルベリスは手紙を開き、中身を夢中になって読み始めた。

　ヴェリネは手紙を覗のぞき込みながら言う。

「これ、前に出したっていうファンレターのお返し？　あらー、こういうの律りち儀ぎっていうのよね。へー、返ってくるものなんだ。がんばって文字覚えたかいがあったわね」

　手紙を読み終えたバルベリスは、段ボール箱に入っていたものを取りだした。

　それはチケット数枚と「おっぱいドラゴン」の帽ぼう子しであった。

　手紙の中身とチケット数枚を見比べながら、バルベリスは言う。

「……ショーのチケットと帽子が入っていた。ぜひ、見に来てくれと」

　震えるバルベリスの姿にヴェリネが問う。

「え、まさか、あなた──」

　バルベリスは帽子を被り、最高の笑えみを浮うかべつつ、莫ばく大だいなオーラを身にまといながら言った。

「ヴェリネ、俺は『おっぱいドラゴン』のショーを見に行くぞ」

　その一連の出来事を見ていた子守役の死神グリム・リツパーゼノは……やはり、なんとも言えない感情を抱いていた。上にどう報告するべきか、困こん惑わくしていたのである。

　冥府の神ハーデスに誤算があるとすれば、愛と友情と努力をテーマにした『乳龍帝おっぱいドラゴン』は、冥界の──ひいては異形の子供にとって、絶対に等しい魅み力りよくを持つということだ。

　生まれて間もなく、正義も悪もよくわかっていないバルベリスにとって、『乳龍帝おっぱいドラゴン』は絶対になろうとしていた。

　彼の義務教育は──『乳龍帝おっぱいドラゴン』によって行われていたのだった。







　　　Life.3　決戦前の準備です！







　山での合宿を明日に控ひかえた就しゆう寝しん前──。

「……旦だん那なさま」

　ベッド上で俺に抱だきついてきたのは朱あけ乃のさんだった！

　明日に備えて、体をほぐしたあと、風ふ呂ろに入ってきた俺だったのだが……寝ねるために部屋に入ろうとしたら──そこは謎なぞのエロ空間！

　大型ベッドが存在するその一室は、ドアノブ式エロ部屋（俺が命名！）だ！　どの扉とびらでもいいから、専用のドアノブを取り付けてから開けると、そこは元の部屋ではなく、エロエロな雰ふん囲い気き満まん載さいの空間に繫つながってしまう！

　最初はイリナのために天界がわざわざ作ったものだった。天使が他種族とエッチなことをすると天使側が堕天してしまうため、それではイリナがかわいそうだということでエッチなことをしても堕おちない専用の部屋を作り出した。

　それに影えい響きようされて堕だ天てん使し側の組織「神の子をグリ見張る者ゴリ」も、（副総そう督とくバラキエルさんの娘むすめである）朱乃さんのために専用のドアノブ式エロ部屋を与あたえたのだった！

　この部屋はその朱乃さん専用のエロ部屋だ！

　そのため、一時期、俺は家のどこかのドアを開くたびに不意を衝つかれてエロ部屋に招かれ、大いにドギマギした。

　今回も風呂から帰ってきて、自室のドアを開いた瞬しゆん間かんに朱乃さんのエロ部屋に招待を受けてしまった。

　俺の家のドアノブは、いったいどうなってやがるんだって思っちゃうよね！

　そんなわけで、俺が部屋に入るなり、朱乃さんは衣服を取り払はらい、全ぜん裸らで抱きついてきたのだった！

　もうすでにベッドに押し倒たおされ、濃のう厚こうなキスまでされてしまっていた！　朱乃さんの柔やわ肌はだが、俺の体に押しつけられてきて……極ごく上じようの感かん触しよくを全身で味わってしまう。

　……朱乃さんのベロが、すんごい勢いで俺の口のなかで暴れている……。俺も応こたえたいところだが、朱乃さんのベロがあまりにすごくて……っ！　俺のベロまで吸われるほどだった。

　朱乃さん……キスをするたび、三段飛ばしぐらいで舌使いが上達していて……っ！

　キスをしながら、俺の服をするすると脱ぬがしていく行こう為いも素す早ばやく、抗あらがうことができないよ！

　長く濃厚なキスを終えると、朱乃さんが唾だ液えきの糸を引きながら口を離はなす。

　……俺の脳みそはすでに沸ふつ騰とうして、ぐわんぐわんとなっていた……。

　朱乃さんが俺に跨またがりながら言った。

「もうすぐ、合宿で離れてしまいますから……私たち、この部屋を使ってイッセーくんの成分を補給しようと思いましたの」

　俺の成分を補給って！　……私たち？　朱乃さんだけじゃない？

　そう思っていたら、ベッドの陰かげから飛び込んでくる小こ柄がらの者がいた。

　──小こ猫ねこちゃんだった！

　小猫ちゃんはパンツ一丁という格好で──俺にキスをしてきた。唇くちびると唇が触ふれるだけのかわいいものだったけど……小猫ちゃんからの不意打ちだから驚おどろいてしまう。

　小猫ちゃんが言う。

「……私と朱乃さんは、イッセー先せん輩ぱいと離れて合宿したり……戦うことになるので、いまのうちに存分に甘えておこうと決めたんです」

　合宿＋試合前に甘えるため、このエロ部屋に俺を迎むかえ入れたと！

　小猫ちゃんが俺の背に回り、身を寄せながら言う。

「特に私は試合のあとにすぐに修学旅行ですから……イッセー先輩と一いつ緒しよの時間が取れないんです」

　そう、駒く王おう学がく園えんの修学旅行はもうすぐだ。

　毎年、この時期になると、二年生は修学旅行に想おもいを馳はせるってもんだ。俺もそうだったしな。

　今年も駒王学園は京都旅行のようだが……。

　などと思し慮りよしている間もなく、朱乃さんが前面から、小猫ちゃんは背面から俺に迫せまってくる！

　朱乃さんが俺の唇、肩かた、腕うで、腹とちゅっちゅっキスをしてきて、小猫ちゃんはうしろから耳、首、背中に唇で軽く吸い付いてくる！

　お、俺、朱乃さんと小猫ちゃんに吸われてるぅぅっ！

　そんな朱乃さんが、ふいにこう口にする。

「旦那さまと戦うのは悲しいようなうれしいような……私のなかのＳとＭがせめぎ合って……複雑ですわ」

　──とベッドで抱きついてきながら、そんな複雑な心境を語った！

　これ、絶対にどっちもありかもって思ってる顔だ！　プレイの一いつ環かんと感じ取りつつあるのかな!?

　けど、俺はそんな朱乃さんと小猫ちゃんに言う。

「俺、朱乃さんと小猫ちゃんと戦って、倒すことになるかもしれないけど……そのときは──」

　俺は続けて言おうとするが、朱乃さんがキスをしてきて口をふさぎ、言葉を止めてしまう。

　唇を離したあとで朱乃さんが言った。

「ゴメンって言葉はいりませんわ。私たちとイッセーくんの仲ですもの。むしろ、私たちこそ全力でイッセーくんたちにぶつかっていきますわよ？」

　これに小猫ちゃんも勇ましく続く。

「その通りです。覚かく悟ごしてくださいね、先輩」

　……二人の言葉に自分を恥はじる思いだぜ。

　ったく、俺の将来の嫁よめさんたちは心強いというか、度胸があるというか。だからこそ、好きになったんだけどさ。

　二人は俺をまたまた押し倒していく！　上から覗のぞき込むようにして二人が言う。

　朱乃さんがニッコリしながら官能的なことを口にする。

「ということで、存分に甘えますわ」

「そうですね。このまま、勢いに任せるというのもアリだと思います」

「そうね、やっぱり、より深く近くに旦那さまを感じたくなりますわ」

　朱乃さんったら、下腹部をなでながらそんなことを……っ！　鼻血が噴ふき出て、たまらなくなってしまうじゃないかっ！

　しかし、俺はこの間、宣言したんだ！

「お、俺、初めては皆みんなとするって宣言したし！」

　ニュクスとの戦いのときに将来の嫁さんたちに俺はそう宣言したんだ！　初体験は皆で一緒にってさ！

　朱乃さんは「あらあら、うふふ」と微笑ほほえんだ。同時に俺の手を取り、自身の胸に引き寄せる。最強にやわらかな感触を手のひらが得て、五指が乳に沈しずんでいく！

「内ない緒しよにすれば問題ありませんわ。ここは私と旦那さまと小猫ちゃんだけの秘密ということで」

　そ、そんなことがアリなのですか!?　い、いや、それだと他ほかの娘こたちに悪いし、もし、バレたとしたら……それこそ、怒おこられると共に順番も何もあったものじゃなくなり、俺がどうなるかわかったもんじゃないぜっ！

　朱乃さんと小猫ちゃんの顔が近づく！　ふ、二人とも決意しつつも、うっとりとした瞳ひとみになっていて──俺は抗うことが……。

　そのなかで、その声は発せられた。

「朱乃、小猫、何をしているのかしら？」

　見れば、エロ部屋の扉が開かれており、そこからリアス、アーシア、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、イングヴィルド──と、この時間帯に家にいる女性陣じんがぞろぞろと入ってきたのだった（黒くろ歌か、ルフェイは別件でいない）！

　いまの声はリアスであり、片かた眉まゆをつり上げて不ふ機き嫌げんな表情となっていた！

　ゼノヴィアとイリナがこの光景を見て言った。

「抜ぬけ駆がけもアリということか！」

「え!?　で、でも、ダーリンは皆と一緒にって」

「イリナ、男女の駆かけ引きというのは複雑なのだと思う。裏でイッセーに抱かれるのもひとつの手ということだ」

「う、裏で抱かれる！　……堕天しそうなワードだけれど、なんだか、ドキドキしちゃう！」

　なんてことを言っているんだ、この二人は！

　ロスヴァイセさんとレイヴェルが内緒話をしていた。

「……この部屋、どこに頼たのめば貰もらえるんでしょうか」

「私はすでにグリゴリに発注しましたわ。あ、勘かん違ちがいしないでください。イッセーさまにこういうことが起こらぬよう隔かく離りするためです。あ、あと、二人で静かに秘密の話し合いをするときとか」

「静かに子作りするつもりだな。さすが軍師だ」

　などとゼノヴィアに突っ込まれ、「ち、違いますわ！」とレイヴェルは赤面していた。

　……エロ部屋が将来の嫁さんたち一人一人に行き渡わたりそうな感じなんですけど！

　イングヴィルドが首を傾かしげながら言う。

「私もイッセーと裸はだかで抱き合うべき？　ちょっと恥ずかしい……」

　女性陣の影響がルーキーに及およびつつある！

　というなんとも言えない状じよう況きようになったなかで、アーシアがリアスに言う。

「お姉さま、どうされますか？」

　女性陣のまとめ役のリアスは深く息を吐はいたあと、皆に言った。

「今夜は皆で寝ましょう」

　ということになり、俺を含ふくむ女性陣全員で俺の部屋に行き、皆で一緒に寝ることになったのだった。

　……どんなに広いベッドでも、それだけ多いとさすがに狭せまいというか……。しかし、これはリアスなりの皆が納なつ得とくする着地点でもあった。

　女性陣が、「私が私が」「私も私も」となったとき、公平に一緒に寝ねる。

　平和的な解決なんだけど……ただ、この手の結論になると、大たい概がい、俺は寝相の悪いゼノヴィアに蹴け飛とばされて、ベッドの下で起きるんだよな。

　今回も次の朝に俺はベッドの下で目を覚ましたのだった。

　けど、今回、俺をベッドから蹴り落としたのは──いつの間にか、帰ってきてベッドに入ってきていた黒歌だった。




　　　　─○●○─




　次の日の朝、俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのメンバーは、転移型魔ま方ほう陣じんで合宿予定の山のふもとにジャンプして、山道を歩いていた。

　空は抜けるほど青く快晴だった。この一帯に自然豊かな木々が生おい茂しげり、小鳥がチュンチュン鳴いて──って、これ、去年のフェニックス戦前に行った合宿時にも感じていたような……。

　そんな最高のロケーションのなかで、山の斜しや面めんを歩く。

　背には巨きよ大だいなリュックサック。合宿用の荷物は多いからね。

　土つち肌はだの斜面を歩いていると、あの頃ころの自分を思いだすぜ。重いリュックサックとかを持ってさ、こういう山道を必死こいて、ぜーはーと息を切らして登ったもんだ。

　いまじゃ、あの頃の数倍は重たい荷物を持っても、この程度の斜面は歩けるからね。

　さすがに汗あせはかくけど、これぐらいならなんともない。タンニーンのおっさんとの山生活でどんだけ苦労したことか。

　あと、サイラオーグさんと山に登ったこともあったからな……。

　振ふり返ると、皆ペースを崩くずさずついてきてくれていた。ウェーブがかかったピンク色の髪かみの美女がロイガン・ベルフェゴールさん。銀ぎん髪ぱつで龍りゆうの仮面を被かぶった少女がこのチームの『女王クイーン』枠わくでビナー・レスザン氏だ。二人とも合宿に参加してくれた。

　俺がレイヴェルに問う。

「それで、合宿の山さん荘そうは？」

　地図を見ながらレイヴェルが言う。

「確か、もうすぐですわ」

　そうか、もうすぐか。って、俺、山を買ったのにその山のこととか、山荘のこととか、現地視察しないままだったよ。

　時間がなかったから仕方なかったけど……本当、勢いで山を買ったよな。

　……通帳に刻まれた「おっぱいドラゴン」の印税の額は、数字だけで実感わいてなかったから、お金の使い方としてはこれでいいのかと高校生ながらに怖こわくなってくるぞ……。

　いや、これも将来のための投資だ、投資！　山はこれからも使う！

　そんな自問自答をしてしまった。

　ちなみにこの山一帯に人ひと払ばらいの結界をすでに張っているようで、普ふ通つうのヒトはここには足を踏ふみ入れることができない。むろん、異形も。

　──と、ようやく目的地である山荘が見えてきた。

　建てられたばかりの別荘は、屋や敷しきの様相を見せており──。

『おおっ』

　ついつい俺、ゼノヴィア、イリナは屋敷を見て、感かん嘆たんの声をあげてしまった。

　デカい！　現在の兵ひよう藤どう家ほどじゃないけど……それでも三階はあるぞ。広さもありそうだし、屋敷の横には倉庫もあるじゃないか。

　レイヴェルが屋敷の扉とびらに行くと、手を突つきだす。すると、扉に魔方陣が浮うかび上がり、「カチッ」という解かい錠じようの音が聞こえた。

　レイヴェルが言う。

「このお屋敷は、現状、イッセーさまとその眷けん属ぞくのみが解錠できるようになっていますわ。こうやって、手を突きだせば鍵かぎを開けることも閉めることもできます」

　説明を受けたところで、中に入る面々。

　一階のリビングで荷物を下ろし、食料を備え付けの冷蔵庫に入れていく。つーか、テレビといい、テーブルに椅い子すといい、家具一式もすでに揃そろってんだな……。

　グレモリーの関係者の皆さん、建設と家具の準備、本当にありがとうございます！

　部屋の割り当てを決めたあとで、屋敷をぐるりと見て回ってから、休きゆう憩けいを入れつつ、合宿の段取りを話し合った。

　各自、山でのトレーニングメニューを確かく認にんしたところで──。

「んじゃ、合宿開始ということで、夜まで自主練開始！」

『おおっ！』

　俺の号令のもと、合宿はスタートしたのだった。







　ということで、山での合宿が始まった。

　俺はとりあえず自分が買った山なんで、頂上でも目指そうと思い、装備を調ととのえてから、登山を開始した。

「俺も行きます」

「自分もお供致いたします」

　頂上には百鬼なきりとボーヴァが付き合ってくれた。

　山はそんなに高いわけでもなく、ひょいひょいと登っていく。まあ、足を踏み外してもドラゴンの翼つばさを生やして緊きん急きゆう回かい避ひすればいい。

　ボーヴァもサイズを小さくして、山を登っていた。

　俺が百鬼に問う。

「修しゆ験げん道どうで山を登るらしいけど、道なき道を登るんだろう？」

「ええ、崖がけに等しい岩肌とか登りますよ。鎖くさりを頼たよりに」

　百鬼はそう答えた。

　あー、テレビとかで見たことあるかも、鎖が打たれてある崖。

　という会話がありつつ、ひょいひょいと進んでいき、さほど時間もかからずに山を登り終える俺たち。百鬼も修行で慣れたものだった。ボーヴァも父親に幼い頃、山に放ほうり出されたことがあるようでこの手の道には慣れていた。

　頂上まで登って、雄ゆう大だいな光景に感動しつつ、周囲の環かん境きようを上から観察。

　ちょっと離はなれたところで聖なるオーラが飛び交かっていた。

　あれはゼノヴィアとイリナのコンビだな。二人で剣けんの打ち合いをしながら、試合までの最終調整をすると言っていた。

　さらに離れたところからは──強きよう烈れつな悪あく魔まのオーラを感じ取れる。

　あちらはビナー氏とロイガンさんだ。両者、共に思うところはあるようで、ロイガンさんの誘さそいにビナー氏が応じた格好だった。

　……ロイガン・ベルフェゴールさんは『番外のエキストラ悪魔・デーモン』のひとつ、ベルフェゴール家出身であり、元レーティングゲームのプロプレイヤーでランキング二位だったヒトだ。

　ウェーブがかかったピンク色の長ちよう髪はつと、頭部に二本の角が生えたグラマーな美女！

　ロイガンさんは『王者チヤンピオン』ディハウザー・ベリアルさんの次に高い成績を誇ほこっていた。

　ただし、ロイガンさんはゲームのルールに反するというか、公おおやけにされていないことをしていたため、地位を剝はく奪だつされ、ゲームへの参加はできなくなった。

　公にされていなかったこと──実は「悪魔の駒イーヴイル・ピース」には、『王キング』の駒が存在する。その駒の特性は、手に入れた者を単純に強化するというもの。ただ、その強化の度合いが逸いつ脱だつしたもので、少なくとも十倍から百倍は強くなれるというとんでもない代しろ物ものだった。

　それが広まってしまえば、政府に害意を持つ者や邪よこしまな考えを持つ者が出てしまうことを恐おそれて、「悪魔の駒イーヴイル・ピース」を創つくりだしたアジュカ・ベルゼブブさまも『王キング』の駒の製造を初期ロットで止めてしまった。

　ところが、その初期ロットのみ作った『王キング』の駒を、レーティングゲームを運営している上層部の悪魔たちが秘ひ密みつ裏りに回収しており、純血の上級悪魔の一部に供きよう与よしていたのだ。

　それがあって、自身の才能に伸のび悩なやんでいたロイガンさんは『王キング』の駒を手にして、魔王に匹ひつ敵てきする実力を得た。レーティングゲームでも連勝を重ねて、二位となったのだった。

　しかし、『王キング』の駒は『邪じや龍りゆう戦せん役えき』と呼ばれるリゼヴィムが起こした事件のときに冥めい界かいや他の勢力に公表され、その実在を多くのヒトに知られてしまった。

　その後、ロイガンさんは『王キング』の駒を返上し、最上級悪魔から上級悪魔に降格、ベルフェゴール家からも追放され、冥界で行われている通常のレーティングゲームへの参加資格も停止された。

　それでも、レーティングゲームのことが純じゆん粋すいに好きなロイガンさんは、諦あきらめきれず、国際大会への参加を決意した。

　国際大会なら、誰だれでも参加可能なこともあるし、大会で自分の戦う姿勢を公に見せることで、プロプレイヤーとして復帰できる可能性を見み出いだせるかもしれない。

　ロイガンさんが俺のもとに来たのは、俺が『Ｄ×Ｄデイーデイー』として活動しつつ、「おっぱいドラゴン」として冥界で人気を得ているからだ。俺のもとで戦えば、より復帰の可能性が高まると感じたからだろう。

　……あと、単純に俺に興味を抱いだいたとも言っていた。と、年下の男の子が好みらしい。

　ま、まあ、とても光栄なことだよな。元二位でありつつ、あれほどの美女に参加してもらえるなんてさ。

　それにロイガンさんは非常に情報通だ。俺たちしか知らないことも知っているし、俺たちが知らないことも仕入れてくる。

　元二位ということでレーティングゲームの知識も豊富だ。

　そういう点は俺やレイヴェルも重宝していた。

　ロイガンさんは、『王キング』の駒を返上したことで、実力は魔王クラスから生来のものになってしまったが、レーティングゲームで培つちかった技術は確かで、ベルフェゴール家の特性『裂さけ目』の能力は非常に強力だ。

　各神話体系でも実力者の一角である魔物の王テュポーンを大会の予選試合で相手にしても、スタミナ切れで倒たおれたものの、リタイヤまではしなかった。

　そのロイガンさんは、もっと自分の特性を見み極きわめたいため、うちのチームでも屈くつ指しの実力者ビナー氏と修行を始めた。

　二人とも、この機会を大いに利用したいんだろう。

　──と、山の頂上から見える修行風景はこんなものかな。

　あとは、別荘の近くでアーシア、レイヴェル、ロスヴァイセさん、エルメンヒルデが、共に魔力やら魔法やらのトレーニングをしているはずだ。それに眷属のルーキーであるイングヴィルドも参加している。

　……うん、イングヴィルドは気になるな。彼女は試合で使えるのかどうか力量を測らなくてはならない。

　そんなわけで、俺は百鬼とボーヴァに「下山しよう」と告げて、山を下りることにした。







　下山し、別荘付近まで戻もどってきた俺、百鬼、ボーヴァは、アーシア、レイヴェルたちのもとに足を運んだ。

　確か、話では小川の近くで練習していたはずだよな。

　林を抜ぬけて、川の近くに出たときだった。

　俺の視界に飛び込んできたのは──水でできた巨きよ大だいなドラゴン（東洋型の体が長いタイプ）が川から発生し、宙を泳ぐという現象だった。

　見れば川の近くで淡あわい薄うす紫むらさき色いろのオーラを全身にまとうイングヴィルドが、水のドラゴンを操あやつっているようだった。

　俺は静かにレイヴェルの横に立つと、レイヴェルが俺にぼそりと言う。

「……魔力の使い方を少し教えただけで、これを生み出しましたわ」

　付き合ってくれているロスヴァイセさんが言う。

「……天才、でしょうね。水の属性を中心にあらゆる属性の素養を発現させました。いま、応用の一例として、魔力を形にしたところです」

　おいおい、俺が山に行っている間に応用に入ったのかよ……。どんだけだ！

　アーシアとエルメンヒルデも固かた唾ずを吞のんでイングヴィルドの練習を見ていた。

　この合宿で、イングヴィルドはいろいろ覚えてくれそうだな。

　けど、心配事もある。

　俺はレイヴェルに訊きく。

「イングヴィルドは……次の試合には間に合わないよな？」

「はい、さすがに悪魔の力に目覚めたばかりで、神器セイクリツド・ギアの特性も安定して扱あつかえませんので。何よりも現状の実力と比べて、駒価値のコストが高すぎます」

　イングヴィルドは俺の『女王クイーン』の駒で眷けん属ぞく悪魔となった。

　レーティングゲームのとき、この各駒にかかる「コスト」という概がい念ねんが重要視される。

　レーティングゲームの元ネタとなった人間界のチェスに駒価値というものがあり、「悪魔の駒イーヴイル・ピース」もそれに倣ならっている。

『兵士ポーン』は価値１、『僧侶ビシヨツプ』と『騎士ナイト』は価値３、『戦車ルーク』は価値５、そして『女王クイーン』は価値９となる。

　眷属にする際、複数個の駒が必要だった者は消費した数だけの価値となる。俺はリアスの眷属に転生するとき、『兵士ポーン』の駒が８個必要だったため、価値も８となる。

　国際大会でもこれは重要で、大会用に設定された価値基準（大会では大たい概がいの者は『兵士ポーン』以外どの駒にも１枠わくで収まる。ただし、神クラスは２枠が必要になりやすい）をもとにチームを構成しなくてはならない。

　特に『兵士ポーン』の枠決めが非常に難しい。

　この大会基準の駒価値は、運営側が参加者向けに配信している専用のスマホアプリで対象を写メすることで測れる。

　先日、イングヴィルドの大会での駒価値（『兵士ポーン』換算）を調べたところ──７という大きな数字が出てきた。

　７という数字はデカい。コストが大きすぎるということだ。大会では、本来の駒の役割に準ずることなく、好きな位置にメンバーを配置できる（眷属として『騎士ナイト』でも、大会では『戦車ルーク』などに配置できる）のだが……『兵士ポーン』にした場合、ほぼその枠を７という数字で埋うめ尽つくす。

　ったく、大会基準でこれなのだから、そりゃ俺の「悪魔の駒イーヴイル・ピース」も『女王クイーン』の駒が必要になるよな……。

　俺が言う。

「アプリのあの数字、才能も込みってことかな？」

「だと思いますわ。新規神滅具ロンギヌスと、イングヴィルドさまのレヴィアタンとしての血と才能がその数字を出したのだと思います」

　レイヴェルはそう答えた。

　うーむ、レイヴェルが「現状の実力と比べて、駒価値のコストが高すぎる」と言うわけだな。才能があっても、強くさせるには時間が圧あつ倒とう的に足りない。

　俺が言う。

「俺も駒価値８として、フェニックス家──レイヴェルたちとの戦いのときはぶっつけ本番で臨のぞんだけど……そのときとは状じよう況きようが違ちがうもんな」

　あの頃ころのグレモリー眷属は、俺、リアス、朱乃さん、小猫ちゃん、アーシア、木き場ばしかいない状況だった。未熟な俺でも戦力として重宝されるわけだ。

　レイヴェルが言う。

「はい、当時のリアスさまのご眷属は完全ではありませんでしたから、実力不足のイッセーさまも参加せざるを得ませんでした」

　ギャスパーが神器セイクリツド・ギアを扱えずに封ふう印いん状態だったからな。いまからは想像もできないぐらいに当時の俺たちは戦力が足りなかった。

　レイヴェルが続ける。

「イングヴィルドさまの神器セイクリツド・ギアに関しましても不安材料が多いのはイッセーさまもご存じですわね？」

「ああ、あの特性が現時点で相手を選ばないんじゃ、とてもじゃないが、ゲームでは使えないな。クロウ・クルワッハを止められたとしても、同時に俺やボーヴァ、百鬼の動きも止まっちまうってことだからな」

　そう、イングヴィルドはまだ全然神器セイクリツド・ギアの特性を制せい御ぎよしきれていない。

　歌の効果も相手を選べず、一方的にドラゴンを無力化してしまう。リアスチームの強敵であるクロウ・クルワッハを止めようにも、俺まで無力化されちゃ、話にならない。

　ただし、録音した歌声には現状で能力は表れない。

　ロスヴァイセさんが言う。

「ただ……イングヴィルドさんに関しまして、オーラの総量だけでも、測ったのですが……すでに魔ま王おうクラスかそれ以上だと計測されてまして……。魔力操作の才能から鑑かんがみましても、魔王レヴィアタンの特性を扱えるようになったときの実力がどれほどのものになるか想像もつきません。この水のドラゴンも無意識にこの形にしたようです」

　──っ！

　オーラの総量が、魔王クラス以上かよ！　この時点で!?

　……お、俺、本当にとんでもない娘こを眷属にしちまったんだな。

　……リアスも赤龍帝の俺を拾ったとき、こんな気持ちだったのだろうか？　いや、俺は魔王クラスの才能なんてなかったけどさ……。

　俺が水のドラゴンを操るイングヴィルドを見ながら言う。

「女版ヴァーリって具合の才能ってことか……。真の魔王の血筋って、やっぱり、半はん端ぱじゃないんだな」

　真の魔王レヴィアタンの特性──「掉とう尾びの海かい蛇じや龍りゆう」というものだ。極めれば人間界の海を支配し、大量の水を引き寄せ、都市を丸々水すい没ぼつさせることもできるとかなんとか。

　あと、蛇型の細長いドラゴンの姿にもなれるというが……。

　イングヴィルドが魔力で無意識に発現させているという水のドラゴンが、その片へん鱗りんを見せてくれる。

　身に宿す神滅具ロンギヌスといい、イングヴィルドは水とドラゴンに関連する異能を中心に能力を伸のばしそうだな。

　俺はレイヴェルに言う。

「次の試合にイングヴィルドを出すか出さないかを決める合宿でもあったけど、結論は出そうだな」

「では？」

「ああ、リアスチームとの試合には出さない。今回の合宿はイングヴィルドの能力を見ることにする。ま、中ちゆう途と半端に起用して神器セイクリツド・ギアが暴発したら、俺と百鬼とボーヴァが戦えなくなりそうだからな」

　それを受けて、百鬼とボーヴァも「歌を聴きいて戦えなくなるのは困りますね」「確かに」とうなずいていた。

　これにレイヴェルが「わかりました」と応じながらもこうも言う。

「実はイッセーさま、こういうものがグレモリー側から届きまして……」

　レイヴェルは手元から小型魔ま方ほう陣じんを発生させ、そこから書類を出現させる。

　手て渡わたされた書類を見て、俺は──なんとも言えない表情になるしかなかった。

　恐おそる恐る俺が問う。

「……こ、これ、やるの？」

「やってほしいとのことです。準備は調ととのえておくと」

　レイヴェルがそう告げてきた。

　……マジか！　ったく、グレモリーはこっち方面で財政を潤うるおす気かよ！

　レイヴェルが言う。

「あとで、アーシアさまを説得しなければなりませんね」

　俺は額に手をやりながら、アーシアのほうに視線を送った。

　俺の視線に気づいたアーシアちゃんは、怪け訝げんそうに首をかわいく傾かしげていたが……。

　……ま、まあ、これも込みで合宿はいろいろとやっていこうと思う。

　──と、思し慮りよしていると、イングヴィルドが操っていた水のドラゴンの形が崩くずれ、ただの水となって川に降り注いでしまった。

　どうしたのだろうか、皆みなが心配するなか、イングヴィルドは「ふわ～っ」とあくびをひとつした。

「……眠ねむい」

　そう目をこすりながら言うイングヴィルドだった。

　イングヴィルドは結構寝ねる娘で、目を離はなすと寝ていることが多い。悪魔の仕事をしているときも、駒王学園の授業中でも、いつの間にか、寝てしまうのだ。

　悪魔の特有の「眠りの病」によるものだということだが……。そのまま、再び永い眠りについたら、怖こわいと感じてしまうよね。

　ただ、いまのところ、永い眠りの兆候はまったく見られないそうだ。

　俺は書類をレイヴェルに返してから、イングヴィルドと仲間たちに言う。

「一いつ旦たん、休きゆう憩けいしてそのあとは夜までもう一回特訓だな」

『はいっ！』

　とりあえず、俺たちはこの場にいるメンバーのみでおやつタイムとなった。

　合宿の特訓はその後も続いていった。




　　　　─○●○─




『いただきまーす』

　合宿三日目の朝。

　皆で集まって朝食タイム。

　合宿で体を動かしているためか、皆、朝から結構ガツガツ食べる。

　メニューは和風、洋風、冥めい界かい風とバラエティに富んでいた。食事はアーシア、レイヴェル、ロスヴァイセさん、ビナー氏、ロイガンさんが主に作ってくれた。

　ビナー氏は……正体が正体なのでやはり料理は上手で、ロイガンさんは貴族だけど趣しゆ味みのひとつが料理研究だったおかげで、いろいろな冥界料理を堪たん能のうさせてもらった。

　肉と魚料理を中心にタンパク質は多めに用いられており、フルーツなどのデザートも完備。

　米もパンも消費量はバカにならなかったが、それでも食べるのもトレーニングのひとつなので、皆、遠えん慮りよなくガツガツ食べた。

　ゼノヴィアなんて朝から丼どんぶりで五杯はいは食べる。百鬼もすごくて、鶏とりのササミを合宿中に何キロ食べたかわからないほどだ。

　まあ、一番よく食べるのは巨きよ体たいを持つドラゴンのボーヴァだったが、ボーヴァ用に別べつ枠わくで食料を用意してあったので、それで合宿中は間に合う計算だ。

「必要カロリー分は絶対に食べてくださいね」

　レイヴェルの言葉に皆が『はーい』と答えていた。

　ご飯を食べたら、ひと休み後に午前の特訓開始となる。

　俺も食後に休んでから、出かける準備を調え、山を登っていく。

　さて、メンバーの合宿での特訓内容だが──。

　主にオフェンス組──ゼノヴィア、イリナ、百鬼、ボーヴァは山や森を舞ぶ台たいに模も擬ぎ戦をしながら、練習を重ねていた。基本、ゼノヴィア＆イリナ、百鬼＆ボーヴァだが、その組み合わせを越こえて実戦もしている。

　魔力、魔法、術を主にするアーシア、レイヴェル、ロスヴァイセさん、エルメンヒルデ、イングヴィルドは、互たがいにフォローしながら、魔力、魔法力を高め、技術向上を目指した。

　ビナー氏とロイガンさんは初日と同様のまま、二人で手合わせをしている。

　俺の特訓はというと、山で一人、鎧よろい状態になり、そのまま静かにどれだけ長く変身し続けていられるかという、ある意味でスタミナの調整と向上だった。

　疑ぎ似じ龍りゆう神じん化は、強力無比で神クラスでさえ相手にできる。けど、体力の維い持じとスタミナの激しい消しよう耗もう具合はいまだ課題のままだ。

　それを少しでも引き上げるため、静かに黙もく々もくと鎧状態を維持し続ける特訓に入っていた。

　あと、顕けん現げんさせたドライグを長く保もたせる方法も模も索さくしている。こちらは瞑めい想そうしつつ、己おのれの内側──神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに潜もぐって、ドライグと協議していた。

　とにかく、俺の龍神化とドライグ顕現を長く保たせるようになるだけで戦力はかなりの強化になる。

　特に後者だ。ドライグの顕現は次の試合でも、この大会自体──いや、普ふ段だんの戦せん闘とうでも重要だ。一秒でも長くできれば、それに越したことはない。

　一見、地味だけど、こういう小さな積み重ねが大切だって、アザゼル先生もタンニーンのおっさんも言っていたからな。もとより、チョー弱い普通の高校生からスタートした俺なんで、積み重ねの修しゆ行ぎようには慣れてる。

　一年半前にも特訓で、リアスに言われたさ。俺の力は基き礎そが大事。『一』が『二』になるだけで、状況はまったく変わる。始まりの数字が高ければ高いほど、増大していく力も大きいと。

　あのときにキミに言われたこと、いまでも俺の根底にあるよ、リアス。

　そういう特訓をしつつも、最終日は皆と合流して、俺も模擬戦をする予定になっていた。

　まあ、ぶっちゃけ、普段からしている練習と変わらないといえば変わらないんだが、いつもの真っ白で広大な修行空間で行うよりも、全員できちんと集まって、寝しん食しよくも共にしつつ特訓するってのは重要かなってね。

　その日も山での特訓を終えた俺は下山し、別べつ荘そうに向かった。

　今日は大事な日でもあるんだよな。そう、大会の第二試合が行われる！

　──サイラオーグさんの試合だ！

　それを知っている俺たちは、練習を程ほどよく切り上げて、別荘のリビングに集つどった。

　冥界の番組も映せるというテレビの前に集い、皆で試合が始まるのを待った。

「さて、サイラオーグさんの試合か……」

　すでにアナウンサーが、いろいろと解説を始めていた。

　舞台はバアル領にある「バアル・スタジアム」だ。

　試合開始を待つなかで、ゼノヴィアは心配を口にした。

「本戦の試合はフィールドの状態が心配だな。神々の戦いをこのゲームフィールドでやるのは少々無む茶ちやなのではないかと思えたぞ」

　レイヴェルが言う。

「なんでも、何重にも結界を張り巡めぐらせているので、仮にフィールドが壊こわれても、真っ白な空間で戦いの続行はできると説明されてますわ」

　という会話がありつつも、試合は開始されていく。

　司会と解説者がマイクを震ふるわせる。

《さあ、大王家次期当主サイラオーグ・バアル選手を『王キング』とする「紫金のインペリアル獅子王・パーピユア」チームと、シューティング・スター選手を『王キング』とする「シューティング・スター」チームの一戦が始まりますッ！》

《「若手四王ルーキーズ・フオー」の一角と、謎なぞの新しん鋭えいのカード！　これは楽しみですね！》

　ゲームのフィールドは、人間界の海を参考にしたものだった。海面が多い造りだが、島も多い。

　こういうフィールドだと、戦うのは主に海面の上か、どこかの島になるだろうけど、島から島に移る際に目立つから、移動はリスク高めだろうな。

《ゲームスタート！》

　審判アービター役が開始を告げて、ゲームは開始された。

　最初は転移直後の本ほん陣じんで、どちらのチームも作戦タイムだろうな。

　皆が試合を見守るなかで、レイヴェルが言う。

「普通に考えればバアルチームのほうが優勢ですわ」

　サイラオーグさんのチームは、自身の眷けん属ぞくにプラスして、母違ちがいの弟さんの眷属も起用しており、場合によってメンバーを入れ替かえて大会に臨のぞんでいた。

　ここに本戦トーナメントから、大公アガレス家の次期当主シーグヴァイラ・アガレスさんも協力して、眷属を助力させることになり、サイラオーグさんのチームは入れ替え用の人員が、かなり豊富となっていた。

　という前提があるなかで、ロスヴァイセさんが静かに言う。

「けれど、大番ジヤイアン狂わせト・キリングも起こるのがこの大会……」

　そう、サイラオーグさんの相手チームはまさにそれで予選後半から、勝ち進み、本戦まで残ったチームだった。

　──と、そのときだった！

　とある島から、突とつ如じよ、莫ばく大だいな光量が発生して──。

　フィールドに凄すさまじいまでの極大のオーラ砲ほう撃げきが、放たれはじめるっ！　魔ま王おう……いや、神クラスのオーラ砲撃と比べても遜そん色しよくがないほどの質量と規模の攻こう撃げきが、一直線に放たれたと思ったら……今度はその砲撃が放たれたまま、横に薙なぎ払はらうように角度を変えていく！

　この攻撃、覚えがある！

　ビナー氏が言った。

「うちのチームが、対シトリー戦の開始直後に放った一撃と少し似てますね」

　そう！　俺もそれを思いだしてた！　予選でソーナ・シトリー先せん輩ぱいのチームと当たったとき、俺はレイヴェルの作戦で出だしから、疑似龍神化の∞インフイニテイ・ブラスターを相手陣営があるであろう方角に向けて放ち、前方にあるものすべてを消し去った。

　海のフィールドを駆かけ抜ぬけるほどのこの一撃は……おそらく、「シューティング・スター」チームの『王キング』、シューティング・スター選手が放ったものだろう。

　シューティング・スター選手は、新規神滅具ロンギヌス──『星砕剣とスター・バスター・星穿銃スター・ブラスター』を持つ。長ちよう剣けんと小銃ライフルで一対ついの神器セイクリツド・ギア。

　そこから放たれる一撃は、禁バランス・手ブレイカーにならずとも神クラス（非戦闘系）をも吹ふっ飛ばす超ちよう高こう威い力りよくのもの！

　いまのは神器セイクリツド・ギアの小銃ライフルから放たれたものだろう。予選の試合を映した記録映像で見たことがある。

　フィールドを映す映像に切り替わるが──。

　海面に点在していた島のいくつかが、いまの一撃で丸ごと吹き飛んでやがるっ！　なんて威力だ！　禁バランス・手ブレイカーでもないのにこの威力！　どうなってんだよ、新規神滅具ロンギヌスってのはよ！

　いきなりの砲撃があったあとでアナウンスがされる。

《「紫金のインペリアル獅子王・パーピユア」チームの『僧侶ビシヨツプ』、『兵士ポーン』、一名ずつリタイヤ》

　──っ！

　……サイラオーグさんのチームが、出だしから二名取られたか！　不意打ちに近い一発だったから、逃にげられないメンバーがいたのだろう。

　映像には空を飛んでいるサイラオーグさんと、そのメンバーが映り、素す早ばやく健在の島に降りていった。スタート時にいた島はさっきので丸ごと吹き飛んだだろうからな。

　レイヴェルが言う。

「あの砲撃が試合のうちにどれだけ撃うてるかわかりませんが、サイラオーグさまのチームにとって、ひとつの島に長い時間、身を置くのは自殺行こう為いですわね」

　その通りだ。サイラオーグさんのチームには、シューティング・スター選手ほどの超絶な砲撃を撃てる者はいない。砲撃合戦は無理ということだ。

　しかも、他ほかの島に移動したのを「シューティング・スター」チームも把は握あくしているだろう。

　長居すれば、またあれを撃ち込まれる──。

　それを互いにわかっているのか、両チームに動きがあり、サイラオーグさんのチームは──メンバー全員が翼つばさを広げ、散開しながら島より飛び立っていく。

　他のメンバーが二人ないし三人で組んで飛び立つなかで、サイラオーグさんは──獅し子しの鎧姿のまま単独で飛び出していった！

　本戦からは、複雑なルールはなしで、『王キング』を取れば勝ちとなる。

　サイラオーグさんの行動は、「俺を撃ってみろ！」と言わんばかりの挑ちよう発はつだった！

　自殺行為にも等しいが、サイラオーグさんらしいともいえる！

　刹せつ那な！　再びあのどデカい規模のオーラ砲撃が、サイラオーグさんに向かって放たれた！

　あれほどの威力、直撃すれば、いくらサイラオーグさんでも致ち命めい傷しようは免まぬかれない！

　サイラオーグさんは、海中に潜っていく！　なるほど、海の中なら、動きが察知しにくいか！

　オーラ砲撃も海中のサイラオーグさんに向かって放たれ、海を割らんばかりに水面を荒あれさせるが、リタイヤ報告は一いつ切さい聞こえてこない。

　そのうちに砲撃が止やみ、サイラオーグさんは次の島にたどり着き、確実に相手チームと距きよ離りを縮めていく。

　その間にも、散り散りになったサイラオーグさんチームのメンバーも他の島にたどり着いていた。

　サイラオーグさん自身が囮おとりになり、全員で相手チームに近づく戦術！

　あまりに大だい胆たんで強ごう引いんで危険だが……サイラオーグさんがやるんじゃ、文句もねぇ！

　このヒトらしいとしか言えないからな！

　そんなことを数度繰くり返していくなかで、ついにサイラオーグさんと、そのチームメンバーは、「シューティング・スター」チームがいるであろう島にたどり着き、本格的な戦闘が開始された！

　そこで見せつけられたのは──新鋭のチーム、「シューティング・スター」のメンバーたちの異様なまでの力だった！

「シューティング・スター」の『戦車ルーク』である３メートルはある巨きよ体たいの選手（下級悪魔の出身という）は、島にある山の一部を剛ごう力りき……いや、怪かい力りきで持ち上げて、サイラオーグさんのチームの『戦車ルーク』に向けて投げていった！

「シューティング・スター」チームの『戦車ルーク』が見せた驚おどろくべき怪力にうちのチームメンバーも驚きよう愕がくしていた。

「うわっ。すごい力じゃないの！」

「いま持ち上げたものは、小山ぐらいはあったぞ。どんな筋肉をしているんだ」

　イリナもゼノヴィアもうなっていた。

　ロスヴァイセさんは、「シューティング・スター」チームの『僧侶ビシヨツプ』に注目していた。

　名もなき魔術師の家を出自に持つ魔法使いの『僧侶ビシヨツプ』は、炎ほのおの球と、氷の槍やりという攻撃魔法としては基き礎そ中の基礎をあり得ない出力で放っていた。

　撃ちだした炎の球は、島の大半を覆おおい尽つくさんばかりの大きさを誇ほこり、放った氷の槍は千を余よ裕ゆうで超こえる。

　サイラオーグさんのチームメンバーは、大出力で放たれる魔法に四苦八苦していた。

　あまりの出力ぶりにこの場にいる大半の者が、口をポカンと開けるしかなかった。

　ロスヴァイセさんが興奮しながら言う。

「こちらの魔法使いの術式も、簡素な割に放出される魔法力の質量が桁けた違ちがいなせいで、威力がおかしなことになってますね！」

「これ、普ふ通つうの魔法の術式ですよね？」

　俺が問うと、ロスヴァイセさんが答える。

「はい、炎の球も氷の槍も、基本的な属性魔法です。おそらく、術者の持つ膨ぼう大だいな魔法力、オーラの類たぐいで基礎の魔法を異様な規模で繰り出しています」

　レイヴェルが言う。

「……この魔法使いの方は、噂うわさでは基礎の魔法しか扱あつかえないそうです。技能に関する才能はなかったようでして……。ただし──」

　身に宿す魔法力とオーラが異常なまでに多かったってことか。

　もう一人、凄まじい活かつ躍やくを見せる「シューティング・スター」チームの者がいた。『騎士ナイト』の細身の男性だ。

　その動きは、神速を超えたもので、サイラオーグさんのチームメンバーは誰だれ一人ひとりとて、その『騎士ナイト』の速度についてこられない。

　というよりも、映像も追うことができず、その選手は音もなく消えては、かなり離はなれた位置に一いつ瞬しゆんで現れるということを何度も繰り返し、一度もサイラオーグさんのチームメンバーによる攻撃を受けていない。すべて躱かわしきっていた。

　──その『騎士ナイト』の足は速い、速すぎる！

　映像だけでしかわからないけど、俺の目でも駆けだした瞬間がわからなかったぞ！

「シューティング・スター」チームは、そのようなメンバーばかりで、バカげた怪力の一点突とつ破ぱ、基礎の魔法を大出力で撃つ、神速を超えた足の持ち主と、一芸に特化したメンバーばかりだ。

「……本当、いままで彼らが無名だったのが不思議なぐらいね」

　イリナがそうつぶやいていた。

　情報通のロイガンさんが言う。

「彼ら、一芸に秀ひいでたものの、各勢力でくすぶっていたヒトたちだったようよ。位を持たない者、生まれた家の地位が低かった者……。小山を持つほどに怪力の彼も、下級悪魔の生まれのせいか、まともな学校にも通えず、荒れ地の岩を片付ける仕事に従事していたって聞いたわ。他の選手も似たような境きよう遇ぐうばかり。それを『王キング』のシューティング・スターってヒトが、大会開かい催さいを受けて、スカウトしたそうなの」

　──あんたのその能力は本当にすげえ！　俺と大会に出よう！　そこで有名になって、うまい飯がたらふく食える生活を手に入れようぜ！

　シューティング・スター選手は、そう選手たちを口説いてチームに引き入れた。

　生まれてこの方、まともに褒ほめられたことがなかった「シューティング・スター」チームの選手たちは、彼の一言に夢を見み出いだし、大会に参加したというのだ。

　そして、まったく知られていなかった才能が、レーティングゲーム国際大会の本戦で暴れ回っている。

　彼らを集め、指揮しているシューティング・スターは、ちょうどいま、サイラオーグさんの前に立っていた。

　仲間たちが戦ってる島から、ちょっと離れた別の島で両チームの『王キング』が相まみえる。

　テンガロンハットを被かぶり、カウボーイの格好をした、二十代後半ほどの男性。右手に長剣を、左手に小しよう銃じゆうを持つ。

　それがシューティング・スターという男だった。

　話では、悪あく魔まを祖に持つ魔法使いの家系とのことだ。悪魔の血は大分薄うすまっているようだが、彼の体に発現したのは……新規の『神をも滅ほろぼす具現』だった。

　シューティング・スターが、サイラオーグさんに長剣を振ふるいながら言う。

『あんたと正面を切って、一対一で戦えたらいいなって思ってたんだ！』

　避よけながら、拳こぶしを打ち放つサイラオーグさん。

『ふふっ、そう言う割には、いきなりその銃の神器セイクリツド・ギアの砲ほう撃げきで、俺を仕留めようとしたではないか』

『ハハハ！　そりゃ、勝たなきゃな！　勝たなきゃ意味がねぇっ！』

　シューティング・スターが放つ剣をまともに受けるサイラオーグさんだったが、容易にその獅子の鎧よろいを砕くだかれてしまう！　インパクトの瞬間、空気が震ふるえ、島すらも揺ゆれたのがわかった！　なんて威力だっ！

　闘とう気きに包まれた鎧をあんなに軽く壊こわすなんて！

　サイラオーグさんは鎧を修復しながらも、蹴けりを繰り出す。

『とんでもない威力だっ！　直撃すれば俺でも敵かなわんなっ！』

　シューティング・スターが隙すきを見て、小銃からあり得ない規模のオーラ砲撃を放つ！

　サイラオーグさんは身をひねって避ける。的を外したオーラ砲撃は、後方にある島の山を一瞬で消し飛ばしてしまった！

　軽く小銃から放った一発でも、山が消し飛ぶ！

　剣けんの威力といい、小銃のあの砲撃といい、攻こう撃げき力という点では逸いつ脱だつしたものを見せている！　しかも、禁バランス・手ブレイカーじゃないんだろう!?

　シューティング・スターが剣を振るい続けながら言った。

『俺にはなんの才能もねぇッ！　この剣と銃だけしかねぇッ！　負ければ俺は、俺たちは──クズだッ！　だから、後退なんてできねぇっ！　身分も、後ろ盾だてもねぇ俺らは、この一芸だけでのし上がらないといけねぇんだッ！』

　──っ。

　……その一言に俺は思うところがあった。

　まるで……サイラオーグさんのようなことを口にしているからだ。

　──俺には肉体これしかなかった。だから、負ければ全部失う。ここまで積み上げてきたものが崩くずれるだろう。家が持つ『消しよう滅めつ』の魔力を受け継つげなかった俺にとって、勝ち続けることこそが唯ゆい一いつの道だった。

　サイラオーグさんの語ったことを俺は頭で反はん芻すうしていた。

　それはサイラオーグさんも同じだったようで、感じ入るような表情となっていた。

　サイラオーグさんが覚かく悟ごを決めた顔となる。

『その一芸だけで、この苛か烈れつな大会を勝ち進んできた。シューティング・スターよ、俺はおまえに敬意を払はらう！　レグルスッッ！　解き放つぞッ！』

『ハッ！』

　その瞬間、サイラオーグさんの全身から、黄こ金がね色いろを帯びた紫むらさき色いろの闘気が放たれた！

　サイラオーグさんは胸の獅子と共に呪じゆ文もんを口にする。

『──此この身、此の魂こん魄ぱくが幾いく千せんと千せん尋じんに堕おちようとも！』

『我と我が王は、此の身、此の魂魄が尽きるまで幾万と王道を駆かけ上がるッッ！』

　獅子王の黄金の鎧が、攻撃のフォルムに変化していくッ！

『唸うなれ！　誇れ！　屠ほふれ！　そして、輝かがやけッ！』

『此の身が魔なる獣けものであれどッ！』

『我が拳に宿れ、光こう輝きの王おう威いよッ！』

　島の周辺一帯は高まった闘気の余波で吹ふき飛び、サイラオーグさんの足場は抉えぐれに抉れて、クレーターと化す。

　地は裂さけ、空気は震え、モニターの映像は大いに乱れ、フィールド全体が揺れ動くほどの衝しよう撃げきが生じていくっ！

　そのなかで、サイラオーグさんとレグルスは最後の一節を読み上げるッ！

『『覇ブレイクダウン獣・ザ・ビースト、解クライ放ムオーバーァァァァァアアアアアアッッ！』』

　極大なる闘気が弾はじける！　そこに現れたのは、尋じん常じようではない闘気を放ちながら紫し金きんの鎧をまとったサイラオーグさんだ！

　これは『覇ブレイクダウン獣・ザ・ビースト』と呼ばれる現象だ。俺の暴走状態だった『覇ジヤガーノー龍ト・ドライブ』と同類のものだが、サイラオーグさんは修練の果てに一時的に解放できるようになった。

　むろん、リスクは強く、この形態が続けば続くほど命の危険性が高まる。

『覇ブレイクダウン獣・ザ・ビースト』形態となったサイラオーグさんがシューティング・スターに言う。

『撃うってみろ。剣でもいい、銃でもいい。俺に撃ってみせろッ！』

　サイラオーグさんの挑ちよう発はつを受け入れ、シューティング・スターが剣を振るう！

　しかし、その剣はサイラオーグさんの肩かた口ぐちに直撃したものの──衝撃の余波を周りに及およぼすだけで、サイラオーグさん本人にはダメージそのものを与あたえることができなかった。

　いや、それでも鎧の肩部分にヒビは入った！　やはり、シューティング・スターの神滅具ロンギヌスの威い力りよくは群を抜ぬいてる！

『クソッ！』

　シューティング・スターは一いつ旦たん後方に飛び退のき、今度は小銃から莫ばく大だいなオーラ砲撃を撃ち放つ！　サイラオーグさんは右の拳に極大の闘気をまとわせて──向かってくるオーラ砲撃を上方に弾いてしまう！

　弾かれたオーラ砲撃は、空中高く、フィールドの天てん井じようにぶち当たり、フィールド全域を震わせていた。

　この形態のサイラオーグさんならば、シューティング・スターのバカげた威力の神滅具ロンギヌスでもいなせることが可能となった。

　そうして、程ほどなくしてサイラオーグさんとシューティング・スターの戦いは──サイラオーグさんの拳ひとつで覆くつがえる。

　隙を見て腹部に入れたサイラオーグさんの拳は、シューティング・スターに大ダメージを与え、その場で膝ひざを突つかせたのだ。

　苦く悶もんの表情となっているシューティング・スター。サイラオーグさんの拳は一撃を受ければ、認にん識しきが塗ぬり替かえられるほどの衝撃を覚える。体の深しん奥おうにまで届く拳は、一発受ければ心身に多大なダメージをもらう。

　しかし、シューティング・スターは苦悶しながらも笑えみも浮うかべていた。

『……こ、これが、サイラオーグ・バアルのパンチか……。……あんたの試合、「おっぱいドラゴン」との戦いから、ずっと憧あこがれだったんだ……。俺も……いや、俺たちは、あんな試合がしてぇって……毎夜語り合って……ここに来たんだ』

　顔面に汗あせを噴ふきだしながらもシューティング・スターは立ち上がる。

　サイラオーグさんが言う。

『……それは光栄なことだ。だが、おまえたちはベストコンディションではないな？　この本戦に来るまでの予選で溜ため込んだダメージを解消できずに試合に臨のぞんでいる』

『そんなの重々承知ってな！　一歩でも進めりゃいいっ！　いや、体が保もつ限り、半歩でも進めりゃ、俺たちにとっちゃめっけもんッ！　そういう生き方でここまで来たッ！』

　そう叫さけびながら攻撃を繰くり出すシューティング・スター。

　見ていたレイヴェルも言う。

「そうです。『シューティング・スター』チームは、バックアップしてくれる者たちが、いません。大会運営サイドがある程度のサポートをしてくれますが……おそらく、本戦に来たチームで唯一試合後のケアが完全に出来ていなかったチームです。ゆえに限界は訪おとずれますわ」

　レイヴェルが言うように、他ほかの戦せん闘とうの様子を映した映像では、「シューティング・スター」チームの選手たちが、スタミナ切れか、息を激しくあげて、徐じよ々じよにサイラオーグさんのチームに押されていく様が見られた。

　怪かい力りきを誇ほこった『戦車ルーク』の悪魔も、膨ぼう大だいな魔法力を持った魔法使いの『僧侶ビシヨツプ』も、神速を超こえた速度を見せた『騎士ナイト』も、特化していた一芸が鈍にぶり出し、サイラオーグさんのチームメンバーの攻撃をまともに受け出していた。

　後ろ盾が十分ではない彼らは、予選をくぐり抜けてきたダメージをケアできていなかったのだ──。

　そして──。

《「シューティング・スター」チームの『僧侶ビシヨツプ』、『騎士ナイト』一名ずつ、『兵士ポーン』二名リタイヤ》

　徐々に確実に「シューティング・スター」チームは崩ほう壊かいを始めていた。

『王キング』と『王キング』の戦いも決着を迎むかえようとしていた。

　あれだけの威力の攻撃をしていたシューティング・スターだったが、長剣はオーラを消失させ、小銃からも砲撃が出せなくなっていた。

　完全なスタミナ切れだった。

　スタミナ勝負となった場合にサイラオーグさんが相手では非常に分が悪いだろう。

『まだまだぁぁぁぁぁぁああああああああああああああッッ！』

　息を切らしながらも、それでも真っ正面から向かってくるシューティング・スターにサイラオーグさんは最後まで付き合った。

　だが、それも限界を迎える。

　パァンッ。

　小気味の良い音が、映像から聞こえてくる。サイラオーグさんの拳が、シューティング・スターの顔面に食い込んだのだ。

　一いつ拍ぱくおいて、顔面の穴という穴から血を噴きだしたシューティング・スターが、地面にくずおれていく。

　地面に倒たおれ込んだシューティング・スターはリタイヤの光に包まれていくなかで、こうサイラオーグさんに訊きいた。

『…………なぁ、俺たち……あんたや……「おっぱいドラゴン」になれっかな？　……あんたや「おっぱいドラゴン」みてぇに……認めてもらえっかな？』

　サイラオーグさんは身を屈かがめ、シューティング・スターの手を取り、笑みを見せてこう言った。

『おまえたちがこの大会で見せたことは絶対に無む駄だにならん。──よく戦った』

　その一言を聞いて、シューティング・スターは──満足そうな笑みを浮かべて、リタイヤの光に消えていった。

　そのすぐあとにアナウンスがされる。

《「シューティング・スター」チームの『王キング』、リタイヤ。よって、この試合は「紫金のインペリアル獅子王・パーピユア」チームの勝利です！》

　レーティングゲーム国際大会本戦の第二試合、サイラオーグさんのチームの勝利で幕を閉じたのだった──。




　　　　─○●○─




　サイラオーグさんの試合が終わり、仲間たちとの感想を交かわしたあとで、その日は解散となった。

　夕食後、今後のミーティングをしてから、それぞれの時間となった。

　俺は別べつ荘そうの大浴場に向かい、体を洗ったあとで大きな風ふ呂ろに入った。

　……ああ、クソ。さっきの戦い、いい試合だったな。

　戦術とか戦略とか、そういうタクティクスがメインの戦いじゃなかったけど、両チーム共に真っ直すぐに向かっていったせいか、わかりやすく、心にガツンときた。

　テンションが高まって仕方なかったよ。

　とはいえ、冷静にならなければならない。特に仲間──リアスやグレモリー眷けん属ぞくとの戦いなんだからな。互たがいに理解しあってる仲だからこそ、クールになって試合に臨まないとね。

　あー、でも、その前にリアスと約束していることがあったんだよな。合宿から帰ったら、まずはそれの準備に──。

「もうすぐ、リアスとデートをするそうですね」

　ふいにそのような言葉が投げかけられる！

　振ふり向けば、いつの間にか、風呂に入っている銀ぎん髪ぱつの美女がいた！　長く麗うるわしい銀色の髪かみを束ねて上にあげているその美女は……グレイフィアさんだった！　グラマラスな肢し体たいに目が行ってしまうぜ！

　この方は魔ま王おうサーゼクス・ルシファーさまの『女王クイーン』であり、その奥さまでもあって、リアスのお義姉ねえさんにも当たる。

　なぜ、そのグレイフィアさんがここにいるかというと……。

　グレイフィアさんは途と端たんに魔力で見た目をいつもの二十代から、十代後半のものに変化させ、美女から美少女となった。

「こちらのほうがいいかしら？」

　銀髪の少女となったグレイフィアさんは、龍りゆうの仮面を取り出してそれを被かぶろうとする。

　そう、「[image: ]誠の赤龍帝」チームの『女王クイーン』枠わくとして参戦してくれているビナー・レスザン氏の正体が──グレイフィアさんなのだ。

　これはチーム内で俺とレイヴェルだけは知っており……リアスも気づいている様子だった。

　レーティングゲーム国際大会が開かい催さいされて、俺がリアスとは別のチームで参戦を表明してすぐにグレイフィアさんが俺のもとに来て、『女王クイーン』枠として参加すると申し出てきた。

　俺が言う。

「……デートのこと、知っていたんですね」

「一応、グレモリーのメイドですもの。あの子のスケジュールはわかるわ」

　そこまで言いつつも、グレイフィアさんはこうも口にする。

「……とはいえ、いまはあの家を半ば飛び出しているようなものだけれど……」

　グレイフィアさんは今回の大会参戦について、正式にグレモリーからの承認を取っていないようだった。グレモリーでのメイドのお仕事は、きちんとこなしている上での隠かくれて参戦のようだが……。

　けど、一度、大会の予選で龍の仮面が取れてしまい、公おおやけにその顔をさらしているのでわかるヒトは知ってしまったと思う。

　リアスのご両親──グレモリー現当主夫妻も、多くは語らないけど、すでに知っていると思う。

　そして、グレイフィアさんは見た目を十代に変え、偽ぎ名めいを使い、仮面をも被って参戦する理由を俺にも話してくれていた。

　──あなたを魔王にするわ。

　グレイフィアさんは、そう語ったのだった。

　現在、四大魔王のうち、ルシファーさま、レヴィアタンさま、アスモデウスさまのお三方は、黙もく示し録ろくに記された伝説の生物──トライヘキサとの永い戦いを果たすため、隔かく離り結界領域という隔絶された専用結界フィールドに赴おもむいている。

　アザゼル先生や天使長のミカエルさん、北ほく欧おうの前主神オーディンのじいさんなど、各勢力、各神話体系の主立ったＶＩＰも、トライヘキサとの永い戦いをするため、旅立ってしまっている。

　トライヘキサの強さも相まって、その戦いは数千年かかるとも、一万年かかるとも言われていた。

　ただ、現在進行形でトライヘキサへの対処法を研究しながらの戦いのため、一万年はかからないとされている。

　けど、長期間、各勢力のトップがいなくなることも事実で、そのために各神話体系では主神が代だい替がわりする方向になっていた。

　北欧神話では、オーディンのじいさんからヴィーザルさんに主神の座が受け継つがれ、ギリシャ神話では、ゼウス神からアポロンさんに主神が継がれた。

　そういうこともあったため、冥めい界かい──悪魔政府でも、トップを新たにするべきではないかという主張が出ていると話だけは聞いている。

　こちら側にいないサーゼクスさまやレヴィアタンさま方の代わりとなる次代魔王を出そうということだ。

　現在、魔王の席に座っているのはアジュカ・ベルゼブブさまだけだ。つまり、魔王ベルゼブブしか、残っていない。

　その上、邪じや龍りゆう戦せん役えきでのリゼヴィムの動きなどもあり、魔王制度自体を考え直すことになっているようで、俺が聞いている限りでは四大魔王制度から、七大魔王制度になる可能性が高いとのことだった。

　ルシファー、ベルゼブブ、レヴィアタン、アスモデウスに加えて、新たにベルフェゴール、マモン、ベリアルの席を作り、それをもって七大魔王になるという。

　そうなると、今現在、魔王の席が六枠も空いていることになる。

　これも噂うわさだけど、ルシファーの席に真の魔王ルシファーの血を引く、ヴァーリを立てるべきという勢力が出ているようで、ルシファー派の政治家がヴァーリに接せつ触しよくしたくて仕方ないそうだ。

「明けの明星」と称されるルシファーは、悪魔にとって、とりわけ重要な存在だ。

　そのなかで、真のルシファーの血を引くヴァーリは、現政府のルシファー派と、前魔王ルシファーをいまでも敬う者たちにとって、まさに明星的存在だという。

　現状、魔王は世せし襲ゆう制から襲しゆう名めい制になっているので、子孫が必ずしも名を継ぐこともないんだけど、前ルシファーの血を引く者が健在で、しかも歴代最強の白はく龍りゆう皇こうであり、大会でも大だい活かつ躍やくしている様を見れば、支持したくなるのも仕方ないのかなって。

　ま、あいつは政治なんてまったくの無関心なんだけど。

　……となると、イングヴィルドも真のレヴィアタンの血を引くから……そちらの派は閥ばつの方々に知られたら、いろいろと面めん倒どうくさいことが起きそうだな……。

　イングヴィルドは眷属だから、全部面倒を見るけど、あの娘こが魔王になる姿は想像がつかない。

　──って、話が少し脱だつ線せんしたが、そういう事情があり、グレイフィアさんは俺を魔王の空いた席のひとつに座らせたいようだった。

　俺はそのとき、こう返したんだけどね。

　──いまは魔王になるってのは考えられないです、と。

　グレイフィアさんは「わかったわ」と答えながらも大会に参加することに。

　どうやら、いまだに俺を魔王にすることを諦あきらめていないご様子で……。

　俺は……なんとなく、グレイフィアさんが俺のことを魔王にしたい理由に心当たりがあった。

　俺はグレイフィアさんに訊く。

「……まだ、俺のこと、魔王にしたいですか？」

「ええ。永い目で見るつもりです。いまはどうであれ、いずれ、あなたがその気になるまでは付き合います」

　マジか！　長期戦覚かく悟ご!?　こりゃ、大会の間だけの話じゃないのかな……。

　俺は再度問う。

「……俺のどこが、魔王に向いてますか？」

「観衆の……特に子供からの支持が大きいということは、それだけ将来のあなたへの支持者も多いということ。それにあなたは何度も冥界の危機を救いました。英えい雄ゆうとしての側面も申し分なし。上層部の……古い悪魔の方々もお認めになる可能性も高いでしょう」

　……そう言ってくれるグレイフィアさんだけど……。どこか、らしくないというか、以前のグレイフィアさんっぽさが薄うすれているように感じてならなかった。

　以前のグレイフィアさんならば、もし仮に俺が魔王になりたいなんて言ったら、

『魔王になるならば、自らの意志で行動なさい。次代を担になう若者として、己おのれの力を提示し、皆みなに認めてもらった上で魔王になるべきです。私の義弟おとうとになる者なら、それぐらいできて当然です』

　てなふうに活を入れて返してくると思うんだよね。

　けど、いまのグレイフィアさんは──。

　十代のままの姿で、グレイフィアさんが俺に身を寄せてくる。

　顔まで近づけてくるなかで、（豊満な乳に目が行きつつも）その表情に儚はかなげなものも見られた。

「──私はあなたを魔王にするためなら、どんなことでもするわ」

　俺の頰ほおに両手を寄せるグレイフィアさんの瞳ひとみ、その奥にあるものは……非常に不安定な色に見えた。

　さらに距きよ離りを縮めるなかで、俺はグレイフィアさんに問う。

「それはグレイフィアさんの意志ですか？　それとも──サーゼクスさまが残された言葉に応じるためですか？」

　核かく心しんに触ふれることを俺は口にした。

　サーゼクスさまの名前を出した途端、グレイフィアさんの体が僅わずかながらに震ふるえ、動どう揺ようしたのがわかった。

　サーゼクスさまがトライヘキサを倒たおすため、隔離結界領域に赴かれる寸前まで、俺はサーゼクスさまと共にトライヘキサの核コアと戦っていた。

　俺が龍神化の影えい響きようによって気を失う寸前まで、サーゼクスさまの声は耳に届いていた。

　──イッセーくん。キミは魔王になってみるといい。キミなら、きっといい魔王になれる。いまは足りない部分も多いだろうが……遠くない将来、必ず、キミは──全勢力の希望のひとつになれる。

　サーゼクスさまはそうおっしゃってくださった。

　あのとき、グレイフィアさんはサーゼクスさまの術で眠ねむりについていたはずなんだけど……完全には術にかかっておらず、あのサーゼクスさまの言葉が耳に届いていたのだと思う。

　だから、それを込みでいまの一言をグレイフィアさんに告げた。

　グレイフィアさんも覚えがあるようで、答える。

「両方よ」

「だとしたら、それはやはりダメです」

　俺は即そく座ざにそう返した。

　グレイフィアさんは訝いぶかしげに訊きいてくる。

「なぜ？」

「あなたはサーゼクス・ルシファーさまの『女王クイーン』であり──ミリキャス・グレモリーのお母さんだからです」

「──っ」

　俺の言葉にグレイフィアさんは声を失っていた。

　俺はあのとき、サーゼクスさまにこうも告げられたんだ。

　──リアスと、ミリキャス、そして──グレイフィアをしばらくの間、よろしく頼たのむよ。ああ、見えて、彼女はリアス以上に寂さびしがり屋でね。……私がいない間、彼女の話し相手になってあげてほしい。

　俺はそうハッキリとサーゼクスさまから頼まれている。

　俺は──リアスと、グレイフィアさんと、そしてサーゼクスさまとグレイフィアさんの息子であるミリキャスを助けると決めている。

　それがサーゼクスさまの意志──。

　ミリキャスの名前を出されたことで、グレイフィアさんは表情を一変させ、酷ひどく狼ろう狽ばいし始めていた。

　俺はこう続ける。

「俺は……たとえ魔ま王おうを目指すとしても、俺の眷けん属ぞくと共に目指します。生意気なことを言っていると思います。ですが、グレイフィアさん、どうか、俺よりもミリキャスを見てあげてほしいです。サーゼクスさまと離はなれて、寂しいのは……ミリキャスも同じです。いや、幼いミリキャスこそ、お母さんが重要だと思うんです」

　俺の一言に──グレイフィアさんは手を震わせて、自身の顔を覆おおっていた。

「……わ、私は……私は……っ」

　言葉を詰つまらせて、グレイフィアさんは風ふ呂ろをあがり、そのまま浴場から出て行ってしまった。

　……じ、地じ雷らい踏ふんだかも！　フォローしたほうがいいな！　つーか、心配だ！

　俺はグレイフィアさんを追いかけようとするが──。

「よーし、今日もひとっ風呂浴びるぞ。──と思ったが、先客がいたようだね」

「ねぇ、いま出ていったの……ビナーさん？」

「……なんだか、深刻そうな顔をされていたような……」

　そう言いながら入ってきたのは──全ぜん裸らのゼノヴィア、イリナ、アーシアの教会トリオだった！

　ゼノヴィアたちが俺の姿を捉とらえる。

　そして、出ていったビナー氏ことグレイフィアさんのほうにも視線を送り、また俺のほうに戻もどしてきた。

　ゼノヴィアとイリナが、ずずいっとおっぱいを揺ゆらしながら俺に寄ってくる！

「て、手を出したのか!?」

「お風呂場で!?」

　などと勘かん違ちがいをして迫せまってきやがった！

　グレイフィアさんに手なんて出してねぇよ！　もっと……深刻な話をしていたけど、それを彼女たちにいま報告するわけにもいかず……っ！

　俺は──。

「ちょ、ちょっと、真しん剣けんな話をしていただけだ……」

　そう返すしかなかった！　ゼノヴィアとイリナから視線を外して！

　二人は怪あやしそうに見てくるが……。今度は二人の後方にいたアーシアちゃんが、頰を膨ふくらませて寄ってくる！　アーシアちゃんも育った乳を揺らしていて最高です！

「イッセーさん！　が、合宿では……エ、エッチなことは控ひかえる空気だったと思うんです！　どういうことなんですか!?」

　ああああああ、アーシアちゃんまで勘違いを！　頰を膨らませる表情がかわいいんで、それはそれでありがたい。

　ゼノヴィアとイリナは風呂に飛び込んでくると、俺の体を羽は交がい締じめにしてくる！

　うぬぬぬ、苦しいけど、ゼノヴィアとイリナの柔やわ肌はだが俺の体にくっついて最高の感かん触しよくを感じさせてもらってるぜ……っ！

「ほら、イッセー！　どういうことなのか、理由を言うんだ！」

「ダーリン！　ここで何があったの!?」

「い、いや、だから、これには話せない事情がだな……っ！」

　どう言ったらいいかわからないなかで、レイヴェルが登場する。もちろん、全裸で。

「お風呂で遊んではいけませんわ！」

　注意を促うながすレイヴェルだった。

　俺が風呂で解放されるまでにはなかなかに時間を要したのだった──。







　風呂から上がった俺は、レイヴェルを別べつ荘そうでの俺の部屋に呼んで、浴場で起きたことをすべて話した。

「──ということがあった」

　あごに手をやり、思し慮りよするレイヴェル。

「ビナーさま──いえ、グレイフィアさまが、そのようなことを……」

　脳のう裏りに浴場で動揺していたグレイフィアさんの姿が思い返される。

　俺が息を吐はきながら言った。

「もしかしたら、次の試合、グレイフィアさんは調子を崩くずす可能性もあるな」

「そうですわね。あり得ます」

　同意するレイヴェルだった。

　あんなに狼狽するグレイフィアさんは初めて見た。

　サーゼクスさまが自分を残して隔かく離り結界領域に赴おもむかれたのが、ショックだったのはわかる。サーゼクスさまが当面帰ってこられないのも今回の行動に多大な影響を及およぼしているだろう。

　……サーゼクスさまが、隔離結界領域に赴かれる前にグレイフィアさんを心配していた理由がなんとなくわかるよ。

　きっと、自分がいなくなったときに不安定な状態になるかもしれないと思われていたのだろう。

　だから、俺に話し相手をしてほしいと願われた……。

　あれほど、優美で精神的にも実力的にも心強かったグレイフィアさんは……こんなにも脆もろい一面を持っていた。

　……クソ、もっとソフトに接することもできたはずなのに……。つい、サーゼクスさまが残された言葉をもとにあれこれ言っちまった……。

　結果的に精神に不安を抱いだかせたまま試合に臨のぞませることになったら最悪じゃないか。

　俺がガックリとうなだれながら言う。

「……次の試合のことを考えれば、もっとやんわりと回かい避ひしたほうが良かったかもしれない、か」

　俺の言葉にレイヴェルは頭を振ふる。

「いいえ、いつか必ず訪おとずれる問題でしたし、なあなあで済ませば、問題を先送りにするだけでした。ハッキリ告げるのは時間の問題でしたわ」

「……グレイフィアさん、多分、一人で抱かかえ込んで、リアスのお母さんやお父さんに今回の想おもいを相談してないだろうし、グレモリー側も把は握あくしきれずにケアできてなかったと思う。このこと、それとなくあちらに話を通しておいたほうがいいかもな」

　俺の提案にレイヴェルはうなずいた。

「わかりました。グレモリー現当主ご夫妻に経けい緯いをお伝えしておきますわ」

「リアスのご両親なら、きっと良くしてくれるはずだからな」

　──と、そこまで言い、俺は重い息を吐きながら、天てん井じようを見上げた。

　ふいにレイヴェルが小さく笑う。

「うふふ」

「な、なんだよ？」

　訊たずねると、レイヴェルは俺の隣となりに座り、こう言ってくる。

「『王キング』をしていらっしゃるなーと思いまして」

「……まあ、眷属持ったり、最上級生になったりで、話を聞く側になっちゃったからさ。『部長のために俺、がむしゃらに張り切ります！』だけで済まなくなったってことだよな。おっぱいおっぱいって、ひたすら言ってた頃ころが懐なつかしいというか……いや、いまでも言ってるけどさ」

　俺の肩かたに頭を乗せながら、レイヴェルが言う。ついでに手を恋こい人びと繫つなぎしてきた。

「上級悪魔になるとはそういうことですわ。誰だれもが頼たよりにしてくるんです。眷属も、知人も友人も」

　俺もレイヴェルの手を握にぎり返しながら言う。

「……女性一人の悩なやみを解決すんのに頭悩ますのに、俺が魔王なんて到とう底てい無理ってもんだよ。俺はどっちかってーと、アザゼル先生みたいなポジションに憧あこがれるんだけどな」

「それは頼りがいがあるような……心配になりそうなポジションですわね」

「え？　そう？」

「まあ、問題ありませんわ。私はどんなときもイッセーさまの傍そばにいるだけですもの」

　これはなんとも心強いマネージャーさまだ。

　──と、そのレイヴェルが何かを思いだす。

「そうそう、その『部長』ことリアスさまとのお話し合いは次の日曜でしたよね？」

「ああ、そっちのケリもつけなくちゃな」

　そう、合宿のあとで俺はリアスとデートをすることになっていた。

　試合前の──大事なデートを。




　　　　─○●○─




　合宿から帰ってから訪れた日曜日の正午ちょい前頃──。

　俺はリアスと共に兵藤家を出て、そのまま電車で東京まで繰くり出した。

　リアスは、ニットの上にジャケットを羽織り、下はスカートという出いで立ち。とてもかわいらしく、同時にお姉さんらしさも感じられた。

　渋しぶ谷や、原宿、池いけ袋ぶくろと一通りリアスと買い物を堪たん能のうしたあとで、お台場の海かい浜ひん公園まで足を運んだ。異能や異形、ファンタジーな世界に足を突つっ込んでる俺たちからすると、すごく現実的な男女のデートらしい様相だった。

　とはいえ、お店で購こう入にゆうした物は、荷物になるということで人ひと気けのないところで転移型魔ま方ほう陣じんで一気に転移させてしまう。

　そういうところが、なんだか妙みように面おも白しろい。

　海浜公園の一角で、テイクアウトしたアイスを食べながら俺たちは他た愛わいもない会話をしていた。

「俺が車の免めん許きよ取ったら、デートの幅はばが広がるよね。夏休みに教習所行くべきだったかなぁ」

　俺がそんなことをつぶやくと、リアスは小さく笑っていた。

「別に私や他ほかの娘こたちもあなたの免許を急せかしていないから、安心なさい。ただ、あなたも大学生になる頃には、車で遠出ってのはアリよね」

「だよね。あー、ここが冥めい界かいだったら、グリフォンに乗って恋人のもとに馳はせ参じるのかな」

「グリフォンって！　うふふ、今時、冥界の貴族でもグリフォンでデートの誘さそいはしないわよ？」

「たとえばこっちにグリフォンがいたら、それに跨またがって渋谷や原宿に移動とかね」

　俺の冗じよう談だんがツボに入ったのか、リアスはその一言に珍めずらしく爆ばく笑しようしていた。

　落ち着いたあとで、リアスは空を眺ながめながら言った。

「……グリフォン、ね。あのときも……婚こん約やくパーティーから私を連れ去ったときも、グリフォンに乗ったわね」

　フェニックス眷けん属ぞくとのレーティングゲームに負けた俺は、ドライグから力を借り受けて10カウントの間だけ、禁バランス・手ブレイカーとなり、ライザーを倒たおして、リアスを連れ去った。

　俺の左手にリアスは自身の手を重ねてきた。

「……私のためにこの手をドラゴンにしてくれたわね」

「あのときはそれが正解だったと思ってるよ。──って、いまじゃ全身がドラゴンの体になってしまったけどさ」

「……何度も死線を潜くぐってきたものね」

「うん。本当、いま無事なのが不思議なぐらいだよ」

　英えい雄ゆう派が起こした「魔ま獣じゆう騒そう動どう」の折、俺は最強の「龍ドラゴン殺し・スレイヤー」である「龍喰者ドラゴン・イーター」サマエルの呪のろいによって、肉体が一度滅ほろんでしまった。

　そのときに共にいたオーフィスの力と「真なるアポカリ赤龍ユプス・神帝ドラゴン」グレートレッドの体の一部を借り受けて、俺はいまの体に再生することができた。

　おかげでいまの俺は、人型ドラゴンから悪魔に転生した存在となっている。まあ、魂たましいは以前と同じなんだけどね。

　いまの俺をオーフィスとグレートレッドの間に生まれた存在と感じる者もいるようだ。それもあって、龍りゆう神じん化っていう強力な変化も遂とげられたんだろう。

　リアスが空を見上げながら言う。

「『あなたのためなら、俺は神様だってぶっ倒してみせます』、あなたはあのときに私にそう言ってくれた。そして、本当に神をも倒せるほどに強くなってしまった」

　彼女が俺のほうに真っ直すぐと視線を送ってきた。

「──私も倒せる？」

　試合について、だ。自分の主あるじを、彼女を、婚約者を、倒せるのか？　リアスはそう問うてきた。

　俺も真っ直ぐに彼女を見る。

　そう、今日のデートはこれをお互たがいに確かく認にんするためのものだった。

　デートの日取りを決めたとき、そのことを口に出して確認したわけじゃなかったけど、俺もリアスもなんとなくわかっていたんだ。

　俺は言った。

「俺はリアス・グレモリーの『兵士ポーン』だ。最強の『兵士ポーン』になると誓ちかった。それに少しでも近づけたかどうか、リアスキミに見て貰もらいたい。──だから、倒すよ」

　リアスは俺の答えに微笑ほほえむ。

「うれしい。本当にうれしいわ。最高の答えよ、私の愛いとしいイッセー。私も全力であなたのチームと戦い、倒してみせる。だから、見せてちょうだい、あなたの培つちかってきた『兵士ポーン』の力を」

　俺とリアスは、そのときだけ、キス──ではなく、握あく手しゆを交かわした。

　恋人同士として、大会に臨む一選手として、互いの健けん闘とうを祈いのり、倒すことを告げた。

　その確認も取れたことで、なんだか二人とも同時に安あん堵どの息を漏もらしてしまった。

　リアスが言う。

「ということで、デートの再開でもしましょうか。次はイッセーの買い物に付き合うわ」

「マジで？　あー、それなら、お台場まで来たことだし、シーグヴァイラさんにそれとなく頼たのまれたことでもこなすかな」

「シーグヴァイラが？　何を頼まれたの？」

「お台場にある『ダンガムベース』っていうダンガムのプラモデル専門のメーカー直売店に訪れることがあったら、限定のプラモを──」

　そのような会話をしつつ、俺たちはデートを再開していった──。

　そして、「[image: ]誠の赤龍帝」チームと「リアス・グレモリー」チームの試合は訪れる。
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　　　Team member.







○「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・登録メンバー




・王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

・女王クイーン──ビナー・レスザン

・戦車ルーク──ロスヴァイセ

・戦車ルーク──百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう

・騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

・騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

・僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

・僧侶ビシヨツプ──ロイガン・ベルフェゴール

・兵士ポーン『２』──レイヴェル・フェニックス

・兵士ポーン『３』──ボーヴァ・タンニーン

・兵士ポーン『２』──エルメンヒルデ・カルンスタイン







○「リアス・グレモリー」チーム・登録メンバー




・王キング──リアス・グレモリー

・女王クイーン──姫ひめ島じま朱あけ乃の

・戦車ルーク──塔とう城じよう小こ猫ねこ

・戦車ルーク──ヴァスコ・ストラーダ

・騎士ナイト──木き場ば祐ゆう斗と

・騎士ナイト──リント・セルゼン

・僧侶ビシヨツプ──ギャスパー・ヴラディ

・僧侶ビシヨツプ──ヴァレリー・ツェペシュ

・兵士ポーン『８』──ミスター・ブラック（クロウ・クルワッハ）







　　　Life.D×Dデイアボロス・ドラゴン & Data.X×Xクロス・タイムズ・キス







　そして、試合当日──。

　俺たちは会場となるグレモリー領──その城下町に建設されたばかりのスタジアムに到とう着ちやくしていた。

　入り口に建つ巨きよ大だいな銅像が二体！　片方は俺の「赤龍ブーステツド・帝のギア・スケイル鎧メイル」を模したもので、もうひとつはスイッチ姫ひめの衣い装しようを着たリアスのものだった！

　そう、このスタジアムは──「おっぱいドラゴン・スタジアム」！

「おっぱいドラゴン」のショー公演などのイベントを専門に行う、まさに「おっぱいドラゴン」のために造られたばかりのスタジアムだった。

　なんと、こけら落としも本日という本当に出来たてのスタジアムだ。

　俺とリアスのチームが戦うことになったため、グレモリーの関係者が「開業の時期と合がつ致ちするから、試合の日にスタジアムを開こう」ということで大会運営サイドに話を持ちよったそうだ。

　俺たちは兵ひよう藤どう家の地下にある転移用の部屋から、スタジアムに専用に設けられた転移用のフロアにジャンプした。

　冥めい界かいで人気のある「おっぱいドラゴン」と「スイッチ姫」の戦いとあって、スタジアムは満員御おん礼れい。チケットは秒殺だったと聞いた。

　話では、会場に入れなかったファンがスタジアムの周囲に大勢集まっており、外に複数設置された巨大スクリーンの前でわいわいと騒さわぎ始めているようだった。

　ということもあり、普ふ通つうに会場入りすることは困難なため、俺たちは兵藤家から直接会場内にジャンプとなったのだった。

　うちの両親とリアスのご両親がどちらも会場に来ているということで、会いに行くこととなった。

　リアスのチームは、リアスのご両親のもとへ。俺のチームは俺の両親がいるという関係者用の控ひかえ室に赴おもむく。

　親が試合を観みに来てくれるのはうれしいことだ。特に母さんは本戦から会場に足を運んでくれることになった。

　……母さんは自分の息子や預かっている子供たちが、大会とはいえ、戦っている姿を目にするのは非常に怖こわいという。

　けど、大会の本戦に行くことがあれば、観に行きたいと言ってくれたんだ。そして、それはようやく叶かなった。

　……俺の両親は、『邪じや龍りゆう戦せん役えき』のときに俺やリアスたちの正体を知った。俺がすでに人間の体ではなく、ドラゴンの体であり、悪あく魔まに転生していることも知られている。

　それでも、俺の父さんと母さんは、一いつ切さい変わることなく、俺のことを息子だと、アーシアのことも娘むすめだと、心から受け入れてくれたんだ。

　父さんと母さんには感謝してもしきれないほどの気持ちを抱いだいている。

　だからこそ、大会での活かつ躍やくを会場で見てもらいたいとずっと思っていた。

　控え室にチームメンバー（ボーヴァは小さくなっている）と共に顔を出すと、父さんと母さんは快く迎むかえ入れてくれた。

「相手がリアスさんだろうと、試合は試合。勝てよ、イッセー！　アーシアちゃんと皆みんなも無む茶ちやしないようにね」

　父さんにそう言われ、皆は『はい』と返事をする。

　母さんはアーシアを抱だきしめて心配そうな声で言った。

「……アーシアちゃん、ケガだけはしないようにね」

「お母さん、大会のシステム上、危険になることはないんですよ？」

「それでも、大事な娘が戦う姿を見るのは怖いの。けれど、今日は皆とがんばってね」

「はい、お母さん……」

　互いに実の親、実の娘のように思っている俺の両親とアーシア。うんうん、こういう場面は見ていてホッコリと温かくなるね。

　母さんが俺のほうにも視線を寄よ越こす。

「観に来たわよ。カッコイイところ、見せてちょうだい」

　俺は笑みを浮うかべてガッツポーズをする。

「任せて。自じ慢まんの息子が勝つところ、観戦室で見ててよ」

「大事な婚こん約やく者を泣かすような戦いをしたら、あとでお説教ね」

　母さんがそんなことを言う！

「リ、リアスが泣くことはないと思うけど……善処するよ」

　って、俺と母さんの会話を聞いて皆が笑っていた。

　母さんが俺のチームを見み渡わたしながら言った。

「イリナちゃん、ゼノヴィアちゃん、レイヴェルちゃん、ロスヴァイセさん、エルメちゃん、百鬼なきりくん、ボーヴァくん、ロイガンさん、ビナーさん、そして、イッセーとアーシアちゃん。……がんばってちょうだいね。微び力りよくながら、今日は応おう援えんさせてもらいます」

『はい！』

　母さんの応援の言葉に俺たちは声を揃そろえて応じた。

　──と、そのとき、控え室の扉とびらが開く。

　そこから現れたのは──ＳＦ映画に出てきそうな全身を覆おおうボディスーツを着た男のヒトだった。ボディスーツは青色で、両りよう腕うでに籠こ手てのようなものを装着していた。

　歳としは見た目なら俺と同じぐらい。顔はかなりのイケメンだけどさ。

　ただ──。言い知れない雰ふん囲い気きとオーラを持っていた。

　父さんがそのヒトに俺たちを紹しよう介かいしてくれる。

「実はイッセー。おまえや皆さんに紹介しようと思っていたんだ。こちらは俺と母さんが遠出するときの護衛役を買って出てくれた神かん崎ざきくん。ほら、護衛役が付くって話はしていただろう？」

　父さんに神崎と呼ばれたヒトが、俺たちにあいさつをくれた。

「初めまして、神崎光みつ也やと言います。このたびは、大会の間、兵藤夫妻の身辺警護をするよう魔王アジュカ・ベルゼブブに頼まれました。以後、お見知りおきを」

　……一応、アジュカ・ベルゼブブさまからも説明を受けている。

　行方ゆくえが謎なぞとされていた二種の神滅具ロンギヌス──『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』と『究極の羯磨テロス・カルマ』を操あやつる者だと。

　……ベルゼブブさまと神滅具ロンギヌス関連でいざこざを抱かかえているものの、現状ではいろいろと盟約を交かわして、このレーティングゲーム国際大会中は俺の両親の護衛役ということになったそうだが……。

　この神崎ってヒトのことで、ある程度のことを聞いたが、そのなかでもひとつだけ気をつけてほしいと言われていたのが──。

　神崎光也の眼前に迫はく力りよくあるオーラをまといながら歩み寄る者がいた。

　──百鬼だ。

　百鬼は神崎光也を睨にらみながら忌ま忌ましそうに言う。明らかに百鬼は神崎光也に戦意を抱いている。気をつけてほしいと言われたのが、この百鬼と神崎光也の関係だ。

「神崎……ッ」

　百鬼の態度に神崎光也は簡素なあいさつをする。

「……相変わらず元気そうだ」

　百鬼は俺の両親もいる手前、荒あら事ごとをできるだけしないよう自制しながらも告げる。

「いつか、必ず黄葉もみじちゃんを返してもらう……っ」

「カエデ……いや、百鬼黄葉。彼女はこちらではそう呼ばれていたね」

「おまえが彼女を語るな。『究極の羯磨テロス・カルマ』は、黄葉ちゃんの……っ」

「いずれ、会えるよ。ただ、彼女があちらから帰りたいかどうかは別だ。──そこは彼女自身の選せん択たくだ」

　なんとも言えない空気のなかで、神崎光也はこう述べた。

「……わかってくれ。あそこはもう独自の道を歩み出している。あそこを守るのが、俺の使命だ」

　挑ちよう発はつするわけでもなく、諭さとすように神崎光也は百鬼に──いや、俺たちにも訴うつたえかけているように思えた。

　百鬼は、大きく息を吐はき、神崎光也から距きよ離りを取った。

　俺の両親に「声を荒らげて、すみませんでした」と礼れい儀ぎ正ただしく謝ったのだった。

　それに神崎光也まで呼応して、「こちらも申し訳ありません」と父さんと母さんに頭を下げたのだった。

　睨み合いと軽い言い合いだけで済んで良かったと思うべきなのかな？

　二人には因いん縁ねんがあるようだが、この場を荒あらさない節度は持ってくれていたので助かった。

　というやり取りがあったなかで、係のヒトが現れて、俺たちと両親に告げる。

「選手の方々はそろそろ専用の控え室で待機してください。それと、選手の関係者の方は観戦室にお連れ致いたしますので準備のほう、よろしくお願い致します」

　どうやら、時間のようだった。

　俺たち選手は父さんと母さんのもとを離はなれ、控え室に足を運ぶのだった。両親の控え室を出る際、神崎光也と目が合い、あちらは意味深な笑えみを浮かべていたが……。

　これが俺と──神崎光也の初対面となった。

　さてさて、そんなこともあったけど、試合は──もうすぐだ！







　　　Parents.1







　兵ひよう藤どう一いつ誠せいの父──兵藤五ご郎ろうと、母の三み希きは護衛の神かん崎ざき光みつ也やと共に係の者に連れられて、関係者用の観戦室に赴いた。

　部屋を入ると、すでに紅べに髪がみの紳しん士しと、リアスそっくりの女性と、紅髪のかわいらしい少年が待っていた。

　リアスの父母、ジオティクスとヴェネラナ、そして、リアスの甥おいであるミリキャスだった。

　紅髪の紳士──ジオティクスが席から立って迎えてくれる。

「これは兵藤さん。お待ちしてました」

　ジオティクスの対応に腰こしを低くする五郎。

「あああああ、これはお待たせしまして、大変申し訳ありません！」

　──と、ミリキャスも丁てい寧ねいに頭を下げる。

「ごきげんよう、イッセー兄さまのお父さま、お母さま」

　ミリキャスと面識のある兵藤夫妻は紅髪のかわいらしい少年のあいさつに破顔した。

「これはミリキャスくん。前に会ったときよりも大きくなったかな？」

　という他た愛わいもない会話がありつつも、選手の家族が全員揃ったところで席に着く。

　ジオティクスと五郎が席を並べながら、父親同士の会話をし始めていた。

「ついに、ですな」

「いやぁ……うちの息子と娘がご厄やつ介かいになります」

「いえいえ、こちらこそ、一誠くんとアーシアさんに胸をお借りしたいところ。何にしろ、子供たちの成長を見守るのが一番でしょうな」

「とはいえ、緊きん張ちようするものです。あのリアスさんと試合をするだなんて……」

「一誠くんが独立し、チームを分けて大会に参加した以上、勝ち進めばいずれ戦うことは必然でした。こちらとしましても、婿むこ殿どのであるイッセーくんに──」

　父親たちが会話に夢中になっている頃ころ、母親同士も席を並べて座り、会話を始めていた。

　リアスの母──ヴェネラナがイッセーの母である三希に言う。

「お越こし頂けて光栄ですわ」

「い、いえ、こちらこそ、いままで観戦に来られず、すみませんでした……」

　三希が、イッセーとアーシアたちの試合を観戦するのが怖こわいと言っていることは、グレモリーの夫妻も重々承知であった。

　そのなかで、息子たちが大会の本戦にまで進んだことで、ようやく正面から応援しようと心に決めたことも──。

　ヴェネラナが同じ母親としての意見を口にする。

「いいえ、お気持ちはわかります。我が子の戦いほど、心配になることはありませんもの。けれど、これは大事な子供たちが選択した道であり、何より晴れ舞ぶ台たいに立つのであれば、見届けないといけないとも思います」

「はい。私もようやくその辺りの気持ちに決着を付けるべく、ここに来ました。息子のイッセーと娘むすめのアーシア……預かっている子供たちの活かつ躍やくを、ここから見ようと──」

　三希の決意にヴェネラナは朗ほがらかな笑みを向けてくれた。

　──と、母親たちの真しん剣けんな話し合いがあるなかで、父親たちはというと……。

「兵藤さん。まあまあ、これでもいかがです」

　ジオティクスは用意させていたグラスのビールを係の者から受け取ると、五郎にも渡わたす。

「おっ、ビールですな」

「ええ、アザゼル元総そう督とくが製造していたものらしく、ようやく形になったとグリゴリが送ってくれました。まま、これでも飲みながら。観戦しながらといったら、日本ではこれでしょう」

「いやぁ、グレモリーさんは日本人の心理をつかんでおられて、感服するばかりです！」

　父親二人はビールの入ったグラスを持ち、

「それでは、カケツケイッパイで乾かん杯ぱいを」

「よくご存じで！」

「「乾杯！」」

　乾杯を交わして、グラスのビールを飲み干したのだった。

「「ガハハハハハッ！」」

　気持ちよく笑い合う夫二人の姿に、ヴェネラナと三希は気き恥はずかしい思いを抱いだいていた。

「……まったく」

「……ええ、本当に」

　父親二人が酒を飲みながらの観戦となるなかで、子供たちの試合は開始寸前となっていた──。







　　　Life.4　試合が始まります！







《さあ、レーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』本戦トーナメントも三試合めとなります！　もうすぐ「おっぱいドラゴン」と「スイッチ姫ひめ」のレーティングゲームが開始されますッ！》

『わああああああああああああああああああっ！』

『おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！』

『リアス姫ぇぇぇぇえぇぇぇぇぇええッッ！』

　司会のヒトがマイクを震ふるわせ、観客が俺とリアスの名を叫さけぶ。

　スタジアムの試合会場は、大盛り上がりの様相を見せていた。

　俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのメンバーは、入場ゲートに続く通路でそのときを待つ。

　皆みな、ゲームに臨のぞむのは慣れたもので、緊張する者はおらず、それぞれのリラックス方法で待機していた。

　別の入場ゲートでは、今いま頃ごろリアスたちのチームも待機中だろう。

　レイヴェルが懐かい中ちゆう時計を確かく認にんする。

「イッセーさま、そろそろリアスさまのチームから入場されますわね」

「そうか」

　ここはグレモリー領で、しかも城下町に建てられたスタジアムだ。まずはグレモリー家の次期当主たるリアスから登場して当然だ。

《それでは皆さま。──選手入場となります。入場ゲートより、我らが姫君！　グレモリー家次期当主！　リアス・グレモリー選手が率いる「リアス・グレモリー」チームの入場ですッッ！》

『うおおおおおおおおおおおッッ！』

『リアス姫！　リアス姫ッ！』

『スイッチ姫ぇぇぇぇぇぇっ！』

　観客の皆、めっちゃ盛り上がってるな！　グレモリーの領民にとっちゃお姫さまで、しかも「スイッチ姫」として冥めい界かいで知らない者はいない。それ以前に魔ま王おうサーゼクス・ルシファーの妹としても超ちよう有名だからね。

『木き場ばきゅぅぅぅんっっ！』

『ヘルキャットちゃぁぁぁぁんっ！』

　木場や小こ猫ねこちゃんを呼ぶ声も聞こえてくるね。相変わらず、イケメンと小猫ちゃんは人気だねぇ。イベントでも「おっぱいドラゴン」のキャラを演じてるからな。

　──と、リアスのチームが入場を果たしたところで、俺たちとなる。

《それでは、お待たせ致しました。会場のお友達もいいかな？　さあ、「おっぱいドラゴン」こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいが率いる「[image: ]誠の赤龍帝」チームの入場ですッッ！》

　司会のヒトのアナウンスと共に「おっぱいドラゴンの歌」が流れ出す！　もはや、試合では俺専用の入場曲になっちまってるな！　ま、俺の曲だから、いいよな！

『おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！』

　俺を呼ぶ観客たちの声。子供たちの声が多いかな。

　俺はチームメンバーに言う。

「んじゃ、相手はリアスたちだけど、遠えん慮りよなしで勝ちに行くぞっ！」

『おおっ！』

　全員が応じてくれたところで、

「行くぞ！」

　俺たちも入場を果たしていくのであった。







　スタジアム中央のフィールドで、両チームが並んで相まみえる。

　このあと、異空間に作られたゲームフィールドのそれぞれの陣じん地ちに転移して、ゲームスタートとなる。

　まあ、いつものレーティングゲームの流れと変わらない。

　スタート前に目の前にいる相手チームの選手と握あく手しゆを交かわす。って、俺の場合は、『王キング』同士ということでリアスとだ。

「いよいよね」

　リアスが不敵にそう言う。

「うん。よろしく」

　俺も勇ましい顔で答えた。

　審判アービター役のヒトが、両チームの間に立つと、こちらと会場の全員に告げる。

《それでは、本戦トーナメント第三試合「リアス・グレモリー」チーム対「[image: ]誠の赤龍帝」チーム、ゲームスタートですっ！》

　その合図のあと、両チームのメンバー全員が、転移の光に包まれていった──。




　　　　─○●○─




　目を開けるとそこは──なんとも言えない感情を覚える状じよう況きようだった。

　転移した先は──なんと！　兵藤家の玄げん関かんだったからだ！

　皆も転移先に驚おどろいたようで、何かの間ま違ちがいかと家のなかに視線を配っていた。

　しかし、どこからどう見ても兵藤家だ！

「さっそく調べてくるか」

「そうね」

　ゼノヴィアとイリナが家のなかを調査しに行った。

　さてさて、こうなると考えられることはひとつしかない。

　俺がレイヴェルに言う。

「俺たちの陣地は、我が家ってことか」

「はい。というよりも、フィールドの舞台自体が──」

　そこまでレイヴェルが言うと、俺たちのもとにアナウンスが聞こえてくる。

《今回のゲームフィールドは、駒く王おう町が主な舞台となります。「リアス・グレモリー」チームの本陣は駒王学園高等部となり、「[image: ]誠の赤龍帝」チームの本陣は兵藤家となります》

　あー、やっぱり、駒王町が舞台かよ！

　しかも俺のチームは俺ん家ちが本陣で、リアスのチームは俺たちの学校が本陣！

　暮らしているところを舞台にしてくれるとは……。しかし、兵藤家のなかを中ちゆう継けいされるのはプライバシーの侵しん害がいになるような気がするが……。

　などと思っていたら──。

《なお、本陣の屋内での様子は、戦闘時以外、基本的に中継されませんので会場の皆さまと、視し聴ちようされている皆さまはご了りよう承しようください》

　というアナウンスもされた。

　あ、家のなかの様子はテレビとかに流れないのね。そりゃ良かった。

「各部屋の家具はあまり再現されていないぞ」

「プライベートの配はい慮りよかしらね。設備だけは機能してそうって感じ」

　ゼノヴィアとイリナが家のなかを見てきたのか、玄関に戻もどるなり、そう告げてきた。

　家具はなしで、設備はあるってか。

　レイヴェルが皆に言った。

「地下に行きましょう。地下ならここより安全ですわ」

　そう提案してきたのだった。

　ロスヴァイセさんが言う。

「確かに。ないとは思いますが、遠えん距きよ離りから特大の攻こう撃げきを食くらい、この家ごと吹ふき飛ばされる可能性もありますからね」

　それをするとしたら、クロウ・クルワッハかな。

　まあ、今回の試合の形式と経けい緯いを踏ふまえ、リアスとクロウ・クルワッハの行動を鑑かんがみても、開幕から強きよう烈れつな一発を放つってふうには仕し掛かけてこないと思うが……警けい戒かいはしていたほうがいい。

　クロウ・クルワッハはドライグとの一いつ騎き打うちを望んでいるからな……。ドライグが顕けん現げんするまでは、どデカい一発を撃うつ性格でもないと思う。……まあ、なかなか顕現しなかったら、痺しびれを切らして撃ってくるかもしれないけど。

　ということで、俺たちは本陣であるレプリカ兵藤家の地下に潜もぐり、そこで作戦会議をすることになった。もちろん、本陣に置かれていた全体マップを表示する卓たくも下に持っていく（試合により、卓が取り外し可と不可の場合があるが、今回は可能だった）。

　地下一階のトレーニングルームで話し合うことに。

　一応、地下三階にある巨きよ大だいな転移型魔ま方ほう陣じんも調べ、飛べるのかどうか確認する。

　たとえば、レーティングゲームの疑ぎ似じ空間とはいえ、相手本陣となる駒王学園に一気に飛べるのか──とかね。

　調べたロスヴァイセさん曰いわく、

「……さすがに地下の転移型魔方陣は機能してませんね」

　とのことだった。

　まあ、さすがにそれをやったらフィールドが駒王町の意味がないか。本陣から本陣にジャンプするだけのフィールドになっちまう。

　その確認もしたところで、話し合いとなる。

　軍師役のレイヴェルを中心に皆が集まり、彼女がこう述べる。

「合宿のときにも話し合いましたが、この試合はイッセーさまを生かすことが大前提のゲームとなります」

　レイヴェルは指を三本立てた。

「リアスさまのチームで、試合を左右するだけの戦力を有しているのは三名。一人は、ギャスパーくんをまとったリアスさま、二人めはヴァスコ・ストラーダ猊げい下か、そして最後にクロウ・クルワッハさま。この三名は、正直言いますとイッセーさまか、ビナーさましかまともに相手ができないでしょう」

　リアスは修練を重ねた結果、ギャスパーの神器セイクリツド・ギアの力を体にまとう方法を編み出した。

　そのパワーは強力で、単純な戦せん闘とう力では魔王クラスを超こえており、八割の力を取り戻した伝説の魔物「神かみ喰くい狼おおかみ」フェンリルと互ご角かくに戦えるほどだった。

　各勢力間で現げん役えきとされる魔物のなかでも北ほく欧おう神話のフェンリルと、ギリシャ神話のテュポーンは別格とされているからな。

　八割とはいえ、その一角と互角に戦えたのは驚きよう嘆たんだった。

　昨年、悪神ロキに襲しゆう撃げきされた際、俺たちはフェンリルと戦ったものの、「グレイプニル」という魔の鎖くさりと、「支配のエクスカリバー聖剣・ルーラー」、ヴァーリの『覇ジヤガーノー龍ト・ドライブ』を使い、なんとか力を封ふうじ込めることができた。それだけの用意が必要な魔物だったのだ。

　しかし、リアスとギャスパーの合体技わざには弱点もある。

　レイヴェルが言う。

「リアスさまの変身は非常に体力を消しよう耗もうするもの。あれからあちらも特訓を重ねて、あの状態になっている時間を増やしているかもしれませんが……長時間は厳しいでしょう。ただ、短時間の変身を何度か繰くり返して行う可能性はあります」

　リアスの変身の弱点は、体力の消耗だ。ここぞというときにしか使えないだろう。

　レイヴェルが続ける。

「ということを踏まえつつ、重要な点は──この三名をイッセーさまはすべて相手にできないということです。どなたか一名……ドライグさまの協力もあれば、二名までは相手にできます。しかし、ドライグさまにも顕現の制限時間があり、イッセーさまご自身も続けての難敵撃破は至難となる可能性があまりに高すぎます」

　そう、リアス、ストラーダ猊下、クロウ・クルワッハの三名は俺が相手をする場合、龍りゆう神じん化で対応しないといけないが……全員を相手にはできない。

　仮にリアスと戦う前に俺がクロウ・クルワッハと戦うことになった場合……激戦の末にどうにか倒たおせたとしても、そこで力を使い果たし、ストラーダ猊下とリアスの相手はできないだろう。

　ドライグも顕現できたところで、制限時間付きなため、三名のうち、どれか一名と戦うのが関の山。

　さらにあちらのメンバーにいる神滅具ロンギヌス所有者の存在と、エースである木場も対処しないといけないため、俺とチームメンバーの使いどころが難しく、一手間違えば致ち命めい傷しようとなる試合なのだ。

　……ストラーダ猊下とクロウ・クルワッハを退けることが本当に高難度すぎる。

　リアスたちの手により全盛期の力を取り戻した猊下は、大会の予選でヴァーリチームの『白銀エンピレオ・ジの極ヤガーノート・覇龍オーバードライブ』状態のヴァーリ、美び猴こう、フェンリル、ゴグマゴグを一度に相手にし、その上で最強の剣けん士しの一角と目されるアーサー・ペンドラゴンを降している。

　クロウ・クルワッハは凶きよう暴ぼうで強大な力を持つ邪じや龍りゆうのなかでも最強角。その実力は天龍クラスに達しており、現時点でドライグをも超えているとされている。

　この二名は、あまりに強すぎるのだ──。

　レイヴェルの見立てでは、本戦の単純なルール（相手の『王キング』を先に倒す）を考えると、ストラーダ猊下とクロウ・クルワッハを倒した上でリアスをも倒せるビジョンというものは──ゼロと思えるほどに見えなかったという。

　相手の『兵士ポーン』枠わくであるクロウ・クルワッハが、『兵士ポーン』の特とく徴ちようであるプロモーションを使いたがらない点も実はあちらの利点のひとつ。

　敵の拠きよ点てん、陣地に入ったときに『兵士ポーン』はチェスのように昇しよう格かくできる。

　大たい概がいの『兵士ポーン』は全能力が引き上がる『女王クイーン』に昇格するわけだが、クロウ・クルワッハは己おのれの実力、本来のパワーのみにこだわっており、リアスもそれを承しよう認にんしているため、プロモーションを考こう慮りよしなくていいのだ。

　それらの要因があるため、レイヴェルは割り切ったのだ。

「作戦はシンプルです。──イッセーさまにリアスさまを倒して頂きます。私たちチームメンバーは、イッセーさまの体力を少しでも温存できるよう、相手選手を引きつけつつ、戦力を削けずる手段でいきます」

　そう、こちらの戦力がガタガタになる前に、先に『王キング』で『王キング』を取れという大だい胆たん不ふ敵てきでわかりやすい手をレイヴェルは打ち立てた。俺がリアスのもとに行く間に、うちのメンバーが相手の選手を引きつける……。

　ゼノヴィアが訊きく。

「私たちはイッセーとドライグを生かすために相手の戦力を出来るだけ削る役目か」

　レイヴェルがうなずく。

「はい。イッセーさまがリアスさまのもとにたどり着き、リアスさまを倒せればそれで勝ちです。負けるとしても、できるだけ時間を稼かせいでください。無論、相手を倒せればそれに越こしたことはありませんわ」

　ゼノヴィアは苦く笑しようする。

「とはいえ、やる以上は誰だれが相手でも全力で臨のぞむよ」

　レイヴェルが俺の内に宿るドライグに言う。

「ドライグさま、両チームの戦力の都合上、おそらくストラーダ猊下かクロウ・クルワッハさまと相対することになると思いますが……よろしくお願い致いたしますわね」

『ああ、任せておけ。時間が許す限り、大暴れしてやるさ』

　ドライグも心強い返しをしてくれるのだった。

　それを確認し、レイヴェルが次の話に移る。

「もう一点。これも合宿のときに話しましたが、こちらのいまの作戦はあちらも予想しているとは思います。その上で、重要となるのが──」

　レイヴェルがアーシアに視線を送った。

「互たがいのチームの回復役となります。どちらのチームも、強力な選手の傷が治るというだけで大きなアドバンテージがありますので、倒せればそれだけで大きな戦果となります」

　こちらとしてはストラーダ猊下とクロウ・クルワッハの傷が治るというだけで脅きよう威いだからな……。

　あちらとしても俺とドライグの傷を治せるアーシアの存在は無視できないだろう。

　レイヴェルが皆みなに言う。

「そのため、このゲームで重要な点のもうひとつは、相手の回復役──ヴァレリーさまも確実に取らないといけないことです。それが叶えば、内容が大分変わりますわ」

　ギャスパーの幼なじみ──ハーフヴァンパイアのヴァレリー・ツェペシュは、神滅具ロンギヌスのひとつ『幽世のセフイロト・聖杯グラール』を持つ。

　禁術ともされる「再生」を司つかさどり、一度肉体が消しよう滅めつした存在でも魂たましいさえあれば再生させることができた。クリフォトの首領──リゼヴィムが、そのヴァレリーの持つ「再生」に目を向けて、一度は滅ほろんだ伝説の邪龍たちを復活させたんだ。

　けど、死んだ者を生き返らせる手段は、所有者であるヴァレリーの精神に大きな負担をもたらし、一時、ヴァレリーは危険な領域に足を踏み込んでいた。

　現在、各勢力の協力もあって、ヴァレリーは復調し、「再生」を使わず、「回復」の面のみ使用している。

　その回復能力は、アーシアの『聖母のトワイライト・微笑ヒーリング』ほどの即そつ効こう性はないが、それでも傷を治せるため、実戦でもゲームでも有用かつ重要だ。

　そういう役割を持つため、アーシアとヴァレリーは狙ねらわれるということだ。

　アーシアがレイヴェルに確認する。

「私が狙われるのは承知の上です。ですが、私よりもイッセーさんのほうが、このゲームでは重要なんですよね？」

　レイヴェルは瞑めい目もくし、うなずいた。

「……はい。イッセーさまをリアスさまのもとにたどり着かせるのが、何よりも優先されます」

「わかりました」

　それを確認したアーシアは決意の表情となっていた。

　レイヴェルがあらためて皆に告げる。

「最後にもう一度確認します。最優先はイッセーさまを生かすこと。私たちはそのために相手の戦力を引きつけ、削ること。それと、ヴァレリーさまを見つけて倒すこと。これだけです」

　百鬼なきりが苦笑する。

「今回はわかりやすくていいな。いつもフェニックスは複雑なオーダーをしてくれるからさ」

　レイヴェルが同級生のその言葉に頰ほおを膨ふくらませる。

「まあ、百鬼くんったら。これでも私はイッセーさまや皆さんの心情も踏ふまえつつの作戦を考えてますのよ？」

　レイヴェルは同級生の男子たちとも打ち解けたようで、いつの間にか、ギャスパーと百鬼にも「くん」付けになっていた。

　ボーヴァが笑う。

「ハハハ！　軍師殿どのはこの大会を通じて、冷静で的確な戦術、戦略を高めつつも、武人の心意気も汲くんでくださるようになられた」

　百鬼がうなずく。

「ボの字が言うようにわかりやすくていいなってそういうところもだよ」

　ロイガンさんも微笑ほほえんでいた。

「うふふ、プロのレーティングゲームで、どう活かつ躍やくするのか、いまから楽しみだわ」

　レーティングゲームのトップランカー元二位のお墨すみ付つきも頂いたぞ。

　──と、作戦会議も終えたところで、まずはフィールドの様子を軽く見るために偵てい察さつをすることになった。

　これに応じたのが、ボーヴァとロイガンさんとエルメンヒルデだった。

　レイヴェルが言う。

「ボーヴァさんとロイガンさまには、外に出て、出来るだけ気づかれないように町の全体を見てきて頂くだけで十分です。エルメンヒルデさまは、ここから偵察用のコウモリを広く散開させてください」

「「「了りよう解かい」」」

　三名が応じて、作戦開始となった。

　イリナが気になったことをレイヴェルに訊いた。

「ギャスパーくんの闇やみの力や獣けものは、このフィールドに放たれるのかしら？」

　ギャスパーは、神器セイクリツド・ギアの力により、闇から無数の異形を創つくり出せる。それに闇の力を広こう範はん囲いに展開することもできた。いまのあいつの力ならば、駒王町を丸ごと闇に包むことも可能なんじゃないかとイリナは感じたわけだ。

　レイヴェルが言う。

「偵察用に闇の獣をフィールド中に放つとは思います。ただし、広範囲な能力……町を闇で覆おおうような手段はあまりしたくないのではないかとも感じますわね」

「なぜ？」

　イリナが再度問うと、レイヴェルはこう答える。

「リアスさまとの合体技わざが主しゆ軸じく、最重要でしょうから、余分なスタミナを消耗する手段はあまり採らないように思いますわ。あの合体技は、ギャスパーくんの体力も使うでしょうから。一分でも、一秒でも長く変身していたいなら、闇の力を広範囲に使うのはここぞというときかと。とはいえ、警けい戒かいは尤もつともですわ」

　それがレイヴェルの見解だった。

　というやり取りもあったなかで、ボーヴァとロイガンさんが偵察に赴おもむいた。

　俺たち残ったメンバーは、「どう相手陣じん地ちの学校まで移動するか」を話し合い始める。

　しかし、それは突とつ然ぜん起こる。

　ドゴォォォオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！

　けたたましい爆ばく音おんが聞こえ、家全体が大きく震ふるえる！　地下にまで届くほどの震しん動どうだった！

　皆が顔を見合わせる！

　──近くで攻こう撃げきが行われた!?

　作戦を開始して僅わずかな間で起こった出来事のため、俺たちは一様に驚おどろき、すぐに外に出て行くのだった──。







　玄げん関かんから出て行ったと同時にそれは聞こえてくる。

《「[image: ]誠の赤龍帝」チームの『兵士ポーン』一名、リタイヤ》

　──リタイヤのアナウンス！

　おいおいおい、俺のチームのリタイヤ報告かよ！

　オーラの気配を感じて、上空を見上げれば──そこには暗黒の化け身しんが宙に浮ういていた！

　人型に浮かび上がる漆しつ黒こくのシルエット！　背には十枚もの翼つばさが生えている！　額には第三の深しん紅くの瞳ひとみが輝かがやく。

　──「禁夜とフオービトウン・真闇のインヴエイド・滅殺獣バロール・ザ・姫プリンセス」、リアスとギャスパーの合体技！　リアスが変身した姿だった！

　漆黒の獣と化したリアスの両りよう脇わきには、魔ま剣けんの帝てい王おう──魔帝剣グラムを持つ木場と、紫し炎えんの剣を持ち、頭部に光の輪っか、背に六枚もの銀色の天使の翼を生やすリントさんの姿があった！

　その三名から少し離はなれた位置に、負傷したロイガンさんが宙に浮いており、リアスたちに向けて構えていた！

　……ボーヴァの姿がない。当然だが、先ほどアナウンスされた俺のチームの、『兵士ポーン』のリタイヤ報告はボーヴァだ！

　隣となりでレイヴェルが歯は嚙がみして悔くやしがっていた。

「……奇き襲しゆうっ！　まさか、こんな序じよ盤ばんも序盤から、その姿と、この戦力で相手陣地に攻せめてくるとは……っ！」

　まさか、初手も初手から『王キング』自ら相手本陣に打って出てくるなんて……ッッ！

　そのリアスの第三の瞳が、眼下にいるこちらを捉とらえ、赤く……いや、紅あかく輝き出す！

　それを見て、ロイガンさんが叫さけんだ！

「家の中に入って！」

　オーラをまとったロイガンさんが、即そく座ざにリアス、木場、リントさんのほうに高速で向かっていく！

　ロイガンさんの一言で事態を察知したレイヴェルは俺の腕うでを引き、家の中に引っ張った。

　すぐに玄関の扉とびらも閉める。

　俺がレイヴェルに言った！

「ロイガンさんが！」

　レイヴェルが俺に言い放つ。

「ダメですわ！　リアスさまは第三の目で時間を停止するつもりでした！　変身もしていないイッセーさまでは時間を止められますわっ！」

　その直後──。

　俺たちは残ざん酷こくな報告を受ける。

《「[image: ]誠の赤龍帝」チームの『僧侶ビシヨツプ』一名、リタイヤ》

　それは──ロイガンさんのリタイヤを報告するものだった。

　……リアスの大だい胆たんかつ、容よう赦しやのない初手に俺は玄関に座り込み……拳こぶしを下に突つきつけた。

　──やられたっ！

　レイヴェルが真っ正面から、俺の両りよう肩かたに手を置き、こう言ってくる。

「……あちらも十分に認にん識しきしているんです。イッセーさまの体力、あるいは精神を削けずれば勝てるということを。だから、初手で大きく削れるなら、それに越こしたことはないと踏んで奇襲してきたのだと思いますわ……っ！」

　レイヴェルの表情は悔しさに包まれていた。

　リアスのことをわかっていたはずなのに、ここまで初手でやられるとは思っていなかったのだろう。

　いや、リアスをわかっていたつもりだったのだ。俺も、レイヴェルも──。

　俺はぼそりと言う。

「……リアス・グレモリーは赤龍帝がいても強いが、いなくても強い、か。リアスは大会でそう評されていたな」

「はい」

　俺の心に完全に火がついた。いや、火はついていた。でも、いまのでさらに燃えさかり、炎ほのおとなった。いやいや、もっともっと燃え上がり、[image: ]いつ焱えきと化した。

　そんな言葉はないけど、いまの心境を表すならそれだ。

「レイヴェル」

「はい」

　俺は立ち上がり、オーラをまといながら、レイヴェルに言った。

「すぐに作戦を立て直して、反撃に出るぞ」

「当然ですわ！」

　俺たちは地下に降り、本格的な攻めの作戦を立てることとなった──。







　　　Middle Game.







　僕──木き場ば祐ゆう斗とは、ゲームが開始してすぐに主であるリアス姉さんと、うちのチームの『騎士ナイト』枠わくであるリント・セルゼンさんと共に兵ひよう藤どう邸ていを襲しゆう撃げきした。

　リアス姉さん考案による奇き襲しゆうともいえる初手だ。

　相手はまずフィールドの様子を把は握あくするため、偵てい察さつを出すだろうと予測する。それはチームの『王キング』であれば、当然の思考だ。

　その上で、リアス姉さんはギャスパーくんとの合体技をした状態で奇襲する案を出してきたのだ。

　完全に相手の虚きよを突つく格好だ。

　イッセーくんのチーム──軍師役であるレイヴェルさんが、予想しないであろう奇き手しゆともいえる初手を、リアス姉さんはあえて出した。

　それは功を奏して、いきなり相手チームの二名をリタイヤさせることができた。

　特にロイガン・ベルフェゴールさんを序じよ盤ばんも序盤で取ったのは大きい。ロイガンさんのレーティングゲームでの経験と知識によるアドバイスは、後半……いいや、中ちゆう盤ばんになる頃ころに輝かがやき出すだろうからだ。

　……とはいえ、こちらの選手もロイガンさんの特性による魔ま力りよくカウンターを受けたため、それが後々どうなるかわかったものではないのだが……。

　だが、この奇襲作戦の肝きもはそれらのことではない。

　奇襲は今回の戦術の一いつ端たんに過ぎないからだ。なぜなら、リアス姉さん──いや、僕たちは全員で本陣を飛び出している。

　ゲームがスタートし、話し合ったところで、序盤も序盤から全員で兵藤邸の周囲に向かったのだ。

　シンプルなルール上、『王キング』を取らなければゲームには勝てない。相手チームは、リアス姉さんを取る上で、ストラーダ猊げい下かとクロウ・クルワッハとの戦せん闘とうをどう潜くぐり抜ぬけてリアス姉さんと戦うか考える。

　あちらはイッセーくんとドライグ、ビナー・レスザンさんの力が重要だと考えるだろう。

　いかにして、イッセーくんを生かしつつ、こちらの選手たちを一人でも多く引きつけるか思し慮りよする。

　それならば、こちらはリアス姉さんと共に選手も動けばいい。リアス姉さんの近くに眷けん属ぞくだけじゃなく、ストラーダ猊下とクロウ・クルワッハも随ずい行こうさせればいい。

　──全員で兵藤邸の周りに潜せん伏ぷくし、相手チームの出方を見ていた。

　リアス姉さんは近くで身を隠かくして、兵藤邸の様子をうかがっているだろう。……僕も兵藤邸が見える位置に移り、そこから身を隠して様子をうかがっていた。

　とあるマンションの上階の一室にお邪じや魔まして、そこから兵藤邸を監かん視ししていた。

　……エルメンヒルデさんが偵察用のコウモリを広こう範はん囲いに無数に放っているので、ちょっとした行動でも察知されてしまう。

　出来うる限り気配を殺して、相手の出方を見る。

　……あちらは、リアス姉さんの奇手により、作戦を変へん更こうせざるを得ないだろう。

　先ほどのリアス姉さんの一手は、変身前のイッセーくんを開始早々に取ってもおかしくないものだった。

　僕は作戦に移る前、リアス姉さんに訊きいた。

「奇襲でイッセーくんを倒たおしてしまってもいいんですか？」

　リアス姉さんは平然とこう述べた。

「それで終わりなら、今回はそれだけの試合だったということ。私たちが次の試合に進むだけのことよ」

　……リアス姉さんとイッセーくんは、互たがいに倒すことを誓ちかい合った。だから、互いに遠えん慮りよなしということなのだろう。

　──と、そのようなことを思慮していた僕の視界に不思議な物体が映る。

　遠目に、物もの陰かげから漆しつ黒こくの異形がひょっこりと頭を覗のぞかせているのが確認できた。電柱の陰だったり、ブロック塀べいの陰だったり、そこから闇やみの獣けものが顔を出していた。

　ギャスパーくんの能力だ。おそらく、エルメンヒルデさんのように偵察要員を放ったのだろう。

　僕が隠れている部屋のベランダにも闇の獣は出現したので、一応手を振ふって、こちらの位置をギャスパーくんに伝えた。

　それから数分経った頃だった。

　──エルメンヒルデさんのコウモリが、一帯から姿を消していた。

　それは偵察が済んだことを意味している。

　……おそらく、あちらは次の手に出るということを示し唆さしているのだろう。

　程なくして、リアス姉さんから通信が入る。

『そろそろ相手が動くと思うわ』

「了りよう解かい」

　僕がそう返したときだった。

　兵藤邸のほうから、ゴゴゴゴゴゴゴという奇きっ怪かいな音が聞こえてくるではないか！

　僕は部屋から注意深く監視していると──兵藤邸の庭の一部に変化が訪れた！

　──何かのゲートが開くように地面が割れていく！

　僕がリアス姉さんに訊いた。

「あ、あの、庭の一部が開いたんですけど……」

　これを別の位置から見ているであろうリアス姉さんは言う。

『……あの設備を使うのね。そこまでこのフィールドが再現しているだなんて……』

　リアス姉さんはあのゲートらしきものを知っているようだった！　ぼ、僕、あのゲートのことは知らなかったんだけど……。

　兵藤邸って、アジュカ・ベルゼブブさまの経由（ベルゼブブさまのお抱かかえの建築家がデザイン）で建てられたそうだけど、謎なぞの設備が盛りだくさんすぎると思うんだ。

　いまだに時間経過と共に開放される部屋や設備があるというし、都合によって増設されるものもあるというからね。僕すら知らないものがあって当然かな。

　そして、ゲートが開くと同時に赤ランプも出現して、アラート音を鳴り響ひびかせる！

　な、なんだ……？　何が起こるというんだ……？

　困こん惑わくしかないなかで、ゲートからそれは飛び出してきた！

「「「ＧＯッッ！」」」

　女性陣じんの複数のかけ声と共に現れたのは、戦車のような戦闘車両の上に乗った黄金色のドラゴン！

　あ、あれは、アーシアさんと契けい約やくしている五ご大だい龍りゆう王おうの一角──『黄金ギガンテイス龍君・ドラゴン』ファーブニルだ！　ファーブニルが、戦車のような戦闘車両に乗っかって、ゲートの奥から飛び出してきた！

　しかも、ファーブニルは頭部や肩かた、尻しつ尾ぽなど、体のあちこちに鎧よろいのようなものが装着されていた！

　そして、何よりもファーブニルの両りよう脇わきにつかまっているのは、ゼノヴィアとイリナさん！

　背中にはアーシアさんが乗っていた！

　三人とも、「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの衣装を着ているけど……なぜか、目元を覆おおう仮面をしていた。

　な、なんなんだ？　何をしようというんだ……？

　困惑するしかない僕を置いて、彼女たちは気合いを入れて叫さけぶ。

　ゼノヴィアがアーシアさんに言う。

「行くぞ、アーシアッ！　いや、パンツァーレディ１号！」

「は、はいっ！」

　ファーブニルの背に乗るアーシアさんが、「パンツァーレディ１号」などと呼ばれていたが……。

　イリナさんが号令をかける。

「出発のときよ！　パンツァーレディ１号、２号！」

　最後にアーシアさんが恥ち辱じよくに耐たえながら叫ぶ。

「ファ、ファーブニ……いえ、パンツァードラゴンさんっ！　出発です！」

　そう告げたときだった──。

　黄金のドラゴンが、全身から黄金の輝きを放ちながら、口を開く。

『おパァン、ティィィィィィィイイイイイイイイイイイイイイイイーッ！』

　ファーブニルが、奇っ怪な叫びを放つと同時にそれは空に現れた！

　フィールドの上空に──タイトルが表示されるっ！





「パンツ☆ボカンのテーマ」




　作詞：ヴィーザル

　作曲：あぽ＠ろん

　歌：イッセー・グレモリー






　そして、フィールド中に謎の音楽が大音量で流れ始める！

　宙に歌詞まで表示され始めたッ！




　──　ま　た　な　の　か　！





　ワンワンツーツー　たたかえ！

　パンパンツーツー　まるみえ！

　おたから　求めて　あいつがくる！

　金きん髪ぱつおねえちゃんの　パンツがだいすき

　あいつは　パンツのドラゴンさ☆






　歌と共にアーシアさん、ゼノヴィア、イリナさんを乗せたファーブニルの戦闘車両が兵藤邸ていから物もの凄すごい速度で走行していく！

　──って、この歌、イッセーくんが歌うたってる!?　いやいや、作詞が北ほく欧おうの現主神ヴィーザルさまで、作曲が芸能の神でもあるオリュンポスの現主神アポロンさま！

　なんだ、これは……？　だ、誰だれが仕組んだ仕業なんだ!?





　パンツの　平和を　まもるため

　きょうは　わるいロキを　やっつける！

　パンツを　もらえば　百兆馬力！

　こいつは　とっても　たいへん　へんたい！






　う、歌が流れ続けている……っ！

「おっぱいドラゴンの歌」が初めて流れたときを思いださせる……なんとも反応に困る現象が、また僕を襲おそっていた！

　リアス姉さんが通信越ごしに皆みんなに言う。

『チームの皆、冷静に聞いてちょうだい』

　冷静に!?　これを冷静に!?

　……いや、こういうときだからこそ、冷静になるべき……なのだろうか？





　パンツがボカン！

　パンツでイヤーン！

　パンツドラゴン　ただいま参上！






　一番の歌詞がちょうど終わった（？）ようで、二番に入ろうとしているなかで、リアス姉さんが言う。

『あれは「パンツ☆ボカン」。グレモリーの新たなキャラクタービジネスのひとつなの。アーシアが「パンツァーレディ」１号、ゼノヴィアが２号、イリナが３号よ』

　……えっ!?　……リアス姉さんは何を言っているの……？

「パンツ☆ボカン」って……そんな情報、作戦前に言って欲しかった！

　頭が変になりそうな僕にリアス姉さんは丁てい寧ねいに説明をしてくれる。

『実は、グレモリー本家からの注文があって、近々この作品を発表するから、試合でパフォーマンスがやれるならやってみてほしいとイッセーたちは打だ診しんされていたの。まさか、イッセーたちが本当にやるとは思わなかったけれど……やってくれたものね』

　やってくれたものねって……。僕もなんて答えたらいいかわからないよ……。

　リアス姉さんが言う。

『けれど、おそらく、これはデコイ。回復役のアーシアが出てきたのが、何よりの証しよう拠こ。そのパフォーマンスをしている横で──』

　リアス姉さんがそこまで言いかけたなかで、僕の視界に相手チームの動きが映る！

　──兵藤邸から、「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの面々が高速で飛び出していった！

　イッセーくんをはじめ、相手チームの選手たちが町を疾しつ走そうしていく！

「イッセーくんたちが家を出ましたね」

　僕がそう言うと、リアス姉さんが答える。

『ええ、こちらでもその動きを確認したわ。ファーブニルたちがパフォーマンスをしているなかで、飛び出した格好ね。あちらも全員で動くようだわ。どうやら、こちらがどう動いているか、ある程度把は握あくしたみたい。デコイ……ゼノヴィアたちの向かう先にいるのはストラーダ猊下ね』

　僕たちがリアス姉さんを中心に動くなら、あちらも皆でリアス姉さんを追うということか。

　あちらはエルメンヒルデさんの偵てい察さつから、僕たちの行動をある程度は特定できたのだろう。ここからは、相手選手全員でイッセーくんとリアス姉さんを戦わせるように動くはず。

　僕たちも大だい胆たんだけど、あちらも大たい概がいだね。

　まずはストラーダ猊下に相手を仕向けるなんて。

　リアス姉さんがメンバーの皆に言う。

『……相手チームが、こっちに距きよ離りを詰つめてくる都合上、こちらの回復役であるヴァレリーも狙ねらってくるでしょうね。警けい戒かいしておいて』

『『了解』』

　リアス姉さんの指示にヴァレリーさんと、その護衛役の方が応じた。

　リアス姉さんが言う。

『こうなれば、こちらも動くわ。各自、相手の出方を見つつ、それぞれで対応してちょうだい』

『『『『『『『了解』』』』』』』

　クロウ・クルワッハ以外が、声を出して応じる。声に出さないけど、クロウ・クルワッハも認識はしてくれているだろう。

　リアス姉さんが僕個人に通信を飛ばしてくる。

『祐斗。あなたは、私についてきて。それが一番あなたの願いに近いわ』

　……リアス姉さんは僕が抱いだいている想いに配はい慮りよしてくれていた。

『同時に、私も用事を済ませなければならないから』

　リアス姉さんは続けてそう告げてきた。

「……リアス姉さん、何をされるんですか？」

　リアス姉さんは言葉少なに返してくる。

『……どうしても決着を付けないといけないことがあるの』

　……何かの決意を含ふくんだ声音だった。とても大事なものがあるのだろう。

　僕の主であり、姉として慕したうヒトが決めたことだ。僕は『騎士ナイト』として、主の決断に付いていくだけのことだ。

「了りよう解かいです。行きましょう」

『ええ。よろしくね、私の「騎士ナイト」』

　その確認を取ったあとで、僕はリアス姉さんと合流するため、マンションのベランダから、羽を広げて飛びだそうとした。

　──と、そこに声がかかる。

「……ファーブニルと戦っていいか？」

　──っ。

　近くの宙に浮うかんでいたのは、ドラゴンの翼つばさを広げるクロウ・クルワッハだった。

　駒く王おう町の道路を爆ばく走そう中のアーシアさんたちとファーブニルに向けて視線を送っていた。

　まったく気配も感じさせずに近くにいたなんて……やはり、伝説の邪じや龍りゆうは恐おそろしい。

　クロウ・クルワッハの言葉を聞いていたのか、リアス姉さんが通信越しに言った。

『わかったわ。クロウ・クルワッハ、あなたは……回復役を倒してちょうだい』

　アーシアさんを討て──と、リアス姉さんはクロウ・クルワッハに告げたのだ。

　それを聞いて、彼はうなずいた。

　ここは彼に任せることにして、僕はリアス姉さんと合流するとしよう。

　空へ飛び立つときにクロウ・クルワッハが察したのか、不敵な笑みを浮かべながら言ってくる。

「ふっ、ドラゴン退治か」

「……相手は神クラスのドラゴンさ」

　それだけ言い残して、僕は空へ飛び出していった──。

　ここから僕たちは、相手チームの動きに応じて個々の戦いを繰くり広げることになる。




　　　　─○●○─





・アーシア＆ファーブニル　対　クロウ・クルワッハ　１






　クロウ・クルワッハは、リアス・グレモリーの指示を受けたあと、駒王町の道路を爆走している龍りゆう王おうのファーブニル、それに乗っているアーシア・アルジェント、ゼノヴィア・クァルタ、紫し藤どうイリナの前に降り立った。

　程なくして、戦せん闘とう車両と化していたファーブニルの動きが止まる。

　ファーブニルの両りよう脇わきにつかまっていたゼノヴィアとイリナが降り、得物である聖せい剣けんを手に取った。

「クロウ・クルワッハか！」

「いきなり、大物登場ね」

　クロウ・クルワッハが体に戦意あるオーラをまとうと、ゼノヴィアとイリナも聖なるオーラを高めだしていた。

　互たがいに相手の出方をうかがうなかで、ファーブニルの背中に座るアーシア・アルジェントがこう切り出した。

「……ゼノヴィアさん、イリナさん、先に行って頂いてもよろしいですか？」

　アーシアの発言にゼノヴィアとイリナは衝しよう撃げきを覚えている様子だった。

「──っ！　な、何を言うのよ、アーシアさん!?　あなたとおパンツドラゴンだけでは──」

　イリナがそう返すなかで、ゼノヴィアは真っ正面から、金きん髪ぱつの少女の訴うつたえを聞き入れていた。

「……いいんだな、アーシア？」

　ゼノヴィアの問いにアーシアは覚かく悟ごを決めた表情でうなずく。

「はい。ここは私とファーブニルさんで時間を稼かせぎますから」

　アーシアの覚悟を理解したのか、ゼノヴィアは聖剣デュランダルの構えを解き、その場を駆かけ出す格好となった。

「行くぞ、イリナ」

　ゼノヴィアがイリナを促うながす。

　イリナは戸と惑まどっている様子だった。

「ゼノヴィア！　アーシアさんを残すなんて……っ！」

　ゼノヴィアが言う。

「イリナ、このゲームの本質をレイヴェルに言われただろう？」

「──っ。…………『王キング』であるイッセーくんをどこまで消しよう耗もうさせずにリアスさんと戦わせるか……」

「そして、私たちはマスター・リアスの周囲の戦力を少しでも削そぐことが役目。……そのなかで、アーシアはファーブニルと共に、この邪龍を受け持つと決めた」

「…………けどッッ！」

　聖剣使いの二人は、アーシア・アルジェントが、クロウ・クルワッハに勝てないことを十分に理解しているだろう。

　いや、このままではファーブニルを含む、アーシア、ゼノヴィア、イリナの組み合わせでクロウ・クルワッハと戦っても勝てない。

　それならば、とアーシアは考えたに違ちがいない。

　互いのチームの共通認識として、回復役を倒すべきであるなか、アーシアは敵を引きつける上でこれ以上ない存在だ。

　自分とファーブニルならば、時間稼ぎくらいはできるとアーシア・アルジェントは結論を出した。

　その間に、聖剣使いの二人が、相手チームの他の選手の相手をすれば、より確実に相手の戦力を削げる。

　ここで全ぜん滅めつよりは遥かに良いと理解したのである。

　アーシアはゼノヴィアとイリナに微笑ほほえみを向ける。

「大だい丈じよう夫ぶです。私、赤龍帝のお嫁よめさんになるんですよ？　だから、このぐらいの勇気と覚悟を持たないといけないんです」

　それを聞いたゼノヴィアとイリナ。イリナも……覚悟を受け取ったようで、聖剣オートクレールを下げた。

「行こう」

「……ええ」

　クロウ・クルワッハを警戒しつつも、ゼノヴィア・クァルタと紫藤イリナは、この場をあとにして駆け出していく。

　女性剣けん士し二人をまったく追おうともせず、攻こう撃げきもしないクロウ・クルワッハの姿にアーシアは礼を述べた。

「……ありがとうございます、私のお友達を追わないで頂いて」

　クロウ・クルワッハは腕うでを組みながら、堂々と告げる。

「女人といえど、俺の前に雄お々おしく立った。──その気き概がいに敬意を払はらっただけのことだ」

　アーシア・アルジェントという一人の少女が、勝てないとわかっていながらも勇気を奮い、自分の前に立った。

　その勇気に邪龍は敬意を払うべきだと認識したのだ。

　ファーブニルが戦闘車両から降り、おかしな装そう飾しよくも体から取り払う。アーシア・アルジェントを守るように構える龍王。

　クロウ・クルワッハが、アーシアとファーブニルに対して戦闘のオーラを向けるなかで、先ほどの、リアス・グレモリーとの通信のやり取りを思いだす。

　リアス・グレモリーはこう言ってきた。

『私たちグレモリー眷けん属ぞくは……多分、アーシアを前にしたら攻撃が鈍にぶるわ。相手がイッセーやゼノヴィアなら、遠えん慮りよなく戦えるでしょうね。でも……私も朱あけ乃のも小こ猫ねこも祐斗もギャスパーも……アーシアが相手だと……。そういう存在なの、あの子は』

　複雑な心境をリアスは続けて語る。

『けれど、回復役を断つのが、勝利へのひとつの鍵かぎ。だから、あなたに引き受けてもらいたい』

『これだけアーシア・アルジェントのことを贔ひい屓き目めにしても、まだ罪悪感がありそうだな』

　クロウ・クルワッハはそう訊きいた。

　リアスは通信越ごしに深い息を吐ついた。

『……当然よ。皆みんなで……ずっと守ってきた子よ。けれど、手を抜ぬけば……私はアーシアに恨うらまれる。いいえ、恨まないわね、あの子は……。それだからこそ……』

　これ以上の問答は、不要だと感じたクロウ・クルワッハは言う。

『問題はない。誰だれであろうと、やるときは一気に屠ほふる。それでいいか？』

『……せめて、あなたが戦うのに満足する手段だけ教えるわね。ファーブニルにこう告げてみて──』

　リアス・グレモリーから聞いたことをクロウ・クルワッハはさっそく実じつ践せんすることにした。

　ファーブニルに向けて言い放つ。

「ファーブニル、聞け。──俺はアーシア・アルジェントを倒すよう命令された」

『……アーシアたんを、倒す？』

　そう聞き返すファーブニル。

　クロウ・クルワッハはリアスの言葉を反はん芻すうする。

『その一言を告げれば、ファーブニルは化けるわ。あなたの心を揺ゆさぶるだけのドラゴンにね』

　それを思い返しながら、クロウ・クルワッハは再度言い放つ。

「ああ、そうだ。俺が、アーシア・アルジェントを屠る」

　一いつ拍ぱくあけたのち、この一帯に言い知れないオーラが漂ただよい出した。

　その発生源は、黄金の鱗うろこを持つドラゴンである。

『──させない』

　あり得ないほど、濃のう密みつなオーラをまといだし、その瞳ひとみは怒いかりに燃えだしていた。

『アーシアたんには触ふれさせないッッ！』

　そのオーラはすでに龍王クラスを超こえるものである。怒りによって……逆げき鱗りんによって、ファーブニルの秘めた実力が現れたようだ。

　クロウ・クルワッハは知っている。ファーブニルが、かの悪あつ鬼きリゼヴィム・リヴァン・ルシファーを追い詰つめたあげく、嚙かみ殺したことを。

　クロウ・クルワッハは、現状のファーブニルを見て、狂きよう喜きの笑みを浮かべていた。

「……とんでもないオーラを放ってくれるではないか、ファーブニルよ……ッッ！　なるほど、リアス・グレモリーの言うことは尤もつともだったようだ。出だしとしては、申し分ないものになりそうだ！」

　自身も莫ばく大だいな戦闘のオーラを放ちながら、クロウ・クルワッハは名乗った。

「我が名は、『三日月クレツセントの暗黒・サークル・龍ドラゴン』クロウ・クルワッハ。『黄金ギガンテイス龍君・ドラゴン』ファーブニルに決けつ闘とうを申しつけるッ！」

　これにファーブニルも呼応する。

『俺様、「黄金ギガンテイス龍君・ドラゴン」ファーブニル。「三日月クレツセントの暗黒・サークル・龍ドラゴン」クロウ・クルワッハの宣言を受け取るッ！』

　究極の邪龍と、アーシア・アルジェントを守る龍王の戦いが始まった──。




　　　　─○●○─





・ロスヴァイセ＆エルメンヒルデ　対　ヴァレリー・ツェペシュ＆姫ひめ島じま朱乃






　リアスの奇き襲しゆうにより、作戦を変へん更こうすることになった「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チーム。

　兵藤邸ていから飛び出したメンバーのうち、ロスヴァイセはエルメンヒルデと共にイッセーたちから離はなれ、とある場所……否、とある者のもとにたどり着いていた。

　偵てい察さつと索さく敵てきの担当であるエルメンヒルデに導かれて、ロスヴァイセは──ヴァレリー・ツェペシュの前に降り立った。

「リアス・グレモリー」チームの回復役であるヴァレリーは、優先して倒たおすべき相手である。

　同じ吸きゆう血けつ鬼きであるエルメンヒルデだからこそ、偵察と索敵に集中した結果、ヴァレリーのオーラを感知できたのだろう。

　ヴァレリーは本ほん陣じんから離れ、疑似駒王町のある林のなかに潜ひそんでいた。

　ロスヴァイセがヴァレリーの前に立つ。ロスヴァイセの後方、少し離れてエルメンヒルデも待機する。

　──と、ヴァレリーを守るように姿を現したのは「リアス・グレモリー」チームでの専用コスチューム（巫み女こ服）を着た姫島朱乃であった。

　朱乃が笑みを浮うかべてロスヴァイセを迎むかえる。

「あらあら、ヴァレリーさんを狙ねらってきたのはロスヴァイセさんだったのですね」

　ロスヴァイセが手元に杖つえを構えて言う。

「ええ、私です」

　ロスヴァイセの登場に朱乃はあごに手をやり思し慮りよし、こう言った。

「……なるほど、最悪の場合でも、ヴァレリーさんと、その護衛役ごとロスヴァイセさんの結界で覆おおうつもりだったと……」

　朱乃の予想は正しい。

　レイヴェルは──、

『護衛役が誰であろうとも、いざというときにロスヴァイセさまの結界が役に立ちます。ヴァレリーさまと護衛を倒すのが最善。封ふうじるのが次善ですわ』

　そう指示したのだ。

　最悪のケースになったとき、ヴァレリーをこの場に留めておけば回復は容易に行えなくなる。

　国際大会の取り決めで「フェニックスの涙なみだ」が支給されない以上、このレーティングゲームで回復手段は貴重だ。

　回復はフィールドに設置された専用のポイントでのみ行われるが、戦略上、ゲーム中に壊こわされやすい。この試合中にも破は壊かいされる可能性は高いだろう。

　ロスヴァイセは朱乃に向けて、杖を構える。

　ロスヴァイセの持つ杖は、北ほく欧おう神話に伝わる伝説の武具「ミスティルティンの杖」である。北欧の神クラスが使用している物で、強大な魔ま法ほう力を持つ魔法武具。

　この杖によって、ロスヴァイセの魔法は絶大なまでに高まる。

　それを確認した朱乃は、全身に雷かみなりのオーラを発生させる。同時に上空に雷らい雲うんが生み出された。朱乃は背中に堕だ天てん使しの翼つばさを八翼出現させる。

　以前は堕天使化をする際に専用の腕うで輪わが必要だったが、現在はそれ無しで変化が可能になっていた。

　ロスヴァイセをフォローするようにエルメンヒルデが、レイヴェルから受け取った血液が入った小こ瓶びん二本を開けて、一気に呷あおった。

　刹せつ那な、エルメンヒルデの全身にドラゴンのオーラと、不死鳥のオーラが発生する。エルメンヒルデは、上級吸血鬼の出身ではあるが、吸血鬼としての能力は平へい凡ぼんであった。

　しかし、対象者の血を飲んだときに、その者の力を発現する能力に長けており、状じよう況きように応じて、用意していた血を飲んで強化できる。イッセーとレイヴェルの血を飲むことで、ドラゴンの力と、不死鳥の不死性を一時的に得たのである。

　エルメンヒルデは、ロスヴァイセのサポートをしつつ、ヴァレリーを狙うつもりであった。

　という状況下で、ついにロスヴァイセと朱乃が──同時に仕し掛かける！

　朱乃は雷光を轟とどろかせ、ロスヴァイセに放った。ロスヴァイセは堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ型魔ま方ほう陣じんでそれを防ぎきる。

　朱乃はお構いなしに雷光を連発していった。ロスヴァイセも無数の魔方陣を展開させ、そこから炎ほのお、氷、水、風など、雷以外の属性魔法を一いつ斉せい放射していく！

　魔法と魔力の戦いは、ロスヴァイセ側に優勢であり、朱乃の雷光を押し返そうとしていた。

「これならば！」

　朱乃は雷光を龍の形にしていった。──雷らい光こう龍りゆう、朱乃の必殺技だ。

　東洋のドラゴンの形となった莫大な雷光が、朱乃の手から放たれる！　それも一体だけではなく、五体同時だ。一体一体が以前よりも濃密なオーラに包まれており、朱乃の修行の成果が見て取れた。

　ロスヴァイセはミスティルティンの杖により、魔法の底上げをはかり、攻こう撃げき魔法の威い力りよくを跳はね上げさせる！

　ロスヴァイセの強化された属性魔法のフルバーストと、朱乃の放つ五体の雷光龍が衝しよう突とつし、大だい爆ばく発はつを起こして、彼女たちが戦っている林の風景を吹ふき飛ばしていく！

　土つち煙けむりが巻き起こり、それが止む頃ころ──地に膝ひざを突ついていたのは朱乃のほうであった。

　魔法と魔力の戦いは、神の武具を持つロスヴァイセに軍配が上がった。

　ロスヴァイセが言う。

「朱乃さん。撃うち合いは私のほうが上です。申し訳ない……いえ、私はイッセーくんの眷けん属ぞくでしたね。朱乃さん、ヴァレリーさん、我が主のため、覚かく悟ごしてもらいます」

　ロスヴァイセの一言に朱乃は微笑ほほえんだ。

「それでこそ、私の旦だん那なさまの『戦車ルーク』ですわ。けれど、私もリアス・グレモリーの『女王クイーン』なの。ただでは負けませんわ」

　朱乃はそう言うと、全身から言い知れないオーラを放ち始めた。

　それは──堕天使由来の、雷光のオーラではない。

　朱乃が懐ふところに手を入れると、そこから──恐きよう々きようとした鬼おにの面を取りだした。

　それを被かぶり、手で印を結ぶと──朱乃の周囲に五行の魔方陣が展開し始める。それはこの国の異能を司る魔方陣であった。

　朱乃は口にする。

「おいでませ、おいでませ。我が声に応じて、御おん身みをここに現出あれ」

　すると、朱乃の両りよう脇わきに凶きよう悪あくなオーラを放つ五行の魔方陣が展開した。

　ロスヴァイセは瞬しゆん時じに危険と判断し、防御のオーラをまとう。

　そして、朱乃が展開した五行の魔方陣より出現したのは──六メートルはあろうかという巨きよ体たいを持った異形二体であった。

　どちらの異形も頭部に角を生やす。口からは鋭するどい牙きばを覗のぞかせ、巨きよ木ぼくより太い腕うでの先には、同じように太い金棒を手にしていた。

　──鬼、である。

　しかも、プレッシャーと妖よう気きの質からただの鬼ではないことが理解できた。

　朱乃が鬼の面を半分だけずらして、ロスヴァイセにこう言う。

「左の方が、温う羅らさま。右の方が茨いば木らき童どう子じさまですわ」

　温羅と呼ばれた鬼は、頭をボリボリとかきながら朱乃に問う。

『あー、姫島の娘むすめか。……何の用だ？』

　茨木童子と呼ばれた鬼は腕を組み、周囲の風景に視線を配っていた。

『儂わしらを呼んだということは、よほどの相手だということか？　姫島よ』

　どちらの鬼も強きよう烈れつなオーラを放っている！

　温羅──桃もも太た郎ろうで有名な鬼おにヶが島しまにいる鬼の首領のモデルとなった悪鬼。

　茨木童子──日本の三大妖よう怪かいの一角とされる酒吞童子の右腕とされた伝説の鬼おに神がみ。

　ロスヴァイセは、朱乃がこの二体の鬼と使い魔まの契けい約やくを結んだのだと理解した。

　朱乃が言う。

「従姉妹である朱す雀ざく姉さまのご厚意で、私は姫島家に足を踏ふみ入れることができました。そこで私が願ったのは──この身に流れる母側の力を強化することです」

　朱乃は小さな鬼──小鬼を使役していた。

　話に聞いたことがあった。朱乃の母親は、鬼に好かれやすい傾けい向こうがあったと。

　朱乃自身も幼い頃に、いつの間にか小鬼と仲良くなっていたと。

　……五大宗家は、この国の異形たる妖怪と縁えんが深い。おそらく、姫島家経由で名のある鬼との契約に成功したのだろう。

　このレーティングゲームでは、使い魔の使用に制限がある。そうでなければ、プレイヤーが自ら戦わず、強力な魔ま物ものと契約し、それらをぶつけ合う展開になるであろうためだ。

　そのため、強力な使い魔ほど、制限をかけている。一試合中、一名しか強力な使い魔を使えないとか、召しよう喚かんしたあとの時間に制限を設けるなどだ。

「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームは、その枠わくはファーブニルを使役するアーシアとした。

　対する「リアス・グレモリー」チームは、その枠を朱乃に選定したようだ。

　この情報と状況は、完全に予想だにしていない。朱乃自身が、姫島家に認められたことは仲間であるなら、誰だれもが知っている。

　そこで何かしらの儀ぎ礼れいを受けてもおかしくないとも感じる。

　だが、伝説の鬼二体と契約したことは想像していなかった。これはレイヴェルですら、考こう慮りよしていなかっただろう。

　朱乃が鬼二体に言う。

「お二方とも、少しの間だけ、私にお付き合いくださいますと幸いですわ」

　その命を聞き、鬼二体はロスヴァイセに視線を向けてきた。

『……異国の……者か。面めん倒どうくせぇな……』

　温羅がそう言うものの、金棒を力強く握にぎる。

『……半神のような悪あく魔まと、吸血鬼といったところか』

　茨木童子も金棒を出現させ、手に構える。

　両脇に鬼を従える朱乃自身も全身に雷をまとう。

「さあ、ロスヴァイセさん。続きをしましょう」

　ロスヴァイセは、鬼の実力を見定めるため、攻撃魔法を二体に放った。

　二体の鬼は、金棒にて容易にロスヴァイセの攻撃魔法を弾はじいてしまう。

　その結果を見て、ロスヴァイセは思っている以上にヴァレリー・ツェペシュ討とう伐ばつは難航しそうだと覚悟を決めた。

「エルメンヒルデさん、かなり厳しい戦いになりそうです」

　ロスヴァイセの言葉にエルメンヒルデは銀で出来た人型の小さな造形物──「機動騎き士しダンガム」のドールアーマーを模した物を複数出現させる。エルメンヒルデはその銀製の造形物を操ることができた。

　エルメンヒルデが言う。

「ええ、お付き合いしましょう」

　ロスヴァイセは、エルメンヒルデと共に朱乃と伝説の鬼二体を相手にしていく──。




　　　　─○●○─





・レイヴェル・フェニックス　対　塔とう城じよう白しろ音ね（小猫）






　レイヴェル・フェニックスは、兵藤邸ていを飛び出したあと、イッセーと共に行動していたものの、途と中ちゆうで分かれ、とある者の到とう着ちやくを待った。

　イッセーと共に移動中、白い影かげを視界の隅すみに映したからだ。

　公園の噴ふん水すい前でレイヴェルが待っていると、程なくして猫ねこ耳みみと尻しつ尾ぽを生やした小こ柄がらな少女が現れる。

　塔城白音──。

　レイヴェルの親友である。

　白音の登場を、小さな笑みを浮うかべながら迎むかえ入れるレイヴェル。

「……待ってたわ、白音」

　白音はレイヴェルの前に立ち、こうつぶやく。

「……やっぱり、私を待ち構えていたんだね、レイヴェル」

「友達ですもの。私が相手をするとしたらあなたよ、白音」

　レイヴェルの言葉に白音は、尾おを三本に増やし、全身から仙術による闘気を発生させた。

「……打だ撃げき戦では、負けないよ」

　そう告げる白音に対して、レイヴェルもフェニックスの象しよう徴ちようともいえる炎の翼を背中から展開する。

「それもわかってる。けれど、私もフェニックスの娘。──どちらが根負けするか、勝負といきましょう」

　レイヴェルはフェニックス家の特性──『不死』を有している。ただの攻こう撃げき程度では、負傷箇か所しよをたちまちに再生させることができる。

　白音は──三さん尾び状態からの高速とも思える動きで距きよ離りを詰つめ、拳けん打だでレイヴェルを打ち抜ぬく！

　レイヴェルは体の一部が吹っ飛ぶものの、瞬時にダメージ箇所に炎が巻き起こり、肉体を再形成させていった。

　レイヴェルが炎の翼つばさより、巨きよ大だいな火か炎えんを発生させて、白音に放つ。

　白音は後方に飛び退いて回かい避ひし、距離を取る。

　レイヴェルが打撃戦も辞さない覚悟でいることに、白音も気づき、体術の構えをあらためた。

「……軍師が、近接戦をするなんて」

　白音の言葉にレイヴェルは不敵な笑みを見せる。

「あの方の眷属ならば、そういうのに影えい響きようされてこそだからっ！」

　飛び出してくるレイヴェルを、白音は仙術を高めて対応してきたのだった──。




　　　　─○●○─





・百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう　対　リント・セルゼン






　リアス・グレモリーのもとにたどり着くため、駒王町を移動していた「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームのイッセー、百鬼勾陳黄龍、ビナー・レスザンは、リント・セルゼンの襲しゆう撃げきを受けた。

　黄龍は、イッセーとビナーに言う。

「俺が受け持ちます。兵藤先せん輩ぱいとビナーさんはグレモリー先輩のもとへ」

「……頼たのめるか？」

「ええ、なんとかします」

　それだけ黄龍が告げると、イッセーとビナーは彼を置いて、目標へと飛び立っていく。

　イッセーが通信越ごしに言った。

『百鬼。勝ったら、アーシアの救援か、ゼノヴィアとイリナのもとに行ってくれ。どっちもとんでもないのと戦っているからな』

「了りよう解かい」

　それだけ返し、黄龍はリント・セルゼンと対たい峙じした。

　リントは、紫し炎えんできた剣けんと、紫炎の弾たまを撃ち出す銃じゆうを手にしていた。

　彼女が得物を構えながら言う。

「これはこれは百鬼家のお坊ぼつちゃんじゃ、あーりませんか」

「新人同士、勝負といこうか」

　黄龍は──そう言うなり、初っぱなから全力でリントと戦うことを決めていた。

　相手は、神滅具ロンギヌス所有者であり、銀ぎん翼よくの天使だ。

　銀翼の天使とは、転生天使のなかで「エキストラ・ジョーカー」の候補であると聞いた。

　天界の「切り札」とされる「ジョーカー」には、予備要員が何名か用意されているという。「ジョーカー」が機能できない場合や「ジョーカー」の代わりに動かねばならない場合に、その者たちが「エキストラ・ジョーカー」として天界の「切り札」となるのだ。

　転生天使の転生アイテムの元ネタとなった「トランプ」のエキストラ・ジョーカー（ジョーカーの準札）を模した機能であった。

　リント・セルゼンは、「エキストラ・ジョーカー」の候補者の一角である──。

　ゆえに油断などできるはずがない。

　黄龍は身にまとう膨ぼう大だいな闘気を一気に増大させて、爆ばく発はつさせた！

　弾はじけた闘気がやむと──黄龍は人間のようなドラゴンに変へん貌ぼうを遂とげていた。頭部も東洋のドラゴンを思わせるものに変じている。

　金色の人型ドラゴン──。

　首も腕うでも足も太くなり、胸板の厚み、背せ丈たけ自体も増していた。一回り以上はサイズアップしている。

　五大宗家筆頭である百鬼家の次期当主は、地に足をつけている間、龍脈より大地の『気』をほぼ無制限に借りることができる。そのため、無む尽じん蔵ぞうともいえる闘気を扱あつかえるのだ。

[image: ]

　だが、ここがゲーム用に用意されたフィールドであるため、無尽蔵に力を借りられるわけではない。

　これらは百鬼家が司る大地の霊れい獣じゆう『黄龍』と契けい約やくしたからこそできる絶技である。

　霊獣と契約した者は、大きく分けて二通りの方法で霊獣を召喚できる。ひとつは、霊獣そのものを召喚すること。

　もうひとつは、自身の体に憑ひよ依ういさせて顕けん現げんすること。

　黄龍は後者であった。この形態は龍りゆう鬼き人じんと呼ばれていた。

　龍鬼人となった黄龍は、莫ばく大だいな闘気を全身から放ちながら、飛び出していく。

　黄龍が、リントと距離を瞬しゆん時じに縮め、近きん距きよ離りから高速の拳打と蹴けりを放っていった。

　どれも直ちよく撃げきすれば、リントの細い体を粉々にできるほどの威い力りよくを誇ほこる。

　リントは相変わらずアクロバティックな動きで、身軽に黄龍の体術を避よけていった。

　高速の打撃を繰くり出すなかで、黄龍が言った。

「ボの字と互たがいに決めたことがあるんだ。試合のなかでどちらかが先に負けた場合──」

　黄龍が大地を勢いよく踏ふむ！

　すると、リントの立っていた地面が盛り上がった！　大地を司る百鬼家の術者は、地面に足をつけている限り、『地』に関する異能を操ることができる。

　いまも大地をひと踏みしただけで、リントの足下の地面を操ったのだ。

　体勢を崩くずしたリントに向けて、黄龍が拳を放つ！　リントは銃を盾たてにして、その一撃を受けるが──。

　拳の威力は銃を破は壊かいしてもなお強きよう烈れつであり、リントを後方の遥か遠くまで吹ふっ飛ばしていった。

「負けた分の三倍は働けってね！」

　そう言い放つ黄龍。

　吹っ飛ばされたリントは、よろよろとしながらも立ち上がる。

「……いやぁ、えらい一発を食らいましたな」

　そう漏もらすリントは──地面に血をポタポタと流していた。彼女は負傷していた。

　それも黄龍と戦う前から、だ。

　黄龍が言う。

「ロイガンさんにやられたな？　あのヒトの特性は、『裂さけ目め』。最近開発したという魔ま力りよくのひとつに与あたえたダメージを徐じよ々じよに広げさせるものがあるからな」

　黄龍の指し摘てきにリントは皮肉げな笑みを見せる。

「リアス・リーダーに付き従ったときに、反はん撃げきを食らいましてね。いやー、油断してたっス。……まさか、聖杯の回復でもすぐには治らないなんて」

　ロイガン・ベルフェゴールは開始してすぐにリアス・グレモリーの奇き襲しゆうにて、ボーヴァ・タンニーンと共にやられてしまった。

　だが、ただではやられなかったようだ。合宿で得た新技を相手に食らわせた。

　ロイガンは、新技をあえて傷が広がるという回復しにくい魔力に仕上げていた。特訓時、実際に生物相手に使ったわけではないが、それでも回復能力の高いアーシアですら完治させるのに時間を要するだろうとロイガンは語った。

　リントはヴァレリー・ツェペシュの聖杯で回復を行ったようだが、短時間でダメージを完治しきれなかったようだ。完治できなければ、再び傷は広がり続けるのである。

　リント・セルゼンは、時限爆ばく弾だんのようなものを仕し掛かけられたのだ。このまま黄龍が何もしなくとも、いずれ、ダメージが広がってリタイヤとなるだろう。

　黄龍が拳を構えながら言う。

「とはいえ、手加減はしない。俺は倒たおせるときに倒すタイプだ」

　リントはそれを聞いて、うれしそうにしていた。

「それはうれしいっスね。手加減されたら、メンバーの方々に合わす顔がなかったので」

　リントはそう言うと、最後の輝かがやきとばかりに自身のオーラを最大に高めていく。

　彼女の体を覆おおう紫炎が、荒あらぶり出して、一気に弾けていった！

「禁手化バランス・ブレイクッスよッ！」

　リントは、莫大な紫炎をとあるものに形成していった。

　──紫炎で出来た三体の天使だった。

　彼女とどこか似た容姿を持つ、男性の天使が二名、女性の天使が一名というものだった。

　リントが言う。

「へへっ、これが自分が持つ『紫炎祭主にインシネレートよる磔台・アンセム』の亜あ種しゆ禁バランス・手ブレイカー──『紫炎なりしラブリー・愛の覇ヘヴンリイ・焰天使エンジエルス』なんスよねぇ。これ、モデルがジークのセンセと、フリードのアニキと、自分だったりするんスなぁ」

　三体の紫炎天使を従えて、リントが言う。

「せめて、自分の能力だけで、この三人を揃そろえたかったわけっス！」

　リントが、三体の紫炎天使を使役して、こちらに仕掛けてくる！

　黄龍は、以前の試合の記録映像で、リントがこの禁バランス・手ブレイカーの天使を使用しているのを知っている。「リアス・グレモリー」チーム対「明みよう星じようの白はく龍りゆう皇こう」チームの一戦時に使用していたのだ。そのときは、巨大な紫炎の天使だったが……その気になれば巨大化できるということだろうと黄龍は思し慮りよする。

　何よりもこの天使たちには気をつけねばならない。

　どうやら、一体一体が厄介な状態変化能力を持っているようなのだ。三体ということは、三種の状態変化を有しているだろう。

　直接触さわることは危険だと黄龍は冷静に判断する。

　黄龍は地をタタタンと三度踏む。刹せつ那な、地面が盛り上がり、こちらに向かってきていた天使三体を丸ごと飲み込んでしまう。

　土の檻おりともいえるものに封ふうじられた紫炎天使たちは、中で炎ほのおを巻き起こして逃のがれようとするが、さらに黄龍は土のコーティングを重ねに重ね、完全に鎮ちん火かするまで続けていく。

　これが、万全の状態の禁バランス・手ブレイカーであれば、土の檻は容易に破壊されただろうが……ロイガンによって負傷している今のリントでは限界があった。

　現にリントは荒い息をあげて、いまにも倒れてしまいそうだった。

　それでもリントは、土の檻に封じられた紫炎天使を一度解除して、もう一度オーラを高まらせて、自分の横に再形成させようとしていた。

　それを見み逃のがす百鬼勾陳黄龍ではない。

　黄龍は……大会に参加し、あらゆる勢力のチームと戦い、時に勝利を味わい、時に敗北を味わいながら、確実に成長を遂げていた。

　彼が目指すのは──憧あこがれの先輩である兵藤一いつ誠せいである。

　あらゆる凶きよう事じを突とつ破ぱしてきた先輩のようになりたい──。

　自分が守れなかったあの娘こを、もう一度助けるために──。

　希代の『黄龍』と呼ばれた先代『百鬼中なか神がみの黄龍』を超こえるために──。

「俺は負けられないんだッ！」

　神速とも思える速度でその場から飛び出した黄龍は、リントの認識を超えて、その背後に回った。彼女が振ふり返る間もなく、黄龍は拳こぶしに極大の闘気を込めて、打ち放つ。

　イメージは──サイラオーグ・バアルと殴なぐり合った兵藤一誠っ！

　彼の目指す拳のひとつがそれなのである──。

　パァンッ！

　小気味の良い快音が一帯に鳴り響ひびく。

　リントの腹部に深く鋭するどく入った黄龍の拳。一撃の勢いは、彼女の肉体を通り抜ぬけて、後方にまで衝しよう撃げきを発生させていた。

　黄龍が言う。

「──ボの字、仇かたきは取ったぜ。ロイガンさん、あなたの特性も最高でした」

　リントはその場に倒れ伏ふせ、途と端たんにリタイヤの光に包まれていく。

　リントは──笑みを浮うかべていた。

「ふふっ。自分、負けちゃいましたけど……多分、この先にいるお方にゃ勝てませんぜ？」

　リントの視線がとある方向に向いていた。

「あのお方は──バケモノですからな」

　そう告げたあとで、リントはフィールドから消えていった──。

　すると、

《「リアス・グレモリー」チームの『騎士ナイト』一名、リタイヤ》

　リントのリタイヤ報告がアナウンスされたのだった。

　リントを倒した黄龍は、彼女が視線を送ったほうに顔を向ける。

　……イッセーが言っていた「とんでもない」という相手のプレッシャーを感じ取れた。

「ゼノヴィア会長と紫藤先せん輩ぱいのオーラも感じるな。なるほど、とんでもないのと対戦中ってことね。それにアルジェント先輩のほうも……」

　違う方向からはふたつの巨大なドラゴンのオーラを感じ取れた──。




　　　　─○●○─





・アーシア＆ファーブニル　対　クロウ・クルワッハ　２






　究極の邪龍とされるクロウ・クルワッハと対決することになったアーシア・アルジェントと龍りゆう王おうのファーブニル。

　ドラゴン同士による戦いは苛か烈れつを極め、ファーブニルとクロウ・クルワッハの攻こう防ぼうにより、周囲の住宅はことごとく破壊され、瓦が礫れきの山と化していた。

　ファーブニルが、体内に収納している伝説のアイテムを口から射出する。その伝説のアイテムに付ふ与よされていた能力も発動して、クロウ・クルワッハに襲おそいかかるが──。

　伝説の邪龍は、豪ごう腕わんから放たれる単純なパワーと、オーラ砲ほう撃げき、口から吐はき出される火か炎えんのみで、ファーブニルが射出する伝説のアイテムをすべて撃うち落としていく。

　属性攻撃が付与された武器だろうと、相手を呪のろう道具だろうと、クロウ・クルワッハは単純明快なパワーとオーラと炎という攻撃で全部を薙なぎ払はらう。

　クロウ・クルワッハにとって、打撃、オーラ、炎というドラゴンの基本攻撃がすべてであり、絶対であった。

　──それのみを鍛きたえ続け、練り上げて、最善とした。いや、最強となったのだ！

　ファーブニルも巨きよ体たいとは思えない速度で駆けだし、体当たりや爪つめ、牙きばによる攻撃を繰り出していくが、クロウ・クルワッハは正面から拳打で殴り飛ばしてしまう！

　十メートル以上の巨大なドラゴンが、単純な剛ごう力りきによって吹っ飛ばされてしまった。

　クロウ・クルワッハの基き礎そ身体能力は、想像を絶するものだ。

　クロウ・クルワッハは息を乱していないが──対するファーブニルは口から血を噴ふきださせ、息をあげていた。

　龍王の一角が逆げき鱗りんを発動してなおもクロウ・クルワッハが優勢だったのだ。

　しかし、ファーブニルの体の傷は淡あわい緑色のオーラに包まれて、ふさがっていく。

　後方で待機しているアーシアが、ファーブニルが負傷するたびに回復の神器セイクリツド・ギアを使っていた。

　大きなダメージを受けたとき、あるいは強大な攻撃をされたときは、自らの禁バランス・手ブレイカーである『聖龍姫がトワイライト・抱くセイント・慈愛の園アフエクシヨン』を一時的に発動して、ファーブニルを何度もフォローした。

　黄金の鎧を身にまとったように見えるオーラを発生させたアーシアの禁バランス・手ブレイカーは、瞬しゆん時じの回復のほかに一定時間の間、一定の領域内に驚きよう異い的な回復フィールドを展開して、あらゆるダメージソースを無効化してしまうものである。

　それによって、クロウ・クルワッハからの攻撃を無効化させた。

　この伝説の邪龍の攻撃を、一時的とはいえ無効化できるアーシア・アルジェントの回復能力もまた驚きよう嘆たんに値するものであった。

　だが、アーシアの回復でも治せないものがある。

　──体力である。

　ファーブニルは何度もクロウ・クルワッハに向かっていくうちに体力は削そがれ、血も流れているため、徐じよ々じよにだが、確実に追い詰つめられていた。

　アーシア自身も禁バランス・手ブレイカーの連続使用でスタミナに限界が生じていた。

　そのファーブニルは意を決して、奥の手を出す。

　ファーブニルがアーシアに叫さけぶ。

『アーシアたん、あのおパンティーを！　透すけ透けのほうで！』

「あ、あれを使うんですね！　わ、わかりました！」

　アーシアも雄お々おしく戦うファーブニルの姿に恥ち辱じよくなど捨て去っており、ポシェットから自身の透け透けパンツを取りだした。

　それをファーブニルのほうに投げる。

　ファーブニルはそれをパクリと口に入れると、ゴクリと飲み込んだ。

　──ファーブニルは、アーシアのパンツによって謎なぞの強化を果たすのである。

　ファーブニルの全身から、謎の発光現象が発生する。

　すると、ファーブニルは口を地面に向けた。そこから、はしごのようなものが出現してくる。

『今週のビックリドッキリモンスター、発進ッ！』

　ファーブニルがそう言うと──はしごを伝って、小型のファーブニルのようなものが大量に出てきたのだった。

　よく見ると──デフォルメされたアーシアのような妖よう精せいが小型ファーブニルの背中に乗っていた！

『オパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティーオパンティー』

　奇きっ怪かい極まりない声を出しながら、ミニアーシアを乗せた小型のファーブニルが十……百単位でファーブニルの口から出現し続けていく。

　その光景にクロウ・クルワッハは警けい戒かいを強めた。

「オリュンポスの女神、アルテミスを苦しめた技か。少しは楽しめそうだ」

　真面目に構えて付き合ってくれるクロウ・クルワッハにアーシアは感謝しかなかった──。

　ファーブニルの口から出てきた小型のファーブニルは、クロウ・クルワッハの体に張り付き、嚙かんだり、爪で引っ搔かいたり、あるいは背に乗るミニアーシアが手でポカポカと叩たたくというものだった。

　一見、おもちゃが動いているだけかと思いきや、チクチクとしたダメージがクロウ・クルワッハを襲う。

　ひとつひとつは大したこともないじゃれつきだが……ファーブニルの口からは、いまだ小型のファーブニルが出てきている。その数は五百を超えようとしていた。

　ひとつやふたつ破は壊かいしたところで、この数ではキリがない。

　これだけの小型ファーブニルに体に張り付かれては、ダメージが蓄ちく積せきしてしまうだろう。

　何よりも張り付かれている間にもファーブニルは突とつ進しんをしてきて、クロウ・クルワッハに攻撃を続けてくる。

　本体と小型のファーブニルとの連れん携けいは非常に厄介と感じたであろうクロウ・クルワッハは、体に莫ばく大だいなオーラをまとい、一気に放出していく。

「ハッ！」

　気合い一いつ閃せん。クロウ・クルワッハの体に張り付いていた小型のファーブニルは吹ふき飛んでいった。

　さらにこちらに向かってきている無数の小型ファーブニルに対しても、クロウ・クルワッハは口から極大の火炎を吐いて、一気に消しよう滅めつさせてしまった。

　クロウ・クルワッハはそのまま火炎をファーブニル本体にも浴びせ続けていく！

　追つい撃げきとばかりに両手に莫大なオーラを滾たぎらせて、一挙にファーブニル本体に目め掛がけて放出させた。

　ファーブニルとアーシアに莫大なオーラ砲撃が襲いかかり、盛大な爆ばく発はつを起こす。

　あまりの勢いに周囲一帯の風景も吹き飛んでしまった。

　クロウ・クルワッハの攻撃に疑似住宅街の一角は消え去ってしまった。

　邪龍が前方に目をやると──ファーブニルが瓦礫に埋うもれていた。

　体中から血を噴きださせ、口からも血の塊かたまりを吐いていた。おそらく、もう立てないだろう。

　だが、龍王は守り切っていた。ファーブニルの腹の下から、無傷のアーシアが姿を現した。アーシアの壁かべとなったのである。

　アーシアは傷だらけのファーブニルに回復のオーラをかけようとした。

「ファーブニルさん！　いま治しますから！」

　しかし、無情にもクロウ・クルワッハはファーブニルのもとに歩みを進める。

　手にオーラをまとわせて、ファーブニルごとアーシアを倒たおすつもりだった。

　いままさにクロウ・クルワッハが、前方にオーラを撃ち出す瞬しゆん間かん──。

　血だらけのファーブニルが起き上がり、飛び出していった！　クロウ・クルワッハの左ひだり腕うでに食らいついたのである！

　ボギッ！

　鈍にぶい音が、クロウ・クルワッハの腕から聞こえてきた。

　──ファーブニルの執しゆう念ねんともいえる意地だった。それでリゼヴィムすら追い詰めた。

　自身の腕に食らいつく黄金の龍王の姿にクロウ・クルワッハは歓かん喜きしていた。

「…………腕を折られたのは久しぶりだッッ！　よくぞ……よくぞ、最後の最後までやってくれた、ファーブニルよッ！」

　その雄々しいドラゴンに応えようと、クロウ・クルワッハはファーブニルの巨体を豪腕にて持ち上げて、空中に放る！

　腹部を大きく膨ふくらませて、絶大な火炎を空中のファーブニルに吐き出していく。

　クロウ・クルワッハの火炎に包まれていくなかで、ファーブニルはアーシアに告げた。

『……アーシアたん、ごめん。俺様……』

　それだけ言い残して、ファーブニルはこのフィールドから消えていった──。

　この試合においての使い魔まとしての役目を終えたのである。

　アーシアは守護者であるファーブニルを失い、まさに無防備な状態となった。

　──だが、金色の長ちよう髪はつを持つ少女は、強い眼差しで、魔力を高めたのである。

　手から、魔ま方ほう陣じんを展開させ、属性魔力で攻撃を始める。

　炎ほのお、突とつ風ぷうがクロウ・クルワッハに向かうが……アーシアの魔力は、究極の邪龍にとってこそばゆいものに過ぎない。

　距きよ離りを詰めて、正面からクロウ・クルワッハは言った。

「まだ、俺に向かうか、アーシア・アルジェントよ」

　アーシアは、一切怯ひるむことなく、堂々とクロウ・クルワッハに告げた。手に攻撃の魔力をこめながら──。

「私は赤龍帝である兵藤一誠の眷けん属ぞくであり、妻になる者です。──最後まで戦います」

　少女の勇ゆう敢かんな言葉に邪龍は感服した。

「よく言った、ファーブニルの主よ。赤龍帝の女よ。俺はおまえたちと戦えたことを心の底から誇ほこりに思う」

　クロウ・クルワッハは、手にオーラを込めて一気にアーシアへ撃ち放つ──。

　一いつ拍ぱくおいて、それはアナウンスされた。

《「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの『僧侶ビシヨツプ』一名、リタイヤ》

　究極の邪龍クロウ・クルワッハの左腕を奪うばったことは、あまりにも大きい──。
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　　　Sisters.







　リアス・グレモリーはイッセーとの戦いを前に、どうしてもやらなければならないことがあった。

　自身の『騎士ナイト』である木き場ば祐ゆう斗とを連れて、リアスはその者との接せつ触しよくを待ったが──。

「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのブレインであるレイヴェルの案なのであろうが、その者はイッセーと行動を共にしていた。

　いまリアスと木場祐斗の眼前に真紅の鎧よろいと化した最愛の男性──兵ひよう藤どう一いつ誠せいと、龍りゆうの仮面を被かぶった少女──ビナー・レスザンがいる。

　そう、リアスはイッセーとの決戦を前にビナー・レスザンとどうしても相対したかったのだ。

　イッセーがリアスに言う。

「……ようやく会えたけど、さて、どうしたものかな」

　この組み合わせにイッセーも苦笑しているようだった。

　リアスが祐斗に言う。

「祐斗、お願いね」

「はい」

　祐斗は、イッセーの前に立ち、戦意に滾ったオーラを放ちながら言った。

「イッセーくん、僕についてきてくれるかい？」

　その言葉にイッセーはこちらとビナー・レスザンに視線を送ったあとに言った。

「……断っても、リアスとビナー氏を対面するように配はい慮りよするんだろう？　この近くにギャー助の気配もするしな。──わかった。とことんまでやろう、木場」

　彼は祐斗の誘さそいに応じて、この場を飛び立っていく。

　イッセーは、ギャスパーに気づいていた。ギャスパーは基本的にリアスとの合体技に専念させるため、リアスの影かげに潜ひそませているのだ。

　主であるリアスに危機が及およべば、影から瞬しゆん時じにサポートをしてくれるように指示していた。

　イッセーと祐斗がこの場を去り、ビナー・レスザンと面と向かうリアス。

　ビナーが、全身から戦意あるオーラを放つ。

「あなたを取ります、リアス・グレモリー」

「受けてたつわ、ビナー・レスザン」

　リアスはそのままでは力不足であると理解しており、ギャスパーとの合体技を行うために呪じゆ文もんを口にする準備に取りかかった。

「ギャスパー、やるわよ」

《了りよう解かい》

　リアスとギャスパーが力のある呪文を唱え出す。

「闇やみよ、常とこ闇やみよ、この滅ほろびの悪あく魔まに応えたまえ」

《滅びの姫ひめよ、消滅の象しよう徴ちようよ、この魔神の闇を使いたまえ》

　リアスの影からギャスパーの闇が生じて、リアスの足下の影と重なった。

　影がうごめき、リアスの足に張り付いていく。徐じよ々じよに徐々に影が、闇が、体全域に伝わっていった。

「我が邪じや眼がんよ、邪視イーヴイル・アイの弟よ、この滅めつ殺さつの我が身に集え」

《我が主よ、滅びの姉君よ、この禁じられた夜と真の闇を纏まといたまえ》

　リアスの体が闇に覆おおわれていき、その形態を作り出していく。

　リアスとギャスパーは、最後の一節を同時に唱える。

「《眼前の敵に、絶対なる滅びを与あたえんがためにッッ！》」

　周囲一帯が暗黒に包まれる。風景が漆しつ黒こくの世界となった。

　その中心に浮うかぶのは──滅びの深紅のオーラをまとう人型サイズの闇の悪魔である。

　──「禁夜とフオービトウン・真闇のインヴエイド・滅殺獣バロール・ザ・姫プリンセス」、リアスとギャスパーの合体技だった。

　莫大なオーラを放ち始めたリアスに対して、ビナーも体に膨ぼう大だいなオーラをまとい始めていく。

　そこから、空に飛び出していった両者は、リアスの滅びの魔力と、ビナーの魔ま王おうクラスのオーラが衝しよう突とつし始める！

　ギャスパーをまとったリアスの滅びの魔力は爆発的なまでに高まっており、ビナーの放つ魔王クラスの魔力攻こう撃げきも容易に打ち消していく。

　いまのリアス自身も魔王クラスを超こえている。

　ただし、この形態は著しく体力を消しよう耗もうするため、使いどころを誤るわけにもいかない。

　この形態を発現して以来、少しでも長い時間維い持じできるように特訓を重ねてきた。予選で見せた頃ころよりは改善してきているものの……それでも、イッセーの疑似龍りゆう神じん化ほどの変身時間は身につけていない。

　そのため、ビナーとの戦いも長時間に及べば致ち命めい傷しようとなる。

　だが、その心配は──杞き憂ゆうに終わるかもしれないとリアスは感じていた。

　強大なビナーの攻撃に──少々の陰かげりが見えたからだ。

　リアスはグレモリー本家から、ビナーの──グレイフィアのことを聞いている。「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの合宿で、とある事件が起こったと。

　しかし、リアスは、それはあくまで溜たまりに溜まっていたものが表面化しただけだと思っていた。

　ビナーは、グレイフィアは、この大会を進むに連れ、心に抱いだいた不安を日々募つのらせていたはずなのだ。

　幼い頃より世話になった大事な義姉である。家族である。

　サーゼクス・ルシファーの『女王クイーン』として、常に整然としており、気品に溢あふれ、輝かがやいていたグレイフィア・ルキフグスは、本当のところ、寂さびしがり屋なのだとリアスはわかっていた。

　いつか、必ず溢れ出てしまうものだった。それがイッセーとの会話だったとしても、このように身にまとうオーラに揺ゆらぎが生じてしまうのは、時間の問題だった。

　だからこそ、リスクはあれど、義妹として自分が決着させるしかないと思ったのだ。

　数分ほどのオーラ砲ほう撃げきの応おう酬しゆうをしていくうちについにはリアスの滅びの魔力が、ビナーの魔力を完全に圧あつ倒とうし始めていった。

　それどころか、闇の衣をまとったリアスの第三の目による時間停止によって、ビナーの巨きよ大だいな魔力の弾たまも停止させられてしまう。

　リアスがビナーに、義姉に言う。

『イッセーは、自分の夢を抱いているわ。それは……彼が必死になって、何度も死ぬ目にあって、ようやく手にしつつあるもの。上級悪魔になったのも、彼ががむしゃらにここまで懸けん命めいに戦ってきたからこそ評価されたもの』

　リアスはオーラを最大にまで高まらせて、魔力を巨大な塊かたまりとして作りだした。

「……私は……私はっ！」

　言い淀よどむビナーは、不安定なオーラをどうにか塊に形成して、リアスに向けて放ってきた！

　リアスも魔力の塊を放ちながら正面から言う。

　──リアスは、両眼からこみ上げてくるものを止められなかった。

『……お願い、お義姉さま……イッセーの本当の夢を見てあげて……。そして、お義姉さまもどうか……ルシファーの「女王クイーン」であることに囚とらわれ続けないで……っ！　苦しいことがあるなら、私やお父さまやお母さまも頼たよってっ！　お兄さまの代わりはできないかもしれないけれど、それでも……それでも、私たちは──家族なのだからっ！』

　リアスの心からの訴うつたえを耳にしたビナー……いや、グレイフィアは──。

　ビナーの龍の仮面が、魔ま力りよく同士の衝突の余波でヒビが入り、そして壊こわれていく。

　仮面の下のビナーは、涙なみだを流していた──。

「……リアス、私は……私は……」

　リアスのオーラがビナーを、グレイフィアを、義姉を包み込んでいく──。

　程なくして、それはアナウンスされた。

《──「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの『女王クイーン』、リタイヤ》

　グレイフィアが消えていった空に視線を向けたあと、リアスは天を仰あおいだ。

　深く息を整えたリアスは、一いつ旦たんギャスパーとの合体技を解いた。

　気持ちを切り替かえて、イッセーと祐斗が飛び立っていったほうに視線を送る。

「……祐斗、あとはあなたも想いを遂とげる番よ」







　　　Life.Friend VS Knight.Friend　兵ひよう藤どう一いつ誠せいと木き場ば祐ゆう斗と







　リアスとようやく遭そう遇ぐうできた俺だけど、リアスはビナー氏と、俺こと兵藤一誠は──木場に誘われる格好となった。

　俺は木場と共に移動して、ショッピングモールの駐ちゆう車しや場じように降り立った。

　……俺は先ほどの木場の台詞に感かん慨がい深いものを覚えてならなかった。

　なあ、覚えているか木場。




　──僕についてきてほしい。




　俺が悪魔に成り立ての頃、おまえは教室に来て、俺にそう言ったよな？

　おまえについていった先で待っていたのは──リアスたちオカルト研究部の面々であり、その後、俺は不思議な世界に本格的に足を踏ふみ入れた。

　あのときに言ったこと、おまえは覚えちゃいないだろう。

　でも、俺は一生忘れない。

　おまえは──この世界に案内してくれた。

　あのとき、俺を案内しに来たのが朱あけ乃のさんだったら、小こ猫ねこちゃんだったら、また違ちがう感情を抱いたのかもしれない。

　でも、俺は──あのときに迎むかえに来てくれたのが、おまえで良かったって心底思ってる。

　俺の目標だった男だ。超えたいと思った男の一人だ。共に支え合った仲間だ。

　木場が魔ま帝てい剣けんグラムを構えながら、俺に言う。

「イッセーくん、戦う前にキミに告げたい。──僕の友達が、イッセーくんで本当に良かった。これからも友達でいたいから、今日は全力で戦うよ」

　いい台詞を言ってくれる上に、戦意あるオーラが全身に漲みなぎってやがるな。

　俺も体に真紅のオーラをまといながら、正面から言う。

「ハハハ、イケメンにそんなこと言われるとさすがに照れるな。安心しろよ。どうせ、俺とおまえは、ずっとダチだろうさ。──ただ、まあ、今日ぐらいはケンカしようぜ？」

「うん。僕はリアス姉さんの剣だからね」

「そうだ。俺は兵藤一誠眷けん属ぞくの『王キング』だからな」

　そう互たがいに言いたいことを告げたあと、俺は──本気で打ち合うために龍神化の呪文を口にしていく。

「──我に宿りし紅ぐ蓮れんの赤せき龍りゆうよ、覇はから醒さめよ」

　右みぎ腕うでの籠こ手てにある宝玉から、真紅の輝きが生じる。

『──我が宿りし真紅の天てん龍りゆうよ、王と成り啼け』

　龍神オーフィスの声が宝玉から発声し、左ひだり腕うでの籠手の宝玉からは漆黒のオーラがあふれ出てきた。

「──濡ぬれ羽ば色いろの無限の神よ」

　真紅に染まる極大のオーラが、俺の全身を包み込んだ。

『──赫かつ赫かくたる夢む幻げんの神よ』

　無限を現す黒いオーラが、俺をさらに覆っていった。

「『──際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが偽いつわりの禁を見届けよ』」

　真紅の鎧よろいは漆黒の様相を帯びていき、龍神の力を具象化させていく。

　そして、俺とオーフィスは最後の一節を共に謳うたった──。




「『──汝なんじ、燦さん爛らんのごとく我らが[image: ]ほのおにて紊みだれ舞まえ!!』」




「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　全身の宝玉から、『D∞Dデイーデイー!!』と盛大に鳴り響ひびく。宝玉には象しよう徴ちよう的な∞の記号が浮かび上あがった。

「『《Dragonドラゴン ∞インフイニテイ Driveドライブ!!!!!!》』」

　俺は龍神の力を顕けん現げんさせた黒と真紅の鎧をまとった。

　──龍神化、完かん了りよう。

　ま、正しくは疑似龍神化なんだが……どちらにしても、いまの俺の全力には違いない。

　俺は真紅と漆黒のオーラを全身から放ちながら、木場に拳こぶしを構えた。木場も魔ま帝てい剣けんグラムの切っ先をこちらに向ける。

　魔帝剣グラム……数ある魔ま剣けんのなかでも最強と目されるもの。凶きよう悪あくなまでの切れ味を誇ほこり、何よりも強力な「龍ドラゴ殺ン・スレしイヤー」をも有している。

　ドラゴンの俺にとっちゃ、天敵も天敵だ。

　それに木場は自身の神器セイクリツド・ギアである『魔剣創造ソード・バース』、その禁バランス・手ブレイカー──『双覇のソード・オブ・聖魔剣ビトレイヤー』の聖魔剣も持つ。悪あく魔までもある俺にとって、そちらも油断ならない。

　木場が──音もなく消えた！

　俺は瞬しゆん時じに判断し、その場から飛び退いた！　同時に左の籠手に収納されていたアスカロンの刃やいばを出現させていく！

　互いに目にも留まらぬ速度でけん制しあい、ついに駐車場の中央で激げき突とつする！

　俺の刃と木場の剣が、衝しよう突とつしていった！　駐車場でつばぜり合いが始まる！

　……グラムの龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーを直接触ふれるわけにもいかない！　同じ龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーである聖剣アスカロンで受け止める！

　……とはいえ、グラムの龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーは強きよう烈れつだ！　こうして刃を交えているだけで、龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーのオーラが俺に伝わってきやがる！　鎧よろい越ごしでも寒気がするのはさすがだな！

　つばぜり合いながら、木場が不敵に笑う。

「……その形態だと、僕のスピードは余よ裕ゆうで対応できるようだね！」

「まあな！　それにおまえとこれまでいったい何度模も擬ぎ戦をしたと思う？　おまえの癖くせや戦い方なんざ、承知の上ってな！」

　そう、木場とはこれまでずっとトレーニング空間で何度も何度も模擬戦を行ってきた。

　苦手なテクニックタイプをこれでもかと味わってきた。

　だからこそ、俺はいろいろ学べたわけだ。

　木場がこうも言う。

「それは、こちらだって同じことさ！」

　木場のオーラが高まると、奴やつの周囲に甲かつ冑ちゆ騎うき士しが複数現れる！　これは木場が後天的に発現した神器セイクリツド・ギア『聖剣ブレード・ブ創造ラツクスミス』の禁バランス・手ブレイカー──『聖覇のグローリイ・龍騎士団ドラグ・トルーパー』だ。

　甲冑騎士は、龍を思わせる鎧を着ており、その手には魔剣を持っていた。

　木場はグラムだけではなく、バルムンク、ノートゥング、ダインスレイブ、ディルヴィングといった魔剣も有している。

　元々は英えい雄ゆう派の副リーダーことジークフリートが所有していたものだったのだが、木場がそいつを倒たおしたときにグラムと共にすべての魔剣を手にすることになった。

　……まったく、木場の手数の多さときたら、あらためて舌を巻くぜ！

　幸いなのは、ふたつの禁バランス・手ブレイカーを同時には発現できないことだな。木場は聖魔剣と龍騎士団を同時に出すことができない。

「行け！」

　木場が龍騎士団に命令をすると、魔剣を携たずさえたまま、俺のほうに高速で向かってくる！

　これに木場も追つい随ずいして、俺のほうに向かってきた！

　俺は、龍騎士団が持つ魔剣群の特性を回かい避ひしつつ、拳と蹴けりで甲冑騎士を一体、また一体と打だ倒とうしていく。

　魔剣だけ残して消えていく龍騎士団だが──すぐに再形成されて、落ちた魔剣を拾い、再び俺に向かってくる！

　何度も何度も俺が壊しても、すぐに再形成されて、向かってきやがる！

　その隙すきに木場がグラムで俺の背中に斬きりかかった！　当たった瞬しゆん間かんに強い衝しよう撃げきが伝わってくる！

　……体の芯しんに響く一撃だ。これは、木場がストラーダ猊げい下かに習った攻こう撃げき方法だな！　インパクトの瞬間にだけ破は壊かい力を高める戦い方！

　そして、衝撃と共に龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーのオーラも鎧越しに伝わってきた！　……言いがたい痛み、苦痛が俺の体を襲おそう！

　だが、グラムの一撃は俺の鎧にヒビを入れるだけで、本格的に壊すまでには至っていない。この情報はデカいぞ！

　最強の龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーのひとつであるグラムの攻撃は、龍りゆう神じん化の鎧を壊こわしきれない！

　俺はすぐに鎧のヒビを修復していく。

　木場もグラムで龍神化の鎧を壊せないことを知り、歯は嚙がみしていた。

「……やはり、キミの漆しつ黒こくの鎧は別格ということだね！　なら！」

　木場は一いつ旦たん飛び退き、龍騎士団を消失させていく。グラムを構えなおして、奴は俺に言った。

「手数で攻せめよう」

　言うなり、木場はオーラを高めていく。体全体ではなく、胴どう体たいと脚きやく部ぶにのみ集中させていた。

　……見たことがない手だ。新技ってことか！

　木場の脚部に脚きやつ甲こうが、背中にはロケットのブースター……補助推進装置的なものがオーラによって形成されていった。

　よく見れば脚甲にも小さなブースターがついている。

　刹せつ那な、木場の脚甲と背中のブースターから、盛大なオーラが噴ふん出しゆつしていく。

「これは『聖覇のグローリイ・龍騎士団ドラグ・トルーパー』の応用さ」

　木場はそう言った。龍騎士団の鎧を応用して、自身の体にオーラを噴出させる装そう甲こうをつけたってことか！

「──行くよ」

　そう告げたあと、木場の姿が──消える！　俺は目や感覚で奴を追おうとするが、すでに俺の認識を超こえる速度になっており、視認できず、気配で探ろうにも速すぎて対応できなかった！

　木場の速度は音を完全に置き去りにして、俺の周囲を神速で動き回っている！

　そうこうしているうちに俺は木場に攻撃され、反応しようにもまた斬られ、対応できないままに攻撃を食らい続けていった！

　鎧にヒビしか入らない木場の攻撃でも、衝撃と龍ドラゴ殺ン・スレしイヤーは鎧の内側に届く。それが重なれば、ダメージは蓄ちく積せきされて、耐たえがたい激痛となっていく！

　鎧のヒビも再形成が完了する前に攻撃を重ねられるため、ヒビが広がり、徐じよ々じよに確実に破損が進んでいった！

「クソッ！」

　俺が拳を放っても、そこから木場は消えており、まったく対応できない！

　宣言通り、手数で攻めてきやがった！

　神速で動き回る木場への対応に苦く慮りよしているとき、それは聞こえてきた。

《──「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの『女王クイーン』、リタイヤ》

　──っ。

　俺のチームのリタイヤアナウンス。ビナー氏のリタイヤを告げるものだった。

　……そうか、グレイフィアさんはリアスに……っ！

　──俺は負けられないな！

　しかし、これだけの速度……オーラの噴出具合といい、木場の奴め、相当集中力とオーラの精度を高めてきたようだな。

　……精度？

　俺はそこでとあることに気づき……試すしかないと判断した。

　とりあえず、俺も集中して、木場に少しでも触れることに専念するっ！

　木場の神速攻撃は、何度も何度も俺の鎧にダメージを与あたえてきて、そのたびに俺の生身に激痛を与えてくれるが……。

　俺は神経を研とぎ澄すまし、あいつとの模擬戦を思い返す。

　……あいつの癖、あいつの戦い方……数え切れないほど重ねてきたはずだ。

　イメージしろ。あいつの癖を、あいつのことをッ！

　俺の脳内に木場の戦せん闘とうパターンが幾いく重えにも思いだされ、いま受けているダメージからパターンを重ねていく。

　そして、ひとつのパターンに行き当たり、俺は手を突つきだした。

　──ここだ！　ここに木場は来る！

　それは的中し、木場の体に──手が触れた。

　俺はこの瞬間を逃のがさなかった！

『Transferトランスフアー!!』

　譲じよう渡との力を刹那のタイミングで木場に送ったのだ。

　その瞬間──。木場の背中と脚甲のブースターは、想定以上のオーラを噴出させていく。

　俺の譲渡によって、必要以上のオーラがブースターから噴出したのだ。

「ぐわっ！」

　木場は自身の速度を制せい御ぎよできずに駐ちゆう車しや場じようへ盛大に転がった。

　……俺は思ったんだ。木場はテクニックタイプ。新技も精密で、緻ち密みつなオーラの量で制御していたはずだ。自分が制御できるギリギリのラインで噴出させ、速度を高める。

　だから、オーラの量が増せば、制御できずに暴発するだろう、と。

　それは正解だった。俺が刹那のタイミングで奴に触れて、赤龍帝の力を譲渡したせいで、木場は……。

　駐車場に盛大に転がった木場の足は──折れ曲がっていた。もう、高速戦闘をすることは叶かなわないだろう。あれほどの神速だったからこその反動だった。

「まだだ！　まだ終われないッ！」

　木場は気合いを一閃し、背中と脚のブースターを消し去ると、神器セイクリツド・ギア能力を切り替えて、俺の周囲に聖魔剣の刀身を無数に生やしていった！

　数え切れないほどの聖魔剣の刀身が俺の周囲に生え続け、こちらに鋭い切っ先を向けて襲いかかってくる！

　俺は左手からアスカロンを、右手からアスカロンⅡの刃を同時に出して、

『Bladeブレード!』

『Blade2ブレードツー!』

　一気にオーラを増大させていく。

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　オーラを高めたアスカロン二刀にて、迫りくる無数の聖魔剣をすべて打ち砕いた──。

　砕かれた聖魔剣の白と黒の細かな欠片が、キラキラとさせながら駐車場に散らばっていった。

「まだっ！」

　それでもなお闘志を向ける木場は手元に一本の聖魔剣を創り出し、密度の高いオーラをまとわせた。

　木場……ッ！　そうだなよ！　グレモリー男子は……最後まで諦めないよなッ！

「行けェェェェッッ！」

　鋭く聖魔剣を放ってくる木場に俺は──、

「木場ァァァァァァッッ！」

　アスカロン二刀の聖なるオーラを浴びせた！

　木場の渾身の聖魔剣は──俺の鎧の右肩に突き刺さっていたものの、肉体を貫くまでには至らず、少し刺さっただけだった。……それでも聖魔剣のオーラが、傷口から流れてきて、結構なダメージなんだけどな。俺はすぐに聖魔剣を抜く。

　一方の木場はいまの俺の一撃で……深いダメージを受け、駐車場に完全に倒れ伏した。

　俺は鎧よろいを修復しつつ、距きよ離りを詰つめる。

　木場の眼前に立つと、奴は……笑みを浮うかべていた。

「……あのタイミングで、譲渡してくるなんてね……」

「おまえと数え切れないほど、特訓したからな。……戦い方のパターンもよーく知っちまってる」

「……悔くやしいな。僕もキミのことをよく知っていたはずなのに……」

　俺はドラゴンショットを撃うつ構えを見せた。

　木場は覚かく悟ごを決めた表情となった。

「──やってくれ。この試合、キミ以外にやられるのは嫌いやだ」

「ああ、わかってるよ、ダチ公」

　俺はオーラを高めて──木場にドラゴンショットを放ったのだった。

《──「リアス・グレモリー」チームの『騎士ナイト』一名、リタイヤ》

　そのアナウンスが、静かに空に響ひびき渡わたった──。







　木場との決着を終えたあと、駐車場から飛び立とうとした俺の前に──黒いコートの男が現れる。

　──クロウ・クルワッハだった。

　……通信などの情報から、アーシアとファーブニルを屠ほふったことはわかっている。

　──が、その左ひだり腕うでは負傷しているようだった。

　……ファーブニルがやったのか？

　それを見てドライグが笑う。

『ククク。なんだ、クロウ・クルワッハ。手負いとはな』

　クロウ・クルワッハは一切悔しがることなどせず、むしろ誇ほこらしく言う。

「偉い大だいな龍りゆう王おうに腕うでを砕くだかれた。これほど名めい誉よの傷もなかろう？」

『ファーブニルの意地ということか。あいつはルシファーの息子を嚙かみ砕いた龍だぞ。それぐらいは当然やるだろうよ』

　ドライグの一言にクロウ・クルワッハは満足そうな笑みを浮かべていた。

「まったく、この大会というものは楽しませてくれる。いや、おまえたちに出会ってから俺は傷を負っているな。ふふふ……いい時代だ。人間の世を無む駄だに見てきただけのことはあった」

　すでにドライグを顕けん現げんするカウントは終わっていた。木場との戦いが始まると同時にカウントもスタートしていたからな。

　ただ、木場とは俺が決着を付けたかったから、顕現は控ひかえてもらっていた。

　──だが、相手がクロウ・クルワッハであるならば、話は別だ。

　俺の鎧の宝玉から、真っ赤な閃せん光こうが照射されていく。それは巨きよ大だいなドラゴンを形成していった。

　赤龍帝ドライグの降臨だ。

　ドライグはクロウ・クルワッハを前にして、こう訊きく。

『それで、その傷のまま、俺と戦うか？　手加減でもしたほうがいいか？』

「まさか。冗じよう談だんではない。逆だぞ、ドライグ。──俺は、この名誉の傷を負ったことで、最高の状態でおまえと戦える。人間風に言うなら、ハイな気分というやつだ」

　濃のう密みつで極大のオーラをまとう邪じや龍りゆうを見て、ドライグもまた心底楽しそうに笑った。

『ククク、そうだ。そうだとも。ドラゴンの決けつ闘とうというものはそういうことの積み重ねだ』

　クロウ・クルワッハが戦闘態勢になって、名乗った。

「我が名は、『三日月クレツセントの暗黒・サークル・龍ドラゴン』クロウ・クルワッハ。『赤ウエルいシユ・ド龍ラゴン』ア・ドライグ・ゴッホに決闘を申しつける！」

　ドライグも両りよう翼よくを広げて、応じる。

『我が名は「赤ウエルいシユ・ド龍ラゴン」ア・ドライグ・ゴッホ。『三日月クレツセントの暗黒・サークル・龍ドラゴン』クロウ・クルワッハの決闘を受けよう！』

「ふふっ、日に二度も名乗ったのは初めてだッ！　今日は吉きち日じつのようだなっ！」

『邪龍がそれを言うか！　まったく、面白い奴やつになったものだな、クロウ・クルワッハよ！』

　ドラゴン同士が、一いつ触しよく即そく発はつの様相となった。

　ドライグが、俺に言う。

『相棒、行け。ここは俺が相手をする。相棒は相棒の戦いを続けるといい』

「ああ、行ってくる」

　俺はそれだけ告げて、リアスのもとに飛び立った。

　後方から、フィールド全体を揺ゆらすほどの衝しよう撃げきが伝わってきたのはそれからすぐのことだった──。







　　　Power within force.　天界の暴挙と斬きり姫ひめ







　ゼノヴィアはヴァチカンで戦士としての教育を受けてから、ことあるたびに褒ほめられた。




　──この歳でデュランダルに選ばれるとは！

　──天が与えたもうた天才とはおまえのことだろう。

　──エクスカリバーすらも操れるとは……なんという子だ。

　──お主ならば、天の剣けんとして十分に活かつ躍やくできるだろう。




　だが、同時に比ひ較かくされた。




　──先代のストラーダ猊げい下かほどとはいかないが、それに近しい実力となろう。

　──おまえの先代デュランダル使いであらせられたストラーダ猊下の名に恥はじぬ剣けん士しになるがよい。

　──うむ、技術も磨みがけばヴァスコ・ストラーダ殿どのにも届くかもしれないな。

　──ストラーダ猊下の後あと釜がまとしては十分な才能なのだぞ、ゼノヴィアよ。




　先達──ヴァスコ・ストラーダ猊下と初めて会ったときの衝撃をゼノヴィアは忘れたことなどない。

　ゼノヴィアは教会の上役たちが口々にしていたことの意味が言葉ではなく、その方が放つ存在感だけで理解できた。

　──太い。何もかも。

　首も腕も指も腰こしも足も、体のあらゆるところが太く、ぶ厚く、密度に満ちあふれていた。

　しわくちゃな老人の顔が不ふ釣つり合いだと思えるほどに、その方の体はあくまで瑞みず々みずしかった。

　彫ほりの深い顔を柔にゆう和わに笑まして、老人──ヴァスコ・ストラーダはゼノヴィアを迎むかえ入れてくれた。

「これはこれは……私の後を継ついでくれたのが、これほどかわいらしい娘むすめだとは……。天も粋いきなことをなされるものだ」

　頭をなでられたとき、すぐにわかった。手から伝わってきた。

　──上だ。圧あつ倒とう的なまでに。自分より遥か上にこの方はいる。

「──デュランダルをよろしく頼たのむ、戦士ゼノヴィアよ」




　──私は、この方のようになれるのだろうか？




　あの日以来、そう自問してきた。

　そして、その目標はいま眼前にいる。

「教会の暴力装置」、「天界の暴挙」、「ヴァチカンのイーヴィルキラー」、「ミスター・デュランダル」と賞された者──ヴァスコ・ストラーダ。

　ゼノヴィアとイリナは、アーシアと分かれたあとでリアス及および相手チームの選手を追い求めた。

　そこに現れたのは、この日のために剃髪したストラーダである。

　ゼノヴィアとイリナは、ストラーダとすぐさま戦せん闘とうに入り、コンビネーションにて、伝説の剣士と矛ほこを交えた。

　ストラーダは、リアスから得ている若返りの秘術を使い、全盛期とされる五十代の肉体に戻もどっている。

　戦いは──こちらはまだ致ち命めい傷しようを受けないものの、防戦一方という有様だった。

　ゼノヴィアはイッセーとの合体技──『白龍皇デイバイデイングの妖・ワイバーン精達・フエアリー』の飛龍ワイバーンを身にまとう『真紅のクリムゾン・デス破壊龍トラクシヨン・騎士ドラグナー』形態（女性版赤龍ブーステツド・帝のギア・スケイル鎧メイルといえるもの）となり、聖剣のパワーと、自身のスピードも向上させているのだが……それでもなお全盛期のストラーダに決定打のひとつも与あたえられていなかった。

　逆にストラーダのデュランダルⅡのオーラ攻こう撃げきと、聖なる拳けん打だ──聖拳により、『真紅のクリムゾン・デス破壊龍トラクシヨン・騎士ドラグナー』の鎧が壊こわされてきているという始末だ。

　ゼノヴィアはデュランダルとエクスカリバーの二刀流に加え、エクスカリバーの鞘さやも所持しているため、不死身と化しているのだが……傷を再生できたとしても、体力までは戻らない。

　体力自じ慢まんのゼノヴィアではあるが、さすがにやられるままというのは仲間たちに面目が立たない。

　ゼノヴィアはイリナと共に抜ばつ群ぐんのコンビネーションを見せる。ゼノヴィアが二刀で斬りかかり、連撃を繰くり広げる。その刹せつ那なの合間を埋うめるようにイリナが聖剣オートクレールと天使の光力で攻撃を加えていく。

　ストラーダの反はん撃げきを許さないほどの連撃に次ぐ連撃を見せるが……形勢はあちらの一発で覆くつがえる。

　ストラーダがオーラを高め、デュランダルⅡ及び聖拳を振ふるうだけで、ゼノヴィアとイリナは吹ふっ飛ばされていくのである。

　不死身のゼノヴィアはともかく、回復手段のないイリナはこんな攻撃を何回も食らってはいられないだろう。

　ストラーダはデュランダルⅡを構えて、こちらに言う。

「教会で培つちかってきたものを私に見せるのだ」

　教会の戦士育成機関の必要性を説き、多くの信徒、戦士を導いてきた者がそう口にしているのだ。無様な姿は見せられない。

「まだまだァァァァッ！」

　デュランダルとエクスカリバーで斬り込むゼノヴィアは思い返していた。

　ゼノヴィアは、上役に訊きいたことがある。

「私は歴代の中でも随ずい一いちのデュランダル使いになれるだろうか？」

　──と、そう訊いたのだ。

　上役はこう答えた。




　──いいか、ゼノヴィア。おまえは類い希なる才能を持った戦士だ。デュランダルの使い手としては歴代最さい高こう峰ほうの一角として名を連ねることも可能だろう。




　──だがな、随一……歴代最強にはなれないだろう。おまえの先代であるストラーダ猊下を超こえる逸いつ材ざいなど、出ようはずがない。




　──おまえを決して貶けなしているわけではない。おまえの才能は教会の戦士のなかでも最高クラスであることは揺るがないだろう。しかし、違うのだ。猊下は、違うのだよ。




　人間ではあるが、神滅具ロンギヌス所有者というわけではない。

　それどころか、神器セイクリツド・ギアを持っているわけでもない。

　あるのは、手に握にぎる聖剣の一ひと振ふりと──鍛きたえ上げられた肉体のみ。

　それだけで、力の化身──『人間の極限』とまで賞されている。

　だとしても、私は──。

「私は猊下を倒たおして、デュランダルの本当の後こう継けい者しやとなるッッ！」

　デュランダルのオーラを高めに高めるゼノヴィア。デュランダルも現在の主に応え、強きよう烈れつなオーラをかつての主に向けて放っていた。

　──と、戦闘に乱入し、ストラーダ猊下に蹴けりを放った者がいた。

　東洋のドラゴンを思わせる人型の異形──否、龍りゆう鬼き人じんと化した百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆうだった。

「ゼノヴィア会長！　紫し藤どう先せん輩ぱい！　百鬼勾陳黄龍、加勢します！」

　ここにきて、頼もしい後輩の登場だった。

　ゼノヴィアがイリナと百鬼に叫さけぶ。

「イリナッ！　黄龍ッ！　仕し掛かけるぞ！」

「「応ッ！」」

　今度は、百鬼も含ふくめての三名による同時攻撃でストラーダに突とつ撃げきしていく。

　ゼノヴィアのデュランダルとエクスカリバー、イリナのオートクレールと光力の妙みよう技ぎ、百鬼の闘気のこもった拳打と蹴り。

　数え切れないほどの攻撃を人間の極限相手に打ち込んでいく！

　それでもなおストラーダはデュランダルⅡで攻撃をさばいていくのだから、舌を巻く。

　これほどの巨きよ軀くを持った男性が、精密な動きで聖剣を振るい、三名の攻撃を一発一発丁てい寧ねいにさばく。

　だが、ゼノヴィアたち「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのオフェンス陣じんは、対ストラーダの話し合いで、とある案を出していた。

　それは──。

　ゼノヴィアが二刀に力を込めて、ストラーダのある部位を狙ねらう。そこにイリナと百鬼も呼応して、同時に攻せめた。

　それは、ストラーダの指であった。

　三名が同時に同じところを狙ったせいか、ストラーダの左手の小指はあらぬ方向に折れていた。

　戦士である以上、剣士である以上、両の手が何よりの武器となる。

　拳そのものを一度に破は壊かいできずとも指を一本一本ならば、可能ではないかと仲間たちと話していたのだ。

　非常に情けない話だ。指を一本一本狙うなどと……。だが、相手がヴァスコ・ストラーダであるならば、指一本奪うばうだけでも──っ！

　しかし、二本目の指を狙おうにもその間にゼノヴィアもイリナも百鬼もストラーダの聖拳や蹴りをまともに食らい、吹っ飛ばされていく。

　二本目があまりに遠い──。

　百鬼が地を足で踏ふみ、ストラーダの足下の地面を盛り上げ、土の檻おりで封ふうじようにも体から放たれる聖なるオーラで粉ふん砕さいされる。

「はぁぁあああああああああああああああッ！」

　ゼノヴィアはオーラを瞬時に莫大に高め、超ちよう至近距きよ離りからのデュランダル砲ほうを撃うち放つ。体力の出し惜おしみなど、考えるべきではない。この老戦士に全力のなかの全力、百二十％、二百％で立ち向かわねば、デュランダルの後継者は名乗れない！

　超至近距離からのデュランダル砲は、ストラーダの左手の薬指を折ることに成功する。

　ゼノヴィアはそのまま体の底から奮い立たせ、オーラを再び高めて、連続してデュランダル砲を撃ち放つ！

「面白いッッ！」

　ストラーダが、それに応じてデュランダルⅡのオーラを盛大に高まらせて、ゼノヴィアに放っていく！

『真紅のクリムゾン・デス破壊龍トラクシヨン・騎士ドラグナー』の鎧が完全に破壊されるなかで、ゼノヴィアは鎧に残っていた赤龍帝のパワーをすべてデュランダルとエクスカリバーに注いだ。

　傷は鞘が治すからいい！　退かない！　退いては負ける！　技が！　気持ちが！　何よりも己自身にっ！

　ゼノヴィアはデュランダルとエクスカリバーの二剣けんから極大のオーラを滾たぎらせて、一気にストラーダに放つ。

　ゼノヴィア・クァルタの必殺技である。

「クロス・クライシスッ！」

　絶大にまでオーラを高めた聖剣二本をクロスして、振り下ろす！　莫ばく大だいなオーラがストラーダに迫せまる。ストラーダがデュランダルⅡを高まらせて、反撃しようとする。──が、イリナと百鬼が動いた。

「いきますッ！」

　イリナが光力の弾たまを無数に撃ちだし、百鬼が闘気を高め、勢いよく地を踏んだ！

　土が盛り上がり、ストラーダの右手──デュランダルⅡを握る手を何重にも土の檻で覆おおっていったのだ。

　一いつ瞬しゆん、身動きができなくなったストラーダにゼノヴィアのクロス・クライシスと、イリナの無数の光力弾だんが直ちよく撃げきしていく。

「もう一丁ォォッッ！」

　そこにダメ押しとばかりに百鬼の跳とび蹴げりがぶち当たり、ストラーダは後方の建物に吹っ飛んでいった！

　一瞬の静せい寂じやく──。

　三名は肩かたで息いきをしていた。

　三名が全力の全力を使い、ようやく吹っ飛ばした格好だ。

　そのときだった──。空からアナウンスが聞こえてくる。

《「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの『兵士ポーン』一名、リタイヤ》

　──っ。

　そのアナウンスは、こちらのチームのレイヴェルか、エルメンヒルデがやられたという報告だった。

　すぐに違うアナウンスもされる。

《「リアス・グレモリー」チームの『僧侶ビシヨツプ』一名、リタイヤ》

　こちらはヴァレリーのことだろう。

　回復役を倒しに行ったロスヴァイセは、ヴァレリーをリタイヤさせたようだ。

『私はまだ無事ですわ』

　レイヴェルから通信が入った。息を切らしているが、まだリタイヤしていない。となると、先ほどのリタイヤ報告はエルメンヒルデとなる。

　ストラーダとの戦いに集中していたが、現在の状じよう況きようはどうなっている？

　ゼノヴィアが、そう思し慮りよしたときだった。

「会長、避よけてッ！」

　百鬼の声が聞こえてくる。

　ゼノヴィアは危険を覚え、瞬しゆん時じにその場を飛び退く。

　ゼノヴィアがいた場所に聖なるオーラが降り注ぎ、地面を大きく抉えぐっていた。聖せい拳けんによる一発だ。

　三名は、ストラーダが吹き飛んだ建物のほうに視線を送った。

　そこから、巨きよ体たいの戦士が戦場に再び姿を現す。

　ストラーダが手に握る聖剣デュランダルⅡは、先ほどの連続攻こう撃げき＋連れん携けい攻撃により、刀身が真っ二つに折れていた。

　折れたデュランダルⅡを見て、ゼノヴィアは思い返す。

　合宿中にレイヴェルが口にしていたのだ。

『ストラーダ猊下のデュランダルⅡですが……本当に万全なのでしょうか。「明星の白龍皇」チームと戦った際、強力な選手たちと戦い、その上、アーサーさまと聖王剣コールブランドとも本気で打ち合った……。もしかしたら、ダメージは残っているかもしれませんわね』

　レイヴェルが思慮していたことは、その通りだったのだろうとゼノヴィアは思った。

　それでもストラーダの全身から揺ゆるぎない絶対のオーラが滾っている。

　折れた剣、折れた指という状況でも、ストラーダは不敵に笑い、こう言う。

「──是ぜ非ひもない」

　折れた刀身から立ち上るのは、まるで揺るがない聖なるオーラ。

　折れた指で握られた拳から放たれた聖拳は一切破壊力が鈍にぶらない。

　ヴァスコ・ストラーダの全身から、いままで以上のオーラが発生する。

「なるほど、ここからが本番といえよう」

　そう漏もらす老戦士。

　聖剣が折れようと、天界の暴挙は止まらない。

　聖拳が砕くだけようと、力のヴアスコ・権化ストラーダは止まらない。

　百鬼があまりの光景と、迫はく力りよくに息を吞のんでいた。

「…………ッッ！　……何だよっ！　何なんだ、このじいさんは……っ!?」

　ゼノヴィアは──あらためて思う。

　──私は、この方のようになれるのだろうか？

[image: ]







　　　Oppai Dragon VS Switch Hime　約束、守りに来たぜ！







　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいが、龍りゆう神じん化のままでたどり着いたのは駒く王おう学園だった。

　彼女はここにいる──。直感だった。

　新校舎に入り、背中のブーストを噴かして、高速で廊ろう下かを進み、階段も上がり、上を目指す。

　約一年半前を思いだす。

　フェニックス戦の折、俺は校舎の屋上で戦うリアスのもとに馳はせ参さんじるため、戦いで負ったダメージで何度も転てん倒とうしては立ち上がって、ひたすら上を目指した。

　……あの頃ころに負ったダメージほどでもないが、木き場ばとの戦闘による影えい響きようは俺の体に結構響ひびいていて、割と辛つらめではある。奇き手しゆを思いつかなかったら、危なかったかも……。

　やはり、木場の剣技とグラムの「龍ドラゴ殺ン・スレしイヤー」は絶大だった。そして、テクニックタイプは俺の天敵に変わりないことも再認識できた。

　屋上の扉とびらの前にたどり着き、それを開く。

　屋上で──やはり、リアスが待っていた。

　俺はこう告げる。

「部長、兵藤一誠。ただいま参上しました」

　それを聞いたリアスは一瞬きょとんするが、こちらの真意を理解したのか、途と端たんに笑った。

「ふふふ、随ずい分ぶんと粋いきな演出をしてくれるものね。──イッセー」

　俺は彼女のもとに歩み寄りながら、訊きく。

「部長、勝負は続行ですよね？」

「ええ」

「ふふ」

　リアスと対たい峙じして、俺も小さく笑った。あのときの台詞を再現したのだ。

「うふふ、本当、よく覚えているのね。イッセー」

「まあね。リアスの前で一番格好悪いところを見せたからさ。だから、あのときの台詞はよく覚えているんだ」




　──諦あきらめないっス。俺はバカだから、『読み』とか『詰つんだ』とかよくわからないです。でも、まだ俺は戦える。




　俺はそう言って、ライザーの前に立ったっけな。

　拳を握にぎりしめて俺は言う。

「拳を握れる限り最後まで戦います──ってね。それだけは、いまでも守っているよ」

『詰んだ』って思うような場面には、何度だって直面してきた。

　──でも、生き残ってきた。必死に抗あらがって。

　だから、そう簡単には詰ませない。

　リアスが言う。

「戦う前にひとつ。さっきのあなたの台詞だけれど──。私はあのとき、あなたに恋こい焦こがれるほどに一番格好いいと思ったわ」

　そう言うと、彼女の足下の影かげより闇やみが出現していく。

「──ギャスパー、行くわよ」

《出し惜しみなしでいきましょう！》

　リアスが例の呪じゆ文もんを唱えないまま、「禁夜とフオービトウン・真闇のインヴエイド・滅殺獣バロール・ザ・姫プリンセス」状態となった。おそらく、一度唱えれば一定の時間内、変身の繫つながりを維い持じできるのだろう。

　俺とリアスは互たがいに極大のオーラを全身から放ったまま、上空に舞まい上がっていく。

　すでにフィールドは何度も大きく震ふるえている。ドライグとクロウ・クルワッハの戦いが苛か烈れつを極めているためだ。

　遠目にも、バカげるほどにどデカいオーラと炎ほのおが発生しているのが視認できる。

　疑似空間とはいえ、このレプリカの駒王町も長くは保たないだろうな。それだけの勢いをドライグとクロウ・クルワッハは見せてくれている。

　という状況で俺とリアスは『王キング』同士の戦いを始めた。

　まずは手始めにお互いに魔ま力りよくの一いち撃げきを放つ！　あちらは闇の衣で強化された滅ほろびの球体を。俺はドラゴンショットを。どちらも特大の規模だった。

　駒王学園の空中でそのふたつのどデカい魔力が衝しよう突とつして、大規模な爆ばく発はつを起こしていく。

　衝しよう撃げきが広がり、空一面に駆かけ抜ぬけるほどだった。

　さて、リアスが相手な以上、俺は遠えん慮りよなしでいかせてもらうぜ！　女性相手なら、これらを使わない手はない！

　俺は脳内のピンクな妄もう想そうを高まらせて、一気に解放していく！　一応、技が通るように『透とう過か』の特性も付ふ与よする！

『Penetrateペネトレイト!』

「──乳語翻訳パイリンガルッッ！　へい、リアスのおっぱい！　声を聞かせてちょうだいな！」

　女性の胸の内を聞く俺の絶技！　俺が耳を傾かたむけると──。

《『──あ、──こ、──僕、──時間──、先せん輩ぱい──、イッセーったら──』》

　……くっ！　リアスの声と共にギャー助の声まで聞こえてきやがるっ！

　これはギャスパーと合体技を展開しているせいか!?　リアスの胸の内を聞こうとしたら、ギャスパーの胸の内が混ざったということか！

　大事な後こう輩はいとはいえ、野や郎ろうの声なんざ聞くつもりはないんだけどな！　『透過』が効きすぎた？　いや、もしかしたら、リアスの俺対策だったりするのかも！

　じゃあ、これだ！　俺は手にスケベパワーを集中させて、龍神化の鎧よろいの力を付与して、一気に解き放つ！

「乳力にゆうパワー波動・ウエーブッッ！　洋服崩壊ドレスブレイク・龍神式デイーデイーィィィィッッ！」

　離はなれた対象にも技をかけられるようになった洋服崩壊ドレスブレイク・龍神式デイーデイー！

　技はリアスにかかり、ギャスパーとの合体技が解け、いつものリアスとなる。──が、剝はがれた闇の衣は再び彼女の体に張り付いて、合体技形態に戻もどってしまう！

　こ、これもダメなのか!?　俺のスケベ技対策は十分ということだろうか……っ！

　リアスが巨きよ大だいな滅びの魔力の弾たまを撃うちながら言う。

『あなたの対策は大体済んでいるわっ！』

　俺はそれを特大のドラゴンショットで相殺しつつも一いつ旦たん距きよ離りを取った。

　クソ……っ！　さて、どうしたものか。もう、一気に決めるため、∞インフイニテイ・ブラスターやロンギヌス・スマッシャーを撃つべきか！

　いや、あちらはそれの対応こそ済んでいるはずだ。俺の最終兵器だからな。何か、対たい抗こう策さくを持っていて当然と踏ふむべきだ。

　あれらを撃てば俺は体力が一気に消しよう耗もうする。いたずらに撃てない。

　じゃあ、リアスと変身時間のスタミナ合戦でもするか？

　いや、もう一度ドレスブレイクを食らわせて、闇の衣が剝がれた瞬しゆん間かんに攻撃を──。

　あれこれ思慮しているうちにリアスが第三の目を妖あやしく輝かがやかせて、俺のことを停止してこようとしてくる！　その場を飛び退き彼女の視界から逃れる！

　完全に停まらなくても、一瞬でも体が停まったら危険だ！　巨大に膨ふくれあがった滅びの魔力を受けたら、いくら龍神化の鎧でも──。

　リアスはあえてギャスパーの能力──闇の獣けものなどを大々的に使わず、この形態に専念させるために体力を温存させた。

　……いまが、リアスとギャー助の本調子、本番ともいえる、か。

　正面から突とつ貫かんする！　とばかりに近距離戦を仕し掛かけても、リアスは近くの影に潜もぐってしまい、別の位置にある影へと移動してしまう。

　ふいに、俺に投げかけられた帝たい釈しやく天てんの言葉が思い返される。




　──グレモリー一派で、おまえとリアス・グレモリーの決定的な差がわかるか？　リアス・グレモリーはおまえがいなくても強い。だが、おまえはレイヴェル・フェニックスがいないと機能しないときがある。この差は大きいＺＥ？




　あのときの天てん帝ていの指し摘てきに俺は返す言葉がなかった。

　その通りだと強く感じてしまったからだ。




　──フェニックスの娘むすめが使えることに越こしたこたァないだろうよ。だが、おまえもいま以上に奇手も使えるようにしないとな。予選まではいまのままでもいいだろうよ。──が、本戦で俺と当たるかもしれねェし、いまの状態じゃ通じないぜ？　魔ま獣じゆう騒そう動どうの折に曹そう操そうを一度倒たおしたときのおまえは、弱いなりに冴さえてたはずだ。




　弱いなりに冴えてた頃の俺──。

　そうだ、さっきの木場との戦いみたいに俺は……奇手とかも使って強くならないといけない！

　元々、そういうので死線を潜ってきたのだから！

　俺の持ち札で、奇手を……リアスに通じる技を……。

　ドレスブレイクもパイリンガルも通じてはいるんだ。特にドレスブレイクは闇の衣を一時的に剝がせる……。

　そのときだった。俺はとある案を思いつく。

　……それなら、闇の衣を再展開されてもなんとかなるか？　やってみるしかねぇ！

　俺は思いついた案を実行するため、隙すきを見て、もう一度ドレスブレイクを仕掛ける準備に入る！

　手にスケベパワーを高め、リアスに向けてもう一度放った！

「洋服崩壊ドレスブレイク・龍神式デイーデイーィィィィッッ！」

　刹せつ那な、リアスの闇の衣は一いつ旦たん剝はがれる！

「無む駄だよ！」

　リアスがそう言うなかで、俺は──鎧の尻しつ尾ぽを長く伸ばして、彼女のほうに向けていく！

　長くなった尻尾の先せん端たんが広がる！　広がった尻尾の先端が、リアスの──乳に張り付いた！

「──吸えェェェェェッ！　俺の尻尾ォォォォオオオオオオオオオオオッッ！」

　リアスの乳に張り付いた尻尾は、ドクンドクンと鳴動して、彼女の何かを吸い上げ始める！

　途端にリアスが顔を真っ赤にさせて、嬌きよう声せいをあげた！

「ぃやぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

　俺の乳技のひとつ──超乳にゆうトロン波動砲・ビーム・キヤノンの応用だ！　ってか、準備段階の仕様だっ！

　超乳にゆうトロン波動砲・ビーム・キヤノン──鎧の尻尾を通じて、張り付いた女性の乳から「乳にゆう力パワー」を吸い上げ、魔力に変換してキャノンを撃つという強力な技（亡くなった俺の祖父ちゃんが考案）なのだが……この技の理屈は仲間内でもあまり認識されていないはずだ。

　何せ、実際に使った回数と、実際に攻撃を見ている者は限りなく少ないからだ。

　リアスですら、間近で仕組みを見ておらず、伝聞でしか知らないのだ。リアスの衣と化しているギャスパーも同様だ。

　そのため、近距離ならば行動の初動で虚を突けると思った。

　──俺の予想は当たった！

　闇の衣が再びリアスに張り付いたものの、俺の尻尾も繫がったまま！　その間、鎧の尾おは乳を吸い続けている！　同時にリアスの乳も──萎しぼんでいく！

　ああああああああああああああああああああああああああああああっ！

　俺の嫁よめの乳がぁああああああああああああああああああああああああああッ！

　乳がなくなっていくゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウウウウッッ！

　萎む様をリアルタイムで見せつけられるとは……っ！

　だが、これも……勝つためだっ！

　俺は心を鬼おににして、乳を吸い続けた！

　俺に乳を吸われているリアスは脱だつ力りよくするかのように力を失っていく。これもこの技の副次的効果だ。

『……こ、こんなことで……私が……っ！』

　リアスは手から滅びの魔力を放とうにもオーラがまとまらない。

《リアスお姉ちゃん！　ぼ、僕がっ！　だ、だけど……っ！》

　ギャスパーがリアスから離れれば、無防備となり、俺が強きよう烈れつなのをお見み舞まいするだけだ。

　それはギャー助もわかっているだろう。

　俺は乳に尾を接続したまま、乳から得たエネルギーを龍神化の四門のキャノンに集めていく。

　鎧の宝玉には「99」の数字。リアスのバストサイズだ──。

　キャノンの砲ほう口こうに極大のエネルギーが集まったところで、俺は四つのキャノンをリアスに向けた！

　リアスの乳は──尾に吸い尽つくされ、なくなってしまった！　時間が経てば元に戻るとはいえ、あまりに残ざん酷こくな光景だ！

　これがレーティングゲーム！　これが国際大会の本戦っ！

　俺は涙なみだを振ふり切って、キャノンを構える！

「リアスッ！　撃たせてもらうぜッ！」

「『《D∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!　D∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞DデイーデイーD∞Dデイーデイー!!!!!!!!》』」

　宝玉からの音声と共に俺は叫さけぶ！

「超乳にゆうトロン波動砲・ビーム・キヤノン＋∞インフイニテイ・ブラスタァァァァァァアアアアアアアアアアアアッッ！」

　乳技と龍神化の決め技が合わさり、超ちよう弩ど級きゆうの強烈なオーラの砲ほう撃げきとなって、リアスとギャスパーを飲み込んでいく──。

　──見事よ。

　オーラ砲撃に包まれていくなかで、リアスがそうつぶやいたように聞こえた。

　このゲームフィールド全域の空を紅く紅く染めるほどの閃せん光こうが起こり、特大の爆ばく発はつも発生したのだった──。







　砲撃の余波が止むと──そこにはリアスとギャスパーの姿はなかった。

　そして、そのアナウンスはされた。

《「リアス・グレモリー」チーム、『僧侶ビシヨツプ』一名と『王キング』のリタイヤを確認！　よって、この試合──「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの勝利ですッッ！》

『わあああああああああああああああああああああああああっ！』

　勝利が決まったからか、観客の声が届く。

　大だい歓かん声せいが耳に聞こえてきた。

　司会のヒトが叫ぶ。

《あーっと！　ついに「おっぱいドラゴン」と「スイッチ姫ひめ」の運命の対決に決着が付きました！　勝利したのは、「おっぱいドラゴン」こと兵藤一誠選手のチーム、「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」だァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアッッ！》

『おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！　おっぱいドラゴン！』

　観客の俺を呼ぶコール。すごい盛り上がっているな。

　──と、俺のもとに体中がケガだらけのドライグが到とう着ちやくしていた。……片かた腕うでが折れており、翼つばさも穴だらけだった。とはいえ、負けたというふうでもない。

　俺が相棒に訊きく。

「……こっちは勝ったぞ、ドライグ。そっちはどうだ？」

『ああ、クロウ・クルワッハと勝負が付かなかった。手負いの邪じや龍りゆうだったが、まあ、強くてな！　久しぶりに燃え上がったぞ！』

　物もの凄すごく充じゆう足そくした顔をしてやがる！　よっぽど、クロウ・クルワッハとのケンカが楽しかったのだろう。

　ドライグが戦っていたであろう方向に目をやると──住宅街が跡あと形かたもなく消え去り、更さら地ちになっていた！

　どんだけ暴れたんだよ！　あっ！　フィールドの空にヒビがたくさん入ってる！

　……俺がリアスともっと長く戦っていたら、このフィールド、本当にえらいことになっていただろうな……。

　俺は息を吐はいたあとに相棒に言った。

「まだ、これからだな」

『ああ、勝ったのだから、次の試合も十分に堪たん能のうしたいものだ』

　俺とドライグは拳こぶしを突つきつけ合う。

「『俺たちは最強を目指す！』」

　レーティングゲーム国際大会本戦トーナメントの第三試合──。

　俺たち「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの勝利となった！







　　　Durandal.







　ゲームの決着がついたあと、ゼノヴィア・クァルタは地に膝ひざを突いていた。

『王キング』であるイッセーが、リアスを倒して勝利したものの──。

　彼女の視線の先には、健在のままのヴァスコ・ストラーダが立っていた。

　──倒せなかった。いや、追い詰つめることすらできなかった。

　共に戦ったイリナと百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆうもストラーダとの激げき闘とうでリタイヤしなかったものの、スタミナをすべて使い果たしたのか、その場で倒れ込んでいた。

　両チームのリタイヤ報告から推察すると、「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームで残ったメンバーは、イッセー（ドライグ）、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセ、レイヴェル、百鬼となる。

　あちらは朱あけ乃の、小こ猫ねこ、ストラーダ、クロウ・クルワッハが残った。

　……やはり、こちらの戦力的にリアスを倒す一点突とつ破ぱとなった。ストラーダとクロウ・クルワッハを倒たおすに至らなかったのだ。

　ストラーダが息を深く吐きながら言う。

「ふむ、どうやら、勝敗は決したようだ」

　折れたデュランダルⅡの刀身を拾ったストラーダは、ゼノヴィアたちに言う。

「この大会、先は死地に等しいだろう。──が、精進をしなさい。若人たちよ」

　そう激げき励れいする先達にゼノヴィアは──。

「猊げい下かッッ！　私は……ッッ！」

　ストラーダが朗らかに笑みを浮うかべる。

「戦士ゼノヴィア。──私は、人の身だ。寿じゆ命みように限りがある。だが、あと三十年は現役でいるよう努めよう。また、再チャレンジしに来なさい」

　そう言うなり、その場をあとにしていく。

　あとに残った百鬼が倒れながらも苦笑していた。

「……三十年って、ストラーダ猊下、百歳超こえてますけど」

　イリナも笑っていた。

「でも、冗じよう談だんに聞こえないわね。猊下なら百歳を超えても強そう」

　ゼノヴィア・クァルタ、紫し藤どうイリナ、百鬼勾陳黄龍という「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームのオフェンスの大半を投入してなおヴァスコ・ストラーダを退けることが叶かなわなかったのだ──。

　それでもゼノヴィアはいつか必ず超えたいと強く願った。







　　　Parents.2







　スタジアムの関係者用観戦室は、試合後の歓かん談だんとなっていた。

　リアスの父──ジオティクスと、イッセーの父である兵ひよう藤どう五ご郎ろうは握あく手しゆを交わしていた。

「兵藤さん。いい試合でした。おめでとうございます」

　ジオティクスの言葉に五郎は恥はずかしそうにしていた。

「こ、こちらこそ、うちの子がリアスさんを降くだしてしまいまして……」

「いえ、これは勝負の世界。うちの娘むすめもチームの者たちもベストを尽くしたでしょう。何よりも婚こん約やく相手である一いつ誠せいくんの戦いぶりが見事でした。さすが、リアスが選んだ相手です」

「い、いえいえ！　そんなことは！　それより、ビナーさん……グレイフィアさんのことですが──」

「ええ、彼女に関してはこちらでも──」

　父親同士が試合後のトークを進めるなかで、イッセーの母である三み希きは、ようやく心を落ち着かせることができた。

　試合中、息子や娘たちが大きな事故やケガをするのではないかと心配だったのだ。リタイヤ後のことは聞いているのでドキドキしながらも受け止められていた。それでも、早く病室にいるであろうアーシアのもとに行きたかった。

　隣となりで見ていたリアスの母──ヴェネラナが言う。

「ハラハラしましたわね」

「はい。ドキドキしました。特にアーシアちゃんがやられてしまったときはもう気が気でなくて……。──ですが」

　三希は、モニターに映る我が子の姿に微笑ほほえんだ。イッセーはゲームフィールドからスタジアムに帰き還かん後、観客に向けて笑顔で手を振ふっていた。

　三希が、言う。

「我が子ながら、カッコイイと思ってしまいました。ちょっとスケベでしたけど」

「ええ、リアスも一誠さんたちも立派でしたわ」

　ヴェネラナもそう漏もらす。

　──と、父親二人は席を立つ。

「さて、兵藤さん、互たがいの子供たちを褒ほめにいきましょうか。私もリアスと義理の娘が気になりますからね」

　ジオティクスの誘さそいに五郎も応じる。

「もちろんです！　こちらもアーシアちゃんが心配ですからな！」

　ヴェネラナも三希を誘う。

「──私たちも子供たちのもとへ行きましょうか」

「はい」

　ヴェネラナに促うながされた三希は、笑顔でそう答えた。

　観戦室を護衛役の神かん崎ざき光みつ也やと退室する際、三希は最後にもう一度モニターに視線を送る。

　試合後のインタビューに答える息子の姿に三希は、微笑んだ。

「……イッセー、次の試合も観に来るわね。最後まで、戦ってみなさい。さて、アーシアちゃんのお見み舞まいに行かないと」




　　　　─○●○─




　病室のベッドの上で目を覚ましたビナー・レスザン──いや、グレイフィア・ルキフグス。

　天てん井じようを見上げ、そこが病室だとわかると、自分がリアスに負けたのだと再認識できた。

　──と、そのグレイフィアに声がかかる。

「母さま！」

　愛しい息子、ミリキャスだった。

　ミリキャスがここにいる……。

　自分の顔に触ふれると──いつもの姿に戻もどっていることに気づく。

　ここにミリキャスがいる以上、母親が十代の姿となり、仮面まで被かぶって大会に臨んでいたことはすでに知ってしまっているはずだ。

　いままでミリキャスにそのことを話さずにいた……。

　サーゼクスが旅立ってから、あまり接することもせずに……大会に参加していた。

　そんな自分がどれだけ母親として酷ひどい存在か……。あらためて思い知らされる。

　ミリキャスの顔をまともに見られない……。

　──が、ミリキャスは嬉々として語りかける。

「母さま！　格好良かった！　リアス姉さまに負けてしまったけれど……あのビナー・レスザンが母さまだとわかったから、記録してある試合の映像を全部見直してみる！」

　ミリキャスは怒おこらず、当とう惑わくした顔すらも見せず、母親の活かつ躍やくを喜んで受け入れてくれていた。

　そのことにグレイフィアは呆あつ気けに取られてしまう。

　つい、息子に訊きいてしまった。

「……私を怒らないの？　あなたに黙だまって、大会に参加していたのよ……？　家で、あまり相手をしてあげなかったのに……」

　ミリキャスは満面の笑みで返した。

「大会で活躍されていたのだから、仕方ないよ！　何より、試合で戦う母さまは……最高に格好良かった！」

　ミリキャスのその答えに──グレイフィアは涙なみだがこみ上げ、たまらずに泣き崩くずれてしまった。

　愛しい息子を抱だきしめ、ただただ謝る。

「……ごめんなさい……ごめんなさい……ミリキャス……ごめんなさい……」

「……母さま？　どうして泣くの？」

　泣きながら謝る母の姿にミリキャスは反応に困っていたが……。

　グレイフィアはようやく自分が本当に見守らないといけない存在を再確認できたのだった──。







　　　Next Life.　勝敗







　試合が終わって幾いく日にちか経過した頃ころ──。

　両チームのメンバーが全員……いや、クロウ・クルワッハ以外が集まって、「[image: ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームの祝勝会と、お疲つかれ会を兵ひよう藤どう家のリビングで軽く行うことになった。

　まあ、大会はまだ続くから、大おお掛がかりなパーティーをしてもねってことで、食事会程度のことだ。

　とはいえ──。

『お疲れっ！　乾かん杯ぱいっ！』

　皆みんなで乾杯を交わして、ジュースを呷あおる。

　グラスを呷ったところで、リアスが落ち着いたのか、息を吐はいていた。

「ふぅー、試合が終わったことですし、私たちの変に意識した闘とう争そう心も一いつ旦たんこれで終わりにして……。おめでとう、イッセー」

　祝ってくれたリアス。「リアス・グレモリー」チームの面々も「おめでとう」と口々に祝いの言葉を述べてくれた。

「うん、ありがとう」

　素直に礼を告げる俺にリアスが言う。

「これからは私たちもあなたたちをバックアップするわね」

　これに朱あけ乃のさんも続いた。

「ええ、そうですわ。これからは皆でイッセーくんたちが勝ち進めるようにサポートしますわ」

　小こ猫ねこちゃんもうなずく。

「……はい。目指せ、優勝です」

「僕もできる限りの協力を惜おしまないよ」

「僕とヴァレリーもご協力します！」

「私にできそうなことは遠えん慮りよなく言ってね」

　木き場ば、ギャスパー、ヴァレリーもそう言ってくれた！

「ありがとう、皆っ！」

　眷けん属ぞくたち、仲間たちの厚意に俺は涙が出てしまいますよ！

　リアスが、リントさんにも訊く。

「リントはどうする？」

　リントさんは肉を一切れ食べたあとに言う。

「基本、皆さんと行動を共にさせていただくっス。ただ、曹そう操そうのセンセも気になるんスよねぇ」

　リントさん、曹操たち新生英えい雄ゆう派に興きよう味み津しん々しんだったもんな。

「猊げい下かはどうなされますか？」

　木場がストラーダ猊下に訊いていた。

　猊下は、リアスのチームメンバーとしてこの国に来日してくれている。

　リアスのチームが敗退したいま、猊下はどうするのか。

　猊下がおっしゃる。

「私はリアス姫ひめの剣けんの一ひと振ふりとして、今回の大会に参加した。大会への参加はこれで仕し舞まいとなろう。──が、不ふ穏おんな空気はいまだ晴れない。大会が終わるまでは駒く王おう町に滞たい在ざいさせていただこうと思っている」

　おおっ！　いろいろと猊下からは訊きたいこと、学びたいことが多いからね！　共に不穏な勢力と戦えるなら、これほど心強い味方もいないぜ！

　さて、ここに来ていないクロウ・クルワッハだけど……。

　ドライグが言う。

『まあ、強大な敵が現れれば、奴やつも姿を現すだろう』

　確かに、クロウ・クルワッハにとっての今回の大会は終わったけど、強くて悪い神さまとかが現れれば参戦してくれそうだな。

　──と、両チームの面々が和わ気き藹あい々あいとしているなかで、もうすぐ大会の第四試合が行われる。

「さて、次の試合が気になるところだな……」

　そう、第四試合で勝ったほうが「[image: ]いつ誠せいの赤龍帝」チームの次の相手になる。

　そのため、俺たちは非常に気になったのだった。

　そして、祝勝会からさらに幾日か経過して──。







　兵藤家に住まう者たちやオカ研の関係者がリビングのテレビの前に集い、その光景を目の当たりにしていた。

《勝利したのは──》

　審判アービター役が、それを報告する。

《ディハウザー・ベリアル選手が率いる『バベル・ベリアル』チーム！　期待の新しん鋭えいも、レーティングゲームの「皇帝エンペラー」には届きませんでしたァッ！》

　そう、第四試合、勝利したのは──「王者チヤンピオン」ディハウザー・ベリアルさんが率いる「バベル・ベリアル」チームだった！

　超ちよう越えつ者クラスと思われるバルベリスやヴェリネが所属する「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームは、『王キング』である上級死神グリム・リツパーのゼノってヒトがやられてしまい、一回戦敗退となった。

　画面には、バルベリスに詰つめ寄よる「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの選手（グレシルだったかな）の姿が映っていた。

『バルベリスッ！　てめえ、どういうことだ、これはァ!?』

「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの選手は、かなり怒いかり心しん頭とうのご様子だ。……って、長いチーム名だよな、まったく！

　そのチームの選手がバルベリスに詰め寄っているものの、実は試合の内容が、まあ酷いもので。「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームは連れん携けいがまったく生きてなく、その隙すきを「王者チヤンピオン」のチームに突つかれて、ボロボロの状態になっていった。

　そのなかで一番酷い戦い方をしたのが、エースと目されていたバルベリスだったってだけのことだ。

「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの選手は、強力な実力を持つ者が多く、ど派手な攻こう撃げきも繰くり広げたものの、それらすべてが空から振ぶりに終わり、「王者チヤンピオン」は、『王キング』である上級死神グリム・リツパーを結構あっさりと討ち取ってしまった。

　この結果にレイヴェルが言う。

「ある意味で、予想通りではありましたわ」

　リアスもうなずいた。

「ええ、いくら相手チームの選手に規格外の力を持った者がいたとしても、試合となれば何が起こるかわからない。しかも、『王者チヤンピオン』であるディハウザー・ベリアルが戦うとなれば、こうなる可能性は高かったわ」

　ロスヴァイセさんもうんうんと首を縦に振る。

「冥めい府ふのチームは、『王キング』が上級死神グリム・リツパーですからね。こういうふうに詰め寄れば、『王者チヤンピオン』のチーム選手にも取られて当然です」

　小猫ちゃんが試合内容から何か感じたのか、意見を口にする。

「……あのバルベリスってヒト、イッセー先せん輩ぱいのような……『おっぱいドラゴン』を思わせる戦い方になってたような気がしました」

　これにイリナも同意した。

「それ！　私も感じたわ！　あの戦い方、どこかで見覚えがあると思っていたけど、特とく撮さつの『おっぱいドラゴン』でお馴な染じみのアクション演技そっくりよね！」

　実はその通りで、あの赤銅色の髪かみの青年は、試合中に特撮番組「乳龍帝おっぱいドラゴン」のおっぱいドラゴンが劇中でよくするポージングや、攻撃方法を実じつ践せんし始めて、それらが全部空振っていたのだ。

　司会のアナウンサーも困こん惑わくして実じつ況きようしていたな。

　俺も小猫ちゃんとイリナの意見にうなずいた。

「うん、俺も見ていて、それは感じていたよ。驚おどろいたと同時に『なんで？』って思っちまったけどさ」

　ゼノヴィアが首をひねっていた。

「ああいう戦い方をする悪あく魔まだったか？　もっと大おお雑ざつ把ぱで、構えのない戦いをしていたような記き憶おくがあるが」

　木場はゼノヴィアの言葉にうなずいた。

「うん、そういう戦い方だったよ。以前は才能というか、本能だけで戦うスタイルだった。型のない戦いで、野性的だった」

　うんうん、記録映像を以前に見たことがあったけど、あのバルベリスって奴、予選ではかなり大雑把で大だい胆たんな攻撃方法……木場が言うように本能で戦っていたように思えた。

　ゆえに攻撃手段が読めずに阿あ修しゆ羅ら神族の王子マハーバリ神は予選でやられちゃったんだよな。

　レイヴェルが言う。

「……彼らに何が起きたかはわかりませんが、結果は結果ですわ。これで、私たちの相手は──『王者チヤンピオン』ディハウザー・ベリアルさまとなりました」

　……そうだな、これで俺たちの次の相手は『王者チヤンピオン』になっちまった。

　レーティングゲームのランカー首位──一位！　まさか、こんなに早くレーティングゲームの『王者チヤンピオン』と戦うことになるとは……っ！

　いや、国際大会に出場した以上、勝ち進めばこうなっても不思議じゃないんだ。

　……腹を決めて仲間たちと臨むしかない！

　──と、百鬼なきりが俺に訊きく。

「……先輩、ビナーさん……いや、グレイフィア・ルキフグスさんは、その後どうなんですか？」

　グレイフィアさんのこと、か。

　俺は頰ほおをかきながら言った。

「…………次の試合には、多分、出られないかな」

「グレモリーのお城で休養を取られるという噂うわさは本当のようね」

　情報を仕入れてきたのか、ロイガンさんがそう漏もらした。さすが、情報通。まだグレモリーの一部の者しか知らないことまで知っているなんてね。

　グレイフィアさんの身内であるリアスが言う。

「……お義姉さまは、サーゼクスお兄さまがトライヘキサとの戦いに赴おもむいたあと、いろいろと無理をしてきたせいで、精神的にかなり弱っているの。だから、しばらくの間、ミリキャスの傍そばでご静養することになったわ」

　話では、リアスのご両親がグレイフィアさんを休ませるように取りはからったという。

　お世話になっている義理の父母からの心配もあり、グレイフィアさんはお城で静養することを選んだ。

　それと、アジュカ・ベルゼブブさまの考案で、グレイフィアさんにも隔離結界領域にいるサーゼクスさまと交信させようということになった。

　実は、隔離結界領域とこちら側で交信──会話できるのだ。極秘ゆえ、まだ仲間内では俺しか知らない。まあ、重要案件の時しか交信できないんだけど、それでもサーゼクスさまやアザゼル先生、レヴィアタンさまとはたまに話せる。

　それにグレイフィアさんも参加させようとベルゼブブさまは俺にだけ教えてくれた。

　……とはいえ、俺たちは次の試合、強力な『女王クイーン』を欠くことになる。

　一いち抹まつの不安を覚えるけれども……それとは別に重要な出来事が仲間たち──後こう輩はいたちを待っている。

　俺が言った。

「そういや、二年生はもうすぐ修学旅行か」

　これにここにいる現二年生である小猫ちゃん、レイヴェル、ギャスパー、百鬼がうなずいた。

　あと、転入したばかりのイングヴィルドもそうだな。それにここにはいないけど、百鬼の友達で吸きゆう血けつ鬼きでもあるミラーカ・ヴォルデンベルグさんと、シトリー眷属の仁に村むら留る流る子こさんも二年生だから修学旅行に参加となる。

　俺がイングヴィルドに言った。

「京都だな。楽しんで来るといいぞ、イングヴィルド。京都はいいところだ。襲しゆう撃げきがなければな」

　俺の言葉にイングヴィルドも「うん、楽しみ」と微笑ほほえんでいた。

　いままで黙だまっていた九く重のうが皆みんなの前に立ち、堂々と言った。

「京都なら、私なのじゃ！　時間が合えば、ぜひとも案内させてほしい！」

　おやおや、九重も修学旅行についていきそうな勢いだな。

　レイヴェルが俺にこうも言う。

「実は、私たちの修学旅行と同じ日に……裏京都にて妖よう怪かい向けに『おっぱいドラゴン』のショーがあるんです」

「マジか！　じゃあ、俺たちも京都入り？」

　俺の言葉にレイヴェルはうなずく。

　おおっ、てことは俺たち、二年連続でこの時期に京都に行くのか！

　裏京都ってのは、妖怪が住む領域のひとつだ。そこで「おっぱいドラゴン」のショーか……。どんどんグローバルになっていくな、「おっぱいドラゴン」も。

　京都が大好きなリアスが満面の笑みで言った。

「ふふふ、では、皆で京都観光といきましょうか。京都はいいところよ」

「ええ、楽しみですわ」

　朱乃さんも微笑んでいた。

　どうやら、俺たち、『王者チヤンピオン』との試合の前に京都でひと仕事となりそうだ。

　今度こそ何事も起きないことを願って、京都で無事に過ごしたい！







　　　Gods of Hell.







　悪魔と堕だ天てん使しが住む世界──冥めい界かい。その下層にはオリュンポスの三柱が一柱──ハーデスが支配する冥府が存在する。死者の魂たましいを選別するとされる場所だ。

　さらに冥府の底には、氷の地獄コキユートスと呼ばれる地獄の最下層が存在した。

　その氷の地獄コキユートスの奥地に前魔ま王おうルシファーの息子にして、テロリスト集団「クリフォト」の長であったリゼヴィム・リヴァン・ルシファーの研究所があった。

　現在、その研究所はリゼヴィムの死後、ハーデスにより地下施し設せつが増設され、地獄の盟主たちが集う基地となっていた。

　そこの研究所には、リゼヴィムが遺していったとされる悪魔の母たるリリスが巨きよ大だいな培ばい養よう槽そうに入れられてあった。

　悪魔の母リリスは、前ルシファーの手により数々の術式や儀ぎ式しきに使われたようで、ハーデスが見つけたときにはただの巨大な肉につ塊かいでしかなかった。

　ハーデスは、その肉塊状態のリリスを使い、邪龍アポプスから入手した『ルシファーの書』をもとに強制的に人工の悪魔を作り出した。

　──人工の超ちよう越えつ者を作り出すために。

　実験は成功の域に達しており、超越者クラスの実力を秘めているバルベリスとヴェリネをはじめ、魔王クラスとされるグレシルとソネイロンも生みだした。

　駒く王おう町に出現した正体不明の悪魔の一群は、このバルベリスたちを生み出すときに作り出された副産物であり、失敗作とされていた。

　その正体不明の悪魔と、バルベリスを作り出したハーデスと、彼の思おも惑わくに呼応した各神話の地獄の盟主たち。

　祭服を着た骸がい骨こつという出で立ちをしたハーデス。全身に不気味なオーラをまとわせている。

　地獄の盟主たちが一堂に会する巨大な円えん卓たくでは、話し合いが始まっていた。

　議題は、人工超越者の実力を試すために参加させていたレーティングゲーム国際大会の報告などだった。

　ハーデス以外の円卓の席には、幻げん影えいのみが存在する。

　各地獄の盟主が意識のみを飛ばして参加していた。

　しかし、その幻影の数は、当初のものよりも少なかった。

　参加していたオリュンポスの原初の神──奈な落らくを司るタルタロス、暗黒の神エレボス、夜の女神ニュクス、ゾロアスターの悪神アンラ・マンユのうち、エレボスとニュクスの幻影がない。

　ニュクスは先日、リリスが生んだ悪魔たち（正体不明の悪魔とされる者たち）を引き連れて、テロリスト対策チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』に挑ちよう戦せんしたが……。

　神クラスを退けてきた彼ら『Ｄ×Ｄデイーデイー』の戦力は本物であり、メンバーの大半が揃そろわない状態にもかかわらず、ニュクスは撃げき破はされ、捕とらえられてしまった（この場所にいまだ刺し客かくが放たれていないあたり、ニュクスは本ほん拠きよ地ちの場所については口を割っていないようだ）。

　疑似龍りゆう神じん化をものにしつつある兵ひよう藤どう一いつ誠せいと、復活を遂とげた赤せき龍りゆう帝ていドライグのタッグは原初の神ですら敵わなかったのだ。

　そのなかで、ニュクスの兄でもあるエレボスの姿が見えなくなった。

　メンバーが欠けたなかでの話し合いが始まる。

　配下の死神グリム・リツパーが、ハーデスに報告をする。

《ハーデスさま、バルベリスたちの敗北は想定内ではありましたが……まさか、ここまで弱点が露ろ呈ていする格好になるとは……》

　それは、国際大会での「ブラックサタン・オブ・ダークネス・ドラゴンキング」チームの戦果であった。

　バルベリスたちを投入してからの快かい進しん撃げきにより、本戦の十六枠わくにまで進むことができたが……唯ゆい一いつ憂ゆう慮りよしていたことが起こり、初戦敗退となったのだった。

　その憂慮していたこととは──バルベリスたちの精神状態、精神の年ねん齢れいによるものだったのだ。

　バルベリスは、今後の仇きゆう敵てきになるであろう赤龍帝の兵藤一誠を研究するうちに、冥界で流行っている特とく撮さつ番組「乳龍帝おっぱいドラゴン」にすっかり魅み了りようされてしまった。

　それはついに試合にまで影えい響きようが及およんだ。

　いままで才能からの感性、野生的とでもいっていい戦い方で強さを見せていたバルベリスの戦せん闘とうスタイルに変化を促うながしてしまったのだ。

　大会の試合中に「おっぱいドラゴン」の戦い方を見せ始め、その隙すきを突つかれて、チームの『王キング』であった上級死神グリム・リツパーゼノを相手チームに取られてしまった。

　体の成長はともかく、心の成長にまで必要以上に手を加えていなかったことが、生まれて間もなく、経験も少ない人工超越者の弱点となっていたのだった。

「乳龍帝おっぱいドラゴン」は悪あく魔まの子供たちに多大な影響を与あたえている。それは、バルベリスも例外ではなかったのだ。

　いや、バルベリスたち成功体は、精神年齢ゆえに隙の多い面が目立っていた。才能のみで他を圧あつ倒とうしていたが、バルベリスたちの隙をわかっている実力者と当たれば、大会を敗退するであろうこともハーデスは前もって考こう慮りよしていた。

　ハーデスの傍に控ひかえていた翡ひ翠すい色の髪かみの少女──人工超越者の一人、ヴェリネが謝る。

「ごめんなさい、ハーデスさま。バルベリスったら、兵藤一誠に夢中になっちゃって、それ以降調子が悪いのよね。おかげで、ソネイロンとグレシルが不満たらたらで、あれは爆ばく発はつしちゃいそう」

　ハーデスは、ヴェリネの頭をなでる。

《ファファファ、ヴェリネよ。よいよい。十分だ。力が超越者クラスだとしても、生まれてすぐの赤子たちでは限界もあるだろう。一定以上の成果を見せてくれたのなら、十分だ。それよりも──》

　目玉のない眼がん孔こうの奥を妖あやしく輝かがやかせながら、ハーデスは顔を──エレボスの空いた席に向ける。

　幻影のない席。

　ハーデスが配下に問う。

《エレボスとは連れん絡らくが取れぬか？》

《……ニュクスさまが『Ｄ×Ｄデイーデイー』に倒たおされてから、お隠かくれになっております》

　他の配下の死神グリム・リツパーが、こうも告げてくる。

《同時にグレシルとソネイロンも姿をくらましました》

　グレシルとソネイロン──。

　人工超越者を生み出す過程で誕生した、魔王クラスを越こえるであろう実力を秘めた者たち。

　彼らの姿も消えたというのだ。

　ヴェリネが言う。

「……エレボスさま、事あることに『やりたいことがあるから、こちらに力を貸してくれ』ってオファーしてたわ。……いまのソネイロンとグレシルなら、あのオファーを断れそうにないかなって」

　どうやら、暗黒の神エレボスは、大会で敗退し、戦いの場を失ったグレシルとソネイロンに甘言を弄ろうしたようだ。

　この場にいないのも彼らを連れて、何かを企くわだて始めたからに違ちがいないとハーデスは思う。

　幻影の先で苦笑するのは、奈落の神タルタロスだった。

『原初の神であろうとも、ギリシャの神らしく、悪戯いたずら心は強いようだ』

《ゼウスが主神をしていた世界だからな。さて、どうしたものか》

　そんなことを言いつつも、ハーデスは今回の会合の議題に関することで、手の空いたグレシルとソネイロンを使おうとしていたため、少し思し慮りよする。

　椅い子すの肘ひじ掛かけで頰ほお杖づえを突きつつ、傍かたわらのヴェリネに視線が行き、声をかけた。

《ヴェリネよ。ひとつ、私の頼たのみを聞いてはくれぬか》

「なになに？　面白いこと？」

　ヴェリネは嬉き々きとして、ハーデスの声に乗ってくれそうだった。

　ハーデスは配下の死神グリム・リツパーに対して、手をあげて指示を送る。

　すると、部屋に備えてあった巨大なモニターが映像を映し出した。

《映像を見るがよい》

　ヴェリネにそう促すハーデス。

　巨大なモニターに──不思議なモノが映りだした。

　光こう沢たくを放つ銀色の人型だった。人型ではあるのだが……硬こう質しつそうな体をしており、機械のように感じられる。だが、体には生物のように滑なめらかな曲線もある。

　頭部は後頭部が突き出ていて、目らしきものは五つ存在する。口と鼻は見受けられない。

　モニターは、この銀色の人型を「データ不明」と表示していた。

　映し出された銀色の人型を訝いぶかしげに見やるヴェリネ。

　生まれてから、魔ま物もの──異形の類を教え込まれているヴェリネだったが、さすがにそれには思い当たるものが浮うかばずに首をひねっていた。

「……なにこれ。生物？　ＣＧ？」

　ハーデスが言う。

《各神話の主神クラスのみが知り得る情報では──これは機械の体を持つ生命体なのだそうだ》

「マジ？　へー、そんなのがいるんだ」

　関心を示すヴェリネにハーデスはこう発する。

《いてはならぬのだ。しかし、これが五日前に人間界で観測された。おまえには死神グリム・リツパーを引き連れて、これの捜そう索さくを頼みたい》

　ハーデスがそう指示を出すなかで、円卓の幻影のひとつ──漆しつ黒こく、混こん沌とんの色合いのオーラを放つ存在、ゾロアスターの悪神アンラ・マンユが声を発した。

［さて、おかしなことになってきたものだな。アザゼルとアジュカ・ベルゼブブが出した結論とは些いささか違うようだ］

　もうひとつの幻影──奈落の神タルタロスが言う。

『おそらく、彼奴きやつらのみが知り得ている情報にもズレが生じている。何が原因かわからぬが、どちらにしても、これは彼奴らにとっても想定外の出来事となるのだろうな』

　ハーデスがモニターに映る「データ不明」の人型を睨にらむ。

《どちらにしても情報が不足しすぎている。だが、これもすべて神滅具ロンギヌスと『Ｄ×Ｄデイーデイー』が招き入れたものだろうよ。これを知って悪魔コウモリと堕天使カラスはどんな行動を見せるのやらな》







　　　Life.??????????????????????????










【データショウゴウ……イクツカノ、フグアイ……カクニン……】

【セイブツ……タスウ、カクニン……】

【ワクセイヲ、シハイシテイル、シュゾク……ブンカレベル……カクニン……】

【チョウジョウノ、ソンザイ、カクニン……】

【サンソノウド……モンダイナシ……テキオウ、カノウハンイ……】

【イクツカノ、ジゲンヲ、カクニン……シンセイノ、ソンザイヲ、カクニン……】

【ホウコク……レガ──】

【オーダーヲ、カクニン……ケイトテ──】

【──ゼーヴァサマ、ノ、ゴトウチャクヲ、オマチシマス……】
















　　　あとがき







　真Ｄ×Ｄ１巻と２巻の作中で、「おっぱい」という単語は合計何回出てきたでしょうか？　回数を数えて、お葉書を出していただくと抽ちゆう選せんで二十名の方にリアスのおっぱいマウスパッドが当たりません。はい、噓うそです。そんなプレゼントはありません。




　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。

　無印版Ｄ×Ｄ２巻のあとがきっぽいことを冒ぼう頭とうにやってみました。

　しかし、あの頃ころは想像もしていませんでしたが、本当にリアスのおっぱいマウスパッドが発売されるだなんて……。

　ということで、二〇一八年も終わりとなります。今年はアニメ新シリーズ「ハイスクールＤ×Ｄ　ＨＥＲＯ」が放送されて、最高に良い年であった反面、仕事量が過去最高を誇ほこりまして……。本当に忙いそがしすぎました。




　謝辞を。みやま零ゼロさま、担当編集Ｔさま、本当に今回はご迷めい惑わくをおかけ致いたしました。来年もよろしくお願い致します。




　内容の話に移ります。

　今巻は無印２巻のフェニックス戦の頃を思わせる作りとなっておりまして、前巻のような真Ｄ×Ｄ１巻が無印の１巻をなぞるような感じとなりました。真Ｄ×Ｄ１巻と２巻はセットで構成しております。ちょうど、無印の１、２巻と同様ですね。

　次の真Ｄ×Ｄ３巻は、新京都編なので無印の３巻をなぞるというわけではありません。二度目の京都編です。現２年生たちの修学旅行となりますが、イッセーたちも登場致します。あと、京都編ということで九く重のう回となります。そこに八や坂さかさんも登場します。

　それに京都といえば英えい雄ゆう派なので、新生英雄派も登場させる予定です。

　この巻と同日に「堕天の狗神 -SLASHDØG-」３巻も発売されてまして、朱あけ乃のが今回使役することになった鬼おにのことなども書かれておりますし、幼い頃の朱乃も登場しています。まだ読んでいない方も、真Ｄ×Ｄから入った方も、どうぞチェックしてね！

　という感じで来年もよろしくお願い致します。よいお年を。
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